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要旨
　COVID-19の流行によって経済活動が変化する中で、来客応対の頻度も変わるが、全くなくな
るわけではない。「秘書学演習」の来客応対ロールプレイテスト実施時に「学習する組織」の視
点を取り入れた。
　仮説として、１．ロールモデルを見つけようと努力するなかで、言葉遣い、行動の良し悪しの
観察眼が磨かれ、また他人から見られることの意識が自己成長を促す、２．クラス成員全員が意
識して行動することで、クラス全体で高め合う雰囲気が生まれるとし、調査によって検証を行っ
た。
　仮説１・２とも直接的には証明できないが、一部に認められた。他人と見る・見られるの関係
から丁寧な言動への意識が現われ、ロールモデルを見つけることで目標ができ、自己の成長を促
す傾向がみられたことである。また、個人と組織の成長の相互作用は、組織成員の意識を高める
だけではなく、協力体制にある組織において可能であることが示唆された。

キーワード：組織学習、ロールモデル、成長

１．はじめに

　COVID-19の流行によって経済活動が変化をしてきた。従来では訪問して直接顔を合わせ、直

接その人と成りを確認してビジネスを進めるのであるが、COVID-19により画面越しに話をする

ことが多くなった。来客応対という場面は今後しばらく少なくなると思われるが、全くなくなる

わけでない。

　そこで、本学科の授業「秘書学演習」において、来客応対のロールプレイテスト時に、「学習

する組織」の視点を取り入れ、学生に自分の行動がクラスやチームに影響を与えていること、ク

来客応対実技における学生の行動変化
－組織学習の観点から－

笹瀬佐代子

The Action Change of the Students in the Visitor Reception Practical Skill
－ The View of Organizational Learning －
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ラスメートの良いところを見つけて見本とする（ロールモデル）ことで、個人とクラス（組織）

が相互に高め合うことを意識させた。

　意識化によって、自覚を生み行動の変化が生じたかを調査した。

　

２．組織学習

　本稿では「組織学習」の定義を、安藤（2019）による「組織と個人を包含するシステム全体に

おける組織ルーティンの変化」とする１。　

　組織学習は、個人と組織の関係性が重要となる。個人と組織は互いに影響を受け合っているの

であり、どちらの影響が大きいとも言えず、また片方の存在がなければ成り立たない。

　図１にマーチ& オルセンの組織の選択の完全サイクルのモデル２を示した。

図 1．組織の選択の完全サイクル

（J.G. マーチ・J.B. オルセン、遠田雄志・アリソン・ユング訳

『組織におけるあいまいさと決定』有斐閣、1986 年、p7 より）
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図 1．組織の選択の完全サイクル 

（J.G.マーチ・J.B.オルセン、遠田雄志・アリソン・ユング訳 

『組織におけるあいまいさと決定』有斐閣、1986 年、p7 より） 
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笹瀬佐代子：来客応対実技における学生の行動変化

　時間的経過により組織の参加者と組織が絡み合って組織の選択が進行する。組織の参加者があ

るべき世界と現実世界との差異に気づき、「個人の認識および選好」が「個人の行為あるいは選

択状況への参加」に影響する。さらに個人の行動は、「組織の選択」に影響し、影響を受けた組

織の行為は、「環境の変化」に反応する。「環境の変化」は「個人の認識および選好」に再び影響

し、閉じた連鎖が行われていく。

　ここでは個人の気づきがきっかけとなり組織への変化へと発展していくメカニズムを表した。

　今回、このマーチ& オルセンの組織の選択の完全サイクルを援用し、個人の言動がクラスメ

ートに良い面にも悪い面にも影響を与え、見本（ロールモデル）になること、それが契機となり

クラス（組織）への変化の循環が生まれることを学生に説明した。狙いは、授業内での個人の意

識を高めること、意識の相互作用である。

　仮説として次の二つを設定した。一つ目は、ロールモデルを見つけようと努力するなかで、言

葉遣い、行動の良し悪しの観察眼が磨かれ、また他人から見られることの意識が自己成長を促す

のではないかということである。二つ目は、クラス成員全員が意識して行動することが、クラス

全体で高め合う雰囲気が生まれると考えた。

３．調査方法

　マーチ& オルセンの組織の選択の完全サイクルを援用し、授業内で学生が互いに学び合う雰

囲気作りに努めた。その後学生の意識と行動の変容を確認した。

（１）調査日

　2021年11月25日～ 27日

（２）調査対象　

　調査対象は本学キャリア教養学科2年「秘書学演習」受講者37名である。　

　授業は面接方式で実施されているため、質問をGoogle Classroomで配信すること、個人が特定

できないように無記名かつメールアドレスが特定されない方法で回答を収集することを説明した

のちに配信した。

　受講者37名のうちGoogle Classroom登録者24名に配信、うち13名が回答した。回収率は54.2％

である。

（３）調査の手続き

①授業内での組織学習の説明

　来客応対テスト実施前に、「組織学習」をプリントで説明した。個人の行動がグループやクラ

スに影響を与えている意識を持つことを図で伝えた。

　また、春セメスターから行っているピアチェック（他己採点）は、対象者に対しての評価だけ

ではなく、ピアチェックを行う側が行動の良し悪しを見分け、見本となるロールモデルを見つけ

て自分の言動を振り返ることが目的であることを伝えた。
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②来客応対テストの実施

　来客応対のテストは、一人が来客、訪問先上司、秘書の3役をこなし、クラスメートが秘書役

のスマートフォンで撮影し、レポートに自分の事例を確認することになっている。また3役では

一人ずつピアチェック（他己評価）を行っている。

　受講者全員が実施するため、3回の授業でテストを実施し、毎時のテスト開始前に組織学習の

説明を行った。

③学生への質問内容

　ⅰ　来客応対実施時、気をつけたこと

　ⅱ　テスト実施時に自分の行動がクラスのみんなに与える影響を意識したか

　ⅲ　意識した時の、自分の行動の変化

　ⅳ　ロールモデルを見つける意思の有無

　ⅴ　ロールモデルを見つけることで、自分の言動の変化

　ⅵ　個人と組織の相互作用を知っての感想

　ⅶ　個人が成長していこうとするときの、必要な組織の雰囲気

（４）結果と考察

　自由記述の一部を、牛澤（2021）によるテキストマイニング３で分析を行った。

①来客応対実施時、言葉・行動に気をつけたこと

　表１に「来客応対実施時、言葉・行動に気をつけたこと」について得られた代表的な結果を示

した。

　重複記述で、「言葉遣い」が７名と最多、次に「きびきび行動する」など行動に関する記述が5

名、「相手の目を見て話す」が3名であった。アルバイトをしている者が多いとはいえ、来客役・

訪問側上司役による即興会話での敬語はなかなか慣れないとみえ、言葉遣いに留意していた。さ

らに気持ちのよい会話を支えるのは、相手の目を見て話すこととよく理解をしていた。言葉だけ

でなく細かい動作を丁寧に行っていたことが窺えた。

表 1 来客応対テスト時に気を付けたこと（n=13、重複回答） 

区  分 記  述  さ  れ  た  言  葉  
敬語 正しい敬語、丁寧な言葉遣い、言葉遣い 
アイコンタクト 相手の目を見て話す 
笑顔 笑顔 
姿勢 背筋を伸ばす、姿勢 
動作 きびきび行動、素早い行動、お辞儀、歩き方、丁寧な応対、名刺交換、お茶の出し方 
話の内容 商品説明 

 
  

表１　来客応対テスト時に気を付けたこと（n=13、重複回答）
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笹瀬佐代子：来客応対実技における学生の行動変化

②自分の言動がクラスに影響を与えている意識

　「自分の言動がクラスのみんなに影響を与えていることを意識して来客応対を実行したか」の

質問には、13名中11名（84.6％）が意識したと答えていた。

③意識した時の自分の行動の変化　

　次に、自分の言動がクラスの成員に意識した場合、自分の行動にはどのような変化が生じたか

についての質問の結果を表２で示す。

　人に見られている意識から、より丁寧で明るく好印象を与える行動を行うことができるように

なっていた。

④ロールモデルについて

　言葉遣いや行動のロールモデルを見つけようとしていたかどうかでは、全員がロールモデルを

見つけようとしていた。

　ロールモデルを見つけようと努力することで、自分の来客応対の見方が変わったかどうかに対

する質問の結果では、13名中11名（84.6％）が変わったと答えた。

　ロールモデルを見つけることで、来客応対への見方の変化があったかとの質問の回答を表３に

示す。ロールモデルの行動から、自分の行動の改善と来客応対の考え方への変化の2方向が示さ

れていた。

　自分の行動の改善では、自分がよいと思われる人の言動を真似して少しでもよい印象を与えら

れるよう努力をしていた。

　来客応対の考え方への変化では、どのように表現すれば客を迎える「心」が伝わるかを考えて

いたと思われる。

　ここで、語と語の共起関係を図示したテキストマイニングによる共起ネットワークの図２を示

す。共起ネットワークとは、語と語のつながりを可視化した分析手法である。円の大きさは語の

表２．意識した時の自分の行動の変化（n=13、重複回答） 

区分    記  述  さ  れ  た  言  葉 
丁寧な応対 ・きれいなお辞儀や丁寧に見える行動をした 

・所作一つ一つを丁寧に行うように意識した 
・見られても恥ずかしくないような立ち居振る舞いをしなければならないという気持ちに
なった 
・実際にお茶を出す時に音を立てずに出すことができた 

明るい応対 ・笑顔を忘れず、明るい応対ができた 
・明るい印象を与えられる行動ができるようになった 

姿勢 ・指先まで意識した 
話し方 ・声を大きくはきはきと話すように意識した 
影響の与え方 ・自分の行動がみんなに影響を与えるというのは良い意味でも悪い意味でもどちらでもあ

りえると思った。そのため、良い影響を与えることができるように気持ちの変化があった 
 
  

表２　意識した時の自分の行動の変化（n=13、重複回答）
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表 3 ロール・モデルを見つけた来客応対への見方の変化（n=13、重複回答） 

 区   分 記  述  さ  れ  た  言  葉 
 
 
 
自分の行動の改善 

・自分があの人の来客応対いいなと思った人に近づけるように、自分の動作を見直
すことができた 
・問題がないと思っていた自分のお茶の淹れ方も、見本とした人と比べるとたくさ
ん改善点があることに気が付いた 
・立ち振る舞いで目標にしたい人を見つけることで、自分と比較して足りない部分
を知ることができた 
・受付する際の明るい挨拶やお辞儀、商品説明に対する言葉遣いが大変為になった
と実感し、自分もこれからは、誠実に改善していきたいと思った 

 
 
来客応対に対する考え
方の変化 

・言葉一つ変えるだけで、人の印象は変わるんだなと感じた 
・初めはただ応対をするという面でしか考えることができなかった。しかし、見学
をしていてそれでは相手に失礼で配慮に欠けていると感じた。相手を敬っている心
遣いを示すためにも来客応対には、綺麗な姿勢、動作、言葉遣い、笑顔が必要だとい
うふうに捉えることができるようになった 
・商談の際の話の広げ方の考え方が変わった。最初に世間話をしたり、契約成立後
の資料発送などより深いところまで話をするようになった 
・自分も普段から品のあるお辞儀や言葉遣いを意識しようと思った。 

 
  

 
 

 図 2 ロールモデルを見つけることでの変化 

  

図２　ロールモデルを見つけることでの変化

表３　ロール・モデルを見つけた来客応対への見方の変化（n=13、重複回答）
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出現頻度を著し、大きくなるほど語の出現が高い。また、語と語をつなぐ線の太さは、関連性の

強さを示し、太いほどつながりが強い。

　図２からは、笑顔、動作、姿勢といった具体的な行動群のまとまりが強く、具体的行動を意識

していることがわかる。

⑤個人と組織のメンバーが影響を与え合うことを知って感じたこと

　組織の中においては個人の行動組織内メンバーの言動に互いに影響を与え合うことを知って、

どのようなことを感じたかの質問に対する結果を、表４に示した。

　ロールモデルを見つけることは、自分の言動を振り返ること、さらに自分もロールモデルになる

可能性への期待から、言動をより丁寧に理想に近づける責任感を持つようになったことがわかる。

　図３に個人と組織のメンバーが影響を与え合うことを知って感じたことの共起ネットワークを

示した。「自分」を中心に２つの語群が見られる。「人」「見る」「大切」「成長」「意識」の語群と

「クラス」「影響」「受ける」「持つ」「知る」「責任」の語群である。影響を受けることで責任を感

じていることがわかる。

⑥個人の成長に必要な組織の雰囲気

　個人が成長をしようと思うときに、グループやクラス（組織）の雰囲気で、どのようなことが

必要かに対する質問の結果を表５に示した。

　互いに協力し、成長を高め合おうとする雰囲気であることが重要と考えていることがわかる。

表４．個人と組織が影響を与え合うことへの感想（n=13、重複回答） 

  区   分    記  述  さ  れ  た  言  葉 
見られてロールモデルに
なることへの期待と責任 

・自分が誰かのお手本になれるかもしれないという喜びと責任感を感じた 
・自分が感じた他の人の良さのように、みんなにも自分の行動が良いと思ってもら
えたらいいなという気持ちも持ちながら行動することで、より良い行動を心がける
ことができた。 
・自分の応対が見本となるような言葉遣いや行動をしたいと思った 
・どうせ見られていないのだから手を抜こうという考えがなくなった。見たり、見
られていることを意識することでより技術に磨きをかけられたと感じた 
・しっかり自分の責任感を持つことに、より強く認識した。 

自己とメンバーの成長 ・個人で黙々と勉強するだけでなく、他の人の意見、行動を見ていい所を取り入れ
ることでより成長できると感じた 
・自分一人ではなく、周りの人と協力し合ったり刺激をもらったりすることで成長
できるのだと思った。 
・自分が適切な応対をすることで他の人の成長にも繋がり得ると感じた 

自己を客観視 ・以前よりも自分を客観的に捉えることができるようになったと感じた 
 
  

表４　個人と組織が影響を与え合うことへの感想（n=13、重複回答）
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表 5. 個人の成長に必要なグループやクラス（組織）の雰囲気（n=13、重複回答） 
  区   分     記  述  さ  れ  た  言  葉 
向上心を持って話ができ
る雰囲気 
 
 

・互いの良いところや改善点をアドバイスし合える、そして一緒に高めあえること 
・積極的に何事にも協力し、共に成長を高め合うなどモチベーションを向上させる
こと 
・目標はそれぞれ違っても、みんなで目標を達成しようとする雰囲気 
・成長していこうと思っている人を見て、自分も頑張ろうと思える雰囲気 

協力体制 ・協力し合い、みんなが真剣にやろうとする雰囲気 
・他の人のいいところを見つけていい影響を与えられるような行動を心がけるこ
と 

 

表５　個人の成長に必要なグループやクラス（組織）の雰囲気（n=13、重複回答）

 

 

図３ 個人と組織の相互作用の感想 

  

図３　個人と組織の相互作用の感想
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５．まとめ

　組織学習の理論を援用して、個人のスキルと同時にクラス全体のスキル向上を促す組織に必要

な事柄を調査した。

　「仮説１．ロールモデルを見つけようと努力するなかで、言葉遣い、行動の良し悪しの観察眼

が磨かれ、また他人から見られることの意識が自己成長を促す」ことは、行動の良し悪しの観察

眼が磨かれるかどうか不明であるが、他人から見られることの意識は、直接自己成長につながる

とは認められない。しかし、丁寧な行動が自己成長への端緒とすれば、自己成長につながると考

えられる。

　次に「仮説2．クラス成員全員が意識して行動することが、クラス全体で高め合う雰囲気が生

まれる」とは直接的に言えない。協力と成長への意識の両面があることが、個人と組織の相互成

長する組織学習が可能と考えられる。

（４）結びにかえて

　COVID-19の流行によって経済活動が変化する中で、来客応対の頻度も変わるが、全くなくな

るわけではない。「秘書学演習」の来客応対ロールプレイテスト実施時に、「学習する組織」の視

点を取り入れた。

　他人と見る・見られるの関係から丁寧な言動への意識が見られ、ロールモデルを見つけること

で目標ができ、自己の成長を促す傾向がうかがえる。

　また、個人と組織の成長の相互作用は、組織成員の意識を高めるだけではなく、協力体制にあ

る組織が可能であることが示唆された。従って授業内ではクラスの協力体制の雰囲気作りに努

め、個人と組織の相互作用を意識することでクラス全体のスキル向上を心掛けたい。

　今回はサンプル数が少ないため、すべてにおいて当てはまる傾向とは言い難い。今後も検証を

続ける予定である。

注：今回調査はGoogleフォームを用いて無記名で行った。調査を行うにあたり、参加者に対して

調査の目的と内容、個人が特定されることがないこと、参加は自由意志に基づくもので拒否によ

る不利益はないこと、調査結果は論文等で個人が特定されることなく公表することを口頭および

フォーム記載の説明文で説明し、調査協力の同意を得た。

引用文献

１．安藤史江『組織学習』新世社、2019年、pp24

２．J.G.マーチ・J.B.オルセン、遠田雄志・アリソン・ユング訳『組織におけるあいまいさと決定』

有斐閣、1986年、pp7

３．牛澤賢二『やってみよう　テキストマイニング増訂版』朝倉書店、2021年
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1.　問題の所在と目的

　司書課程に関連する大学の就職支援は、自主ゼミ1、就職セミナーの一環2、就職懇談会3など、

様々な形で行われている。筆者は常磐大学と常磐短期大学で司書課程科目等を担当しており、授

業とは別に、司書資格を活用した就職相談・勉強会を開催している。学生は自由参加で、開催は

授業開講期間の毎月、すべてオンラインで行っている。Google Classroomで告知や求人情報等の

共有を行い、Google Meetによる同時双方向型で、就職指導、個別相談対応、図書館司書採用試

験の対策や解説を行っている。登録学生数は49名（2021年11月現在）である。

　司書資格を利用した就職において、正職員としての図書館員が狭き門であるという課題があ

る。それでは、司書の仕事は減っているのだろうか。図1は、1990年以降の公共図書館数と専任

職員の経年変化を示したものである。専任職員数は、2020年までの間に3,754人減少しているが、

公共図書館数は1,388館増加している。図書館数が増えているということは、司書の仕事も増え

ていると考えられる。専任職員数減少の背景には、業務委託の拡大がある4。

図1　公共図書館数と専任職員の経年変化

出所 日本図書館協会.「公共図書館経年変化」5をもとに筆者作成

図書館司書資格を活用したキャリア形成枠組みの検討

高池　宣彦
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常磐短期大学研究紀要　50号（2021年度）

　表1は、公共図書館、大学図書館、学校図書館、国会図書館の職員数の内訳を示したものであ

る6。この表からわかるとおり、公共図書館では、非常勤職員、臨時職員、委託・派遣の合計は

31,492人で専任職員の3倍以上、大学図書館非常勤職員、臨時職員、委託・派遣の合計は8,265人

で約2倍である。学校図書館でも、非常勤職員は常勤職員の3倍以上を占める。国会図書館は常勤

職員が多いが、採用は原則として欠員補充による若干名で、競争率が高く狭き門である7。

表１　図書館の職員数8

　図書館への就職の課題として、正職員としての図書館員が狭き門であるという点以外に、丹

（2019）は （1）正規図書館職員となるための情報がわかりにくいこと、（2）就職方法が複雑であ

ること、（3）学生自身の図書館に対する問題の意識、（4）学習方法の情報の少なさ、を挙げてい

る9。「司書課程のみを設けている大学では、学生が図書館への就職を希望しても、情報そのもの

が少なくどのようにしたらよいのかわからない、戸惑ってしまう」10という指摘もある。例えば

水戸市立図書館の場合、中央図書館の図書館員は、直接雇用の正職員と会計年度任用職員であ

る。一方、他の分館の図書館員は間接雇用である指定管理者の会社の職員（正規雇用・非正規雇

用）であるというように相違があり、採用方法も別々に行われている11。

そこで本稿では、「正規図書館職員となるための情報がわかりにくいこと」に着目し、司書養成

教育と就職支援に資するため、司書資格を活用した就職先を俯瞰するための枠組みを検討する。

2.　図書館司書資格を活用したキャリア形成枠組み

　図書館への就職の課題の1つである「就職方法が複雑であること」を解決するためには、学生

と教員が司書資格を活用できる就職先を俯瞰できるようにすることが求められる。そこで、司書

の就職活動に関する文献や実際の求人情報をもとに、司書資格を活用できる就職先を整理した。

（図2）。

職員数

公共図書館 大学図書館 学校図書館 国会図書館

専任職員 9,627 4,212 常勤職員 5,878 常勤職員 867
兼任職員 1,097 1,619 非常勤職員 18,514 再任用短時間勤務職員 13

非常勤職
員、臨時職
員、委託・
派遣の合計

31,492 8,265
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図2　図書館司書資格を活用したキャリア形成枠組み 

出所　筆者作成

2.1.　資格必要・雇用長エリア

　図2の左上の「資格必要・雇用長」エリアには、司書資格が応募資格として必要でありかつ、

かつ雇用期間が長い就職先を含めた。以下に、それぞれの就職先の特徴を述べる。

2.1.1.　地方公務員 司書採用（図2資格必要・雇用長エリア①）

　都道府県立、市区立、町立、村立の各図書館員（正規職員）は、身分上は地方公務員となる

ため、勤務を希望する場合は、それぞれの地方公共団体が実施する採用試験を受験する必要があ

る12。図書館員の採用は、下記の2通りがある13。

　（1）司書資格を有する者や取得見込みの者に限定して、採用試験を行う

　（2）事務や行政の試験区分で採用した者を図書館に配属する

　「資格必要・雇用長」エリアの「地方公務員　司書採用」は上記（1）に含まれる。例えば令和

3年度東京都職員採用試験では、II類試験区分司書で必要な資格・免許等として、司書の資格が

挙げられている14。しかし、上記（1）の場合、事務や行政の試験区分よりも募集人数が少ない。

資格必要・雇用長 資格有用・雇用長

長

① 地方公務員 司書採用

② 図書館業務関連会社 正社員

③ 専門図書館 正職員

④ 公立大学図書館 正職員

⑤ 私立大学図書館 正職員

⑥ 学校司書 正職員

① 地方公務員 一般採用

② 図書館業務関連会社 正社員

③ 国立国会図書館 総合職・一般職

④ 国立大学法人等 図書系職員

⑤ 私立大学 正職員

⑥ 学校事務 正職員

⑦ 公文書館 専門職員

⑧ 図書館業務関連以外の会社 正社員

資格必要・雇用短 資格有用・雇用短

短

① 会計年度任用職員

② 司書科目 教員

③ 学校司書 非常勤

① 各図書館 非常勤職員

② 図書館業務委託会社 契約社員・アルバイト

司書資格の必要性

司書資格は応募資格としては不要だが
学んだ内容が役立つ（有用）

司書資格が応募資格として必要

雇
用
期
間
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2020年度は、秋田市（秋田県）、宇都宮市（栃木県）、富山市（富山県）等15で、2021年度は、日

野市（東京都）16、市原市（千葉県）17等で司書採用の試験が行われた。なお、大庭（2019）は、

公務員試験で図書館職員の採用試験に求められる学びについて、人文・社会・自然科学の学問領

域を幅広く学ぶことを勧めている18。

2.1.2　図書館業務関連会社 正社員（図2資格必要・雇用長エリア②）

　まれにではあるが、出版社等の図書館業務に関連する会社の正社員の求人で、司書資格が応募

資格として必要である求人が出ることがあるので、「資格必要・雇用長」エリアに含めた19。

学生への指導について、木内ほか（2011）は、（1）公務員試験を受け、図書館への異動発令を待

つ。（2）臨時職で就職し、正規職へのチャンスをうかがう。（3）一般企業に就職し、求人があっ

たらチャレンジする、の3つの選択肢を提示しているが、就職先の一般企業を選ぶ際に図書館業

務関連会社の正社員を候補に入れることで、司書資格を活用することができる20。

2.1.3　専門図書館 正職員（図2資格必要・雇用長エリア③）

　専門図書館とは、「事業の執行機関としての組織の業務実施の支援機能として設けられ、組織

の構成員に対するサービスを任務とし、組織の経費負担によって維持される図書館」21で、設置

者は地方自治体、民間の企業体、研究機関、病院、法人や財団など多様である22。そのため、民

間の企業体の場合はその親団体（企業）に採用されることが第一になるが、まれに司書としての

正職員の採用が出て、司書資格が応募資格として必要である場合があるので、「雇用長・資格必

要」ゾーンに含めた23。

2.1.4　公立大学 正職員 司書採用（図2資格必要・雇用長エリア④）

　公立大学では、公立大学法人の事務職や技術職等の採用とは別途、必要が生じた際に司書採用

試験を実施することがある24。

2.1.5　私立大学 正職員 司書採用（図2資格必要・雇用長エリア⑤）

　私立大学は、図書館職員を一般の大学職員とは別に専門職員として採用するケースはまれであ

るが、司書資格を有する者が応募資格の求人が出ることがある25。

2.1.6　学校司書 正職員（図2資格必要・雇用長エリア⑥）

　正規雇用の学校司書を募集している自治体の場合、司書の資格を有する者（取得見込みを含

む）に限定して、司書の採用試験を行う。採用されると、県立図書館と県立高校の学校図書館を

数年ごとに異動する人事を行っている自治体が存在する。私立学校の場合の採用は、公募か縁故

採用かは、学校ごとに異なる26。自治体によっては、常勤の学校司書を採用していない場合もあ
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る。退職者数に合わせて採用数が決まるため、採用があるかどうかは試験年度によって異なる可

能性もある27。

2.2.　資格有用・雇用長エリア

　図2の右上の資格有用・雇用長エリアには、司書資格が応募資格ではないが、司書資格が役に

立つ（有用）場合がある就職先を含めた。以下にそれぞれの就職先の特徴を述べる。

2.2.1　地方公務員　一般採用（図2資格有用・雇用長エリア①）

　地方公務員一般採用では、司書資格は不要であるが、司書資格があると、図書館に配属されや

すくなったり、図書館の配属期間が長くなる可能性もあるため、採用後に司書資格が役に立つこ

とがある。

2.2.2　図書館業務関連会社　正社員（図2資格有用・雇用長エリア②）

　司書課程の元教員は、図書館に関係する就職先として、（1）図書館業務全般の支援、（2）図書

館システム、（3）図書館用品・家具・建築・機械、（4）資料の修復保存等、（5）取次、（6）書店等、（7）

印刷、（8）製紙、（9）データベース、レファレンス資料、（10）司書資格の教科書出版社等、（11）

学会運営代理、（12）その他（点字出版、大学教員等）を挙げている28。実際の就職体験談では「民

間企業では第一志望を書店、第二志望を取次会社（書店・図書館と出版社の仲介）、第三志望を

出版社とし、他に印刷会社や図書館関係のシステムや人材関係の企業も調べ、受験」した例があ

る29。

　これらの殆どで司書資格が応募資格である求人は少なく、さらに採用後も図書館業務に携われ

るかは流動的ではあるが、図書館に関する業務であれば、図書館についてどの程度学んだのかを

司書資格で証明できるし、実際の業務でも役に立つ場合がある。

　例えば、丸善CHIホールディングスの図書館サポート事業は、公共図書館、大学図書館を中心

とした図書館運営業務の受託、指定管理者制度による図書館運営を行っている30。書店と比べ営

業利益率が高く、グループ全体でみると図書館事業が大きな収益源となっていることが紹介さ

れている31。公共施設等の建設や維持管理等について、民間企業が委託を受けて運営する手法を

PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ：公民連携）事業運営と言い32、内閣府は

PPP/PFIの事業規模目標として、2013 ～ 22年で10兆円を掲げており33、今後も市場成長が期待

されている34。丸善CHIホールディングスの有価証券報告書の「経営環境及び優先的に対処すべ

き課題」には、「図書館サポート事業では、（中略）図書館業務に精通した専門性を引き続き強化

していくため、優秀な人材の確保・育成、エリアごとの拠点強化を進めるとともに、グループ外

との提携・連携を積極的に推進します」35と記載されている。

　なお、公共図書館の管理運営の外部化や指定管理者制度の是非については議論が進行中だが、
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本稿の目的ではないため割愛する36。

2.2.3　国立国会国会図書館（図2資格有用・雇用長エリア③）

　国立国会図書館では、人事院の行う国家公務員採用試験とは別に独自の採用試験を実施してい

る。2021年度の職員採用試験では、総合職試験、一般職試験（大卒程度試験）、施設設備専門職

員採用試験（大卒程度試験）及び障害者（係員級）採用試験（大卒程度試験）が実施された37。

受験にさいして「司書」資格の有無は問われないが、専門試験科目に図書館情報学を選択でき

るため、司書資格で学んだ内容が役に立つため、このゾーンに含めた38。2021年度の職員採用試

験の競争率は総合職試験121倍（申込者363人、最終合格者3人）、一般職試験63倍（申込者507人、

最終合格者8人）と狭き門である。

2.2.4 国立大学法人等　図書系職員（図2資格有用・雇用長エリア④）

　国立大学法人等職員の採用試験には事務系（図書）という区分があり、北海道、東北、関東甲

信越、東海・北陸、近畿、中国・四国、九州の7つの地区で実施されている39。受験の条件に司

書の資格は不要だが40、専門試験では、図書館学概論、資料組織論、図書館制度・経営論、情報

サービス論等が範囲で、司書資格を取得する過程で学んだ知識は試験にも役立つことが採用ウェ

ブサイトにも記載されている41。2020年度の採用試験の競争率は、3.4倍であった42。

2.2.5 私立大学 正職員（図2資格有用・雇用長エリア⑤）

　私立大学は、図書館職員を一般の大学職員とは別に専門職員として採用するケースは稀であ

る。各大学あるいは大学を含む学校法人職員の採用試験を受け、採用後に図書館へ配属されるこ

とがある。ただし、司書資格を有していると図書館への異動のチャンスが他の職員よりは高くな

ることも考えられる43。

2.2.6 学校事務（図2資格有用・雇用長エリア⑥）

　職務内容を「学校事務（学校図書館事務含む）」として、学校事務の試験区分で職員を募集し

ているケースでは、司書の資格がなくても受験ができる44。このようなケースでは、司書の資格

がなくても受験はできるが、実際に、学校図書館事務を担当する際には、司書の資格、つまり司

書科目で学んだ内容が有用となる。

2.2.7 文書館　専門職員（図2資格有用・雇用長エリア⑦）

　文書館の募集では、図書館情報学等を専攻したこと応募資格となることがある45。図書館情報

学教育は、一般に司書課程と称される資格付与の課程や、司書講習ならびに司書教諭講習といっ

た資格修得の教育機会も含めて呼ばれている46。また、文書館、図書館、博物館、は元来、文化
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的、歴史的な情報資源の収集・保存・提供を行う同一の組織であったものが、資料の特性や扱

い方の違いに応じて機能分化した一方で、施設の融合や組織間協力を続けてきた背景47があるの

で、司書資格科目で学んだ内容が役立つ可能性がある。

2.2.8 図書館業務関連以外の会社 正社員（図2資格有用・雇用長エリア⑧）

　図書館業務関連以外の会社で司書資格が採用に直接影響することは少ない。

　司書資格の学びは、一般企業の事務など、図書館以外の分野においても役立ち、図書館の利用

や情報検索、子育てなどにも役立つなど、仕事や生活の多様な面で活かされている、という報告

もある48。

　司書課程科目の「生涯学習概論」では生涯学習や社会教育の内容・方法・形態等について、「情

報サービス論」では、情報サービスの意義や情報検索サービス等のサービス方法、「情報サービ

ス演習」では、利用者の質問に対するレファレンスサービスと情報検索サービス等について学ぶ

ので、その内容が役立つ可能性がある49。

2.3.　「資格必要・雇用短」「資格有用・雇用短」エリア

　図2の左下の「資格必要・雇用短」エリアと右下の「資格有用・雇用短」エリアには、いわゆ

る非正規雇用の求人が含まれる。非正規雇用に含まれる労働者は、パートタイマー、アルバイ

ト、契約社員、派遣社員、請負労働者、など実にさまざまなタイプがある。

　求人サイトの求人情報によると、司書資格の必須かどうかは求人により、「司書又は司書補資

格を有する方」とある場合や50、「司書資格があれば尚良し」や司書資格があることで時給や月

給が増えることが記載されている場合がある。

　公立図書館の非常勤・臨時職員の雇用期間は単年度契約が通例であり、複数年にわたる雇用

の場合も3年あるいは5年で雇い止めになることが多い51。また、2017年に地方公務員法が改正さ

れ、2020年4月から会計年度任用職員制度が導入されている52。この制度により、今までの非常

勤職員・臨時職員の大半が会計年度任用職員に移行した53。雇用の継続、安定という面では課題

も多いが、待遇改善も期待されている54。さらに、2021年4月より「短時間労働者及び有期雇用

労働者の雇用管理の改善等に関する法律」が施行され、「同一労働同一賃金」のルールが大企業

に適用され、図書館の委託、指定管理を受ける企業における非正規雇用職員の待遇改善が期待さ

れている55。

　学校司書は学校図書館法第6条の改正により、募集の件数は増加したが、その多くは非正規雇

用の募集である56。

　非正規職員の待遇は良くないことは明白で、経済的に厳しい生活になる57。そこで、「雇用長・

資格有用」エリアの「図書館業務関連以外の会社の正社員」を重点的に狙うことも望まれる。ま

た、「図書館業務関連以外の会社」で司書資格が採用に直接影響することは少ないと考えられる
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が、司書科目の「情報サービス論」や「情報サービス演習」等で学んだ内容が役立つ可能性があ

る。

3.　司書資格を活用した長期的なキャリア形成

　図3は、厚生労働省『キャリア・コンサルティング技法等に関する調査研究報告書』58の「長

期的なキャリア形成のスパイラルイメージ」の図である。キャリア選択のための６ステップ（①

自己理解、②職業理解・職務理解、③啓発的経験、④キャリア選択にかかる意思決定、⑤方策の

実行、⑥新たな職務への適応）が職業生涯の節目、節目で実施され 、個人のキャリア形成がレ

ベルアップや範囲の広がりを伴いながらスパイラルアップしながら進んでいくことをイメージさ

れている。図3では、キャリア形成の一連のプロセスを一つの輪として描き、労働者が、そのよ

うなプロセスを人生の中で何回か繰り返しながら、職業的な発達を遂げていく様を表現されてい

る。年齢（横軸）とともに輪が大きくなっているのは、キャリア形成の進展の中で、労働者のキ

ャリアが広がっていく（知識・経験の広がりの意味）様子を表している。

図3　長期的なキャリア形成のスパイラルイメージ

出典：厚生労働省「キャリア・コンサルティング技法等に関する調査研究報告書の概要」59

　

　この「長期的なキャリア形成のスパイラルイメージ」の図をもとに作成した、「司書資格を活

用した長期的なキャリア形成のスパイラルイメージ」を図4に示す。
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図4　司書資格を活用した長期的なキャリア形成のスパイラルイメージ

出所　筆者作成

　新卒時に正社員や正職員の座が獲得できない場合は、「雇用短・資格有用」エリア、「雇用短・

資格必要」エリアからスタートして、条件のいい求人を狙っていくルートが考えられる。根本

（2021）は、館種によって児童サービスや地域情報、健康医療情報、ビジネス情報、研究データ

やアーカイブ、外国語の資料、教材や学習コンテンツ、子ども読書といった専門分野を持つこと

を勧めており60、その専門分野はキャリアを広げていく可能性がある。また、図書館員からの転

職は、従来の、大学の司書課程教員や、他の自治体・大学への司書としての引き抜き以外にも、

近年は有力シンクタンクのデータライブラリアンや、大学の研究支援の専門職（URA）が報告

されている61。

　終身雇用は過去のものになりつつある現在では、司書資格を活用した長期的なキャリア形成の

スパイラルイメージが重要になってくる。

4.　おわりに

　司書として働きたいと語る学生に難しいと諭すことは簡単である。しかし、難しいと諭すだけ

では、学生の支援にはならない。大学教員には、知識の提供者としての役割以外にもモチベータ

ーとしての役割もある62。また、学生が教員との関わりがあることが内々定獲得に影響を与え、

教員はハブとして学外者と通じることで、学生の新しい異質なソーシャル・ネットワーク形成に
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寄与できるという報告63もある。さらに、今後は司書資格取得者数が減り、団塊の世代の退職の

影響から、数年は比較的、採用はありつつ競争相手の少ない、図書館に就職しやすい時期になる

かもしれないという予想もある64。実際に司書就職活動を体験した学生（2017年時点）からは、

想像以上に募集があると感じた、という感想もある65。

　非正規化が進む職場では、司書として働きたいという選択肢のみでは、活躍の場が限られて

いる。したがって、学生の司書資格を活用した就職支援では（1）学生の視野（応募業種・応募

地域）を広げる、（2）司書資格以外の資格取得や専門分野を学ぶことを勧める、の2点が重要で

ある。そのためには、本稿で示した「図書館司書資格を活用したキャリア形成枠組み」（図2）や 

「司書資格を活用した長期的なキャリア形成のスパイラルイメージ」（図4）が活用できる。
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（
６
）　 

後
に
小
波
自
身
、「
こ
が
ね
丸
」
発
表
当
時
を
振
り
返
っ
て
、「
八
犬

伝
と
狐
の
裁
判
と
を
、
な
ひ
ま
ぜ
に
し
た
位
の
陳
腐
な
も
の
だ
が
、
こ

れ
で
も
当
時
は
珍
し
か
つ
た
の
で
、
こ
こ
に
始
め
て
私
の
立
場
に
、
小

さ
い
な
が
ら
も
礎
石
を
す
え
得
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
お

と
ぎ
四
十
年
」〈
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
『
朝
日
新
聞
』〉）。

（
７
）　 『
宝
の
蔵
』
は
後
に
合
冊
や
分
冊
な
ど
を
経
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

初
出
の
も
の
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
８
）　 

渡
辺
賢
治
「
明
治
期
の
『
児
童
文
学
』
と
仏
教
思
想
―
露
伴
文
学
を

視
座
と
し
て
―
」（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
十
一
月
『
解
釈
学
』
第

九
十
三
輯
）、
四
九
―
五
五
頁
。

（
９
）　 

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
二
月 

平
凡
社
、一
二
〇
―
一
二
一
頁
。

（
10
）　 

初
出
と
所
収
の
間
に
お
い
て
収
載
形
式
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
所

収
さ
れ
た
単
行
本
の
形
式
は
以
下
の
よ
う
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
・『
さ
ゝ
舟
』（
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
十
二
月 

青
木
嵩
山

堂
）〈「
さ
ゝ
舟
」「
う
す
ら
ひ
」「
つ
ゆ
く
さ
」「
荷
葉
盃
」
を
収
載
、

た
だ
し
「
蹄
鐵
」
は
除
か
れ
て
い
る
〉

　
　
　
・『
き
く
の
濱
松
』（
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
二
月 

青
木
嵩

山
堂
）〈「
き
く
の
濱
松
」
の
「
其
三
十
七
」
ま
で
を
収
載
〉

　
　
　
・『
ひ
と
り
寝
』（
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
五
月 

青
木
嵩
山
堂
）

〈「
き
く
の
濱
松
」
の

　 

「
其
三
十
八
」
以
下
の
内
容
と
「
さ
ん
な

き
ぐ
る
ま
」、「
あ
が
り
が
ま
」
の
「
其
十
一
」
ま
で
を
収
載
〉

　
　
　
・『
雲
の
袖
』（
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
八
月 

青
木
嵩
山
堂
）

〈「
あ
が
り
が
ま
」
の
「
其
十
二
」
以
下
の
内
容
を
収
載
〉

　
　
　
後
に
「
風
流
微
塵
蔵
」
後
編
と
し
て
『
も
つ
れ
糸
』（
一
九
〇
二
（
明

治
三
十
五
）
年
二
月 

青
木
嵩
山
堂
）
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
田
村
松

魚
と
の
合
著
だ
が
実
際
は
松
魚
の
執
筆
で
あ
る
。

（
11
）　 

一
九
四
三
（
昭
和
十
七
）
年
二
月 

岩
波
書
店
、
二
〇
三
頁
。

（
12
）　 

明
治
三
十
年
代
に
お
け
る
露
伴
の
執
筆
状
況
は
、
小
説
も
含
め
当
代

文
学
で
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
作
品
を
発
表
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
作
品

の
低
調
さ
は
露
伴
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
明
治
三
十
年
代
初
頭
の

文
壇
全
体
に
わ
た
っ
て
お
り
、
自
然
主
義
前
夜
の
沈
滞
期
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
八
九
九（
明
治
三
十
二
）年
一
月
に『
文

学
界
』
が
第
五
十
八
号
を
も
っ
て
廃
刊
に
な
っ
た
こ
と
を
始
め
、
同
年

十
月
に
は
『
早
稲
田
文
学
』
の
廃
刊
、
ま
た
翌
年
に
は
『
国
民
之
友
』

が
廃
刊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
左
さ
れ
る
。
い
わ
ば
一
つ
の
時
代
の

終
焉
の
象
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
背
景
に
は
日
清
戦
争
後
の
帝
国
主
義

の
国
策
推
進
が
挙
げ
ら
れ
、
社
会
的
矛
盾
の
増
大
に
伴
う
思
想
的
対
立

の
深
刻
さ
が
文
壇
に
も
波
及
し
て
お
り
、
現
実
社
会
へ
の
視
野
の
拡
大

は
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

（
13
）　 

年
譜
作
成
に
当
た
っ
て
は
『
露
伴
全
集
』
別
巻
下
（
一
九
八
〇
（
昭

和
五
十
五
）
年
三
月 

岩
波
書
店
）
の
「
幸
田
露
伴
著
作
年
表
」（
巻
末
）、

並
び
に
前
掲
関
谷
博
『
幸
田
露
伴
の
非
戦
思
想
』
の
「
露
伴
〈
少
年
文

学
〉
年
次
別
一
覧
表
」（
四
四
―
四
五
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
14
）　 『
幸
田
文
全
集
』
第
二
十
三
巻
（
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
二
月 

岩

波
書
店
）
の
「
年
譜
」（
巻
末
）
参
照
。

（
15
）　 「
六
十
日
記
第
一
」（『
露
伴
全
集
』第
三
十
八
巻
収
載
、一
九
七
九（
昭

和
五
十
四
）
年
十
一
月
岩
波
書
店
）、
五
七
―
五
八
頁
。

（
16
）　 

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
九
月 

岩
波
書
店
、
七
二
頁
。

（
17
）　 

注
（
16
）
に
同
じ
、
一
三
八
頁
。

（
18
）　 
柳
田
泉
は
こ
う
し
た
露
伴
の
文
体
を
「
連
環
体
」
と
呼
び
、
縁
起
や

因
縁
を
根
幹
に
据
え
て
集
大
成
さ
れ
た
の
が
「
連
環
記
」
で
あ
っ
た
。

※
露
伴
作
品
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
『
露
伴
全
集
』（
岩
波
書
店
）

に
拠
り
、
ル
ビ
は
パ
ラ
ル
ビ
を
付
す
に
留
め
た
。

渡辺賢治：幸田露伴と「児童文学」に関する一考察

と
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
当
時
の
文
壇
で
有
名
に
な
っ
た
芥
川
龍
之
介
や
有

島
武
郎
、
宇
野
浩
二
と
い
っ
た
作
家
た
ち
も
童
話
を
発
表
し
、
童
話
作
家
の

小
川
未
明
や
坪
田
譲
治
、
さ
ら
に
は
童
謡
詩
人
の
北
原
白
秋
、
西
条
八
十
、

野
口
雨
情
と
い
っ
た
面
々
も
多
く
の
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
い
て
「
児
童
文
学
」
と
い
っ
た
言

葉
は
未
だ
存
在
せ
ず
、「
お
伽
噺
」
と
い
っ
た
形
で
児
童
向
け
の
作
品
が
巌

谷
小
波
の
『
こ
が
ね
丸
』
を
契
機
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
露
伴
も
『
宝
の
蔵
』

か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
主
人
公
の
大
半
を
動
物
と
し
て
登
場
さ
せ
る
な

ど
、
小
波
へ
の
意
識
が
う
か
が
え
る
。『
宝
の
蔵
』
と
同
時
期
に
発
表
し
た

「
風
流
微
塵
蔵
」
に
お
け
る
物
語
の
形
式
や
内
実
に
関
し
て
も
、
互
い
に
連

動
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
両
者
は
少
年
文
学
と
一
般
向
け

の
小
説
で
あ
り
、
そ
こ
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ

で
も
若
者
へ
の
「
思
考
」
や
「
問
い
」
を
軸
と
し
た
啓
発
誘
導
（『
宝
の
蔵
』）

や
、若
者
自
ら
人
生
の
紆
余
曲
折
や
煩
悶
葛
藤
を
経
な
が
ら
進
み
、考
え
（
思

考
）、
生
き
方
を
問
う
て
い
く
壮
大
な
物
語
（「
風
流
微
塵
蔵
」）
の
描
写
か

ら
は
、
露
伴
の
少
年
文
学
を
通
し
て
の
若
者
へ
の
関
心
や
意
識
が
共
通
項
と

し
て
「
蔵
」
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
併
せ
て
、
露
伴
文
学
の
特
徴
で

も
あ
る
仏
典
に
依
拠
し
た
語
句
も
認
め
ら
れ
る
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
、
当
代
社
会
の
変
化
と
と
も
に
次
第
に
少
年
文
学
作

品
は
実
業
奨
励
的
な
内
容
と
な
り
、
発
表
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
こ

に
は
露
伴
の
身
辺
事
情
も
相
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
後
年
、
露
伴
は
「
連
環
記
」（
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
）
を
発
表
す

る
が
、
こ
の
作
品
で
は
、
登
場
人
物
た
ち
（
児
童
で
は
な
く
大
人
だ
が
）
が

各
話
そ
れ
ぞ
れ
数
珠
繋
ぎ
の
よ
う
に
連
環
し
て
お
り）

（1
（

、｢

縁
起
」
や
「
運
命
」

に
生
き
る
人
間
の
姿
が
創
出
さ
れ
て
い
く
。「
風
流
微
塵
蔵
」
で
構
築
さ
れ

た
枠
組
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
期
露
伴
文
学
に
ま
で

接
続
す
る
要
素
が
明
治
二
十
年
代
半
ば
に
は
胚
胎
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。

　
そ
の
他
、
明
治
四
十
年
代
に
展
開
し
た
口
演
童
話
に
関
し
て
も
、
露
伴
自

身
、
直
接
的
発
言
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
露
伴
の
お
伽
噺
に
対
す
る
言

及
（
前
掲
「
お
伽
噺
に
関
す
る
余
の
意
見
」）
や
娘
・
文
の
回
想
（
前
掲
『
み

そ
っ
か
す
』）
か
ら
、「
児
童
文
学
」
へ
の
意
識
も
認
め
ら
れ
る
。

　
露
伴
研
究
に
お
い
て
、
未
だ
児
童
文
学
と
の
関
連
か
ら
本
格
的
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
本
稿
の
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
露
伴
文
学
に
お
け
る
「
児
童
文
学
」
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
ら
か
に
す

べ
く
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
注

（
１
）　 

巌
谷
小
波
「
少
年
文
学
の
将
来
」（
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
）

参
照
。

（
２
）　 

明
治
期
以
前
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
は

そ
れ
ほ
ど
大
人
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
楽
し
み
や

共
同
体
の
知
恵
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
伝
承
文
芸
か
ら
発
展
し
て
き
た
昔

話
や
、
わ
ら
べ
う
た
等
が
中
心
で
あ
っ
た
（「
日
本
の
子
ど
も
の
文
学
」

Ｈ
Ｐ
参
照
）。https://w

w
w

.kodom
o.go.jp/jcl/section1/index.

htm
l

（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
十
月
二
十
三
日
閲
覧
）

（
３
）　 

鳥
越
信
編
著
『
は
じ
め
て
学
ぶ 

日
本
児
童
文
学
史
』（
二
〇
〇
二
（
平

成
十
四
）
年
四
月 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
三
四
―
三
五
頁
。

（
４
）　 

川
端
有
子
『
児
童
文
学
の
教
科
書
』（
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）

年
二
月 

玉
川
大
学
出
版
部
）、
四
〇
―
四
一
頁
。

（
５
）　 

前
掲
川
端
有
子
『
児
童
文
学
の
教
科
書
』、
四
一
―
四
二
頁
。
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（
６
）　 

後
に
小
波
自
身
、「
こ
が
ね
丸
」
発
表
当
時
を
振
り
返
っ
て
、「
八
犬

伝
と
狐
の
裁
判
と
を
、
な
ひ
ま
ぜ
に
し
た
位
の
陳
腐
な
も
の
だ
が
、
こ

れ
で
も
当
時
は
珍
し
か
つ
た
の
で
、
こ
こ
に
始
め
て
私
の
立
場
に
、
小

さ
い
な
が
ら
も
礎
石
を
す
え
得
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（「
お

と
ぎ
四
十
年
」〈
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
『
朝
日
新
聞
』〉）。

（
７
）　 『
宝
の
蔵
』
は
後
に
合
冊
や
分
冊
な
ど
を
経
て
い
る
が
、
本
稿
で
は

初
出
の
も
の
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

（
８
）　 

渡
辺
賢
治
「
明
治
期
の
『
児
童
文
学
』
と
仏
教
思
想
―
露
伴
文
学
を

視
座
と
し
て
―
」（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
十
一
月
『
解
釈
学
』
第

九
十
三
輯
）、
四
九
―
五
五
頁
。

（
９
）　 

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
二
月 

平
凡
社
、一
二
〇
―
一
二
一
頁
。

（
10
）　 

初
出
と
所
収
の
間
に
お
い
て
収
載
形
式
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
所

収
さ
れ
た
単
行
本
の
形
式
は
以
下
の
よ
う
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
・『
さ
ゝ
舟
』（
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
十
二
月 

青
木
嵩
山

堂
）〈「
さ
ゝ
舟
」「
う
す
ら
ひ
」「
つ
ゆ
く
さ
」「
荷
葉
盃
」
を
収
載
、

た
だ
し
「
蹄
鐵
」
は
除
か
れ
て
い
る
〉

　
　
　
・『
き
く
の
濱
松
』（
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
二
月 

青
木
嵩

山
堂
）〈「
き
く
の
濱
松
」
の
「
其
三
十
七
」
ま
で
を
収
載
〉

　
　
　
・『
ひ
と
り
寝
』（
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
五
月 

青
木
嵩
山
堂
）

〈「
き
く
の
濱
松
」
の

　 

「
其
三
十
八
」
以
下
の
内
容
と
「
さ
ん
な

き
ぐ
る
ま
」、「
あ
が
り
が
ま
」
の
「
其
十
一
」
ま
で
を
収
載
〉

　
　
　
・『
雲
の
袖
』（
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
八
月 

青
木
嵩
山
堂
）

〈「
あ
が
り
が
ま
」
の
「
其
十
二
」
以
下
の
内
容
を
収
載
〉

　
　
　
後
に
「
風
流
微
塵
蔵
」
後
編
と
し
て
『
も
つ
れ
糸
』（
一
九
〇
二
（
明

治
三
十
五
）
年
二
月 

青
木
嵩
山
堂
）
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
田
村
松

魚
と
の
合
著
だ
が
実
際
は
松
魚
の
執
筆
で
あ
る
。

（
11
）　 

一
九
四
三
（
昭
和
十
七
）
年
二
月 

岩
波
書
店
、
二
〇
三
頁
。

（
12
）　 

明
治
三
十
年
代
に
お
け
る
露
伴
の
執
筆
状
況
は
、
小
説
も
含
め
当
代

文
学
で
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
作
品
を
発
表
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
作
品

の
低
調
さ
は
露
伴
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
明
治
三
十
年
代
初
頭
の

文
壇
全
体
に
わ
た
っ
て
お
り
、
自
然
主
義
前
夜
の
沈
滞
期
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
八
九
九（
明
治
三
十
二
）年
一
月
に『
文

学
界
』
が
第
五
十
八
号
を
も
っ
て
廃
刊
に
な
っ
た
こ
と
を
始
め
、
同
年

十
月
に
は
『
早
稲
田
文
学
』
の
廃
刊
、
ま
た
翌
年
に
は
『
国
民
之
友
』

が
廃
刊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
左
さ
れ
る
。
い
わ
ば
一
つ
の
時
代
の

終
焉
の
象
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
背
景
に
は
日
清
戦
争
後
の
帝
国
主
義

の
国
策
推
進
が
挙
げ
ら
れ
、
社
会
的
矛
盾
の
増
大
に
伴
う
思
想
的
対
立

の
深
刻
さ
が
文
壇
に
も
波
及
し
て
お
り
、
現
実
社
会
へ
の
視
野
の
拡
大

は
急
務
と
な
っ
て
い
た
。

（
13
）　 

年
譜
作
成
に
当
た
っ
て
は
『
露
伴
全
集
』
別
巻
下
（
一
九
八
〇
（
昭

和
五
十
五
）
年
三
月 

岩
波
書
店
）
の
「
幸
田
露
伴
著
作
年
表
」（
巻
末
）、

並
び
に
前
掲
関
谷
博
『
幸
田
露
伴
の
非
戦
思
想
』
の
「
露
伴
〈
少
年
文

学
〉
年
次
別
一
覧
表
」（
四
四
―
四
五
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
14
）　 『
幸
田
文
全
集
』
第
二
十
三
巻
（
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
二
月 

岩

波
書
店
）
の
「
年
譜
」（
巻
末
）
参
照
。

（
15
）　 「
六
十
日
記
第
一
」（『
露
伴
全
集
』第
三
十
八
巻
収
載
、一
九
七
九（
昭

和
五
十
四
）
年
十
一
月
岩
波
書
店
）、
五
七
―
五
八
頁
。

（
16
）　 

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
九
月 

岩
波
書
店
、
七
二
頁
。

（
17
）　 

注
（
16
）
に
同
じ
、
一
三
八
頁
。

（
18
）　 

柳
田
泉
は
こ
う
し
た
露
伴
の
文
体
を
「
連
環
体
」
と
呼
び
、
縁
起
や

因
縁
を
根
幹
に
据
え
て
集
大
成
さ
れ
た
の
が
「
連
環
記
」
で
あ
っ
た
。

※
露
伴
作
品
の
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
『
露
伴
全
集
』（
岩
波
書
店
）

に
拠
り
、
ル
ビ
は
パ
ラ
ル
ビ
を
付
す
に
留
め
た
。

渡辺賢治：幸田露伴と「児童文学」に関する一考察

と
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
当
時
の
文
壇
で
有
名
に
な
っ
た
芥
川
龍
之
介
や
有

島
武
郎
、
宇
野
浩
二
と
い
っ
た
作
家
た
ち
も
童
話
を
発
表
し
、
童
話
作
家
の

小
川
未
明
や
坪
田
譲
治
、
さ
ら
に
は
童
謡
詩
人
の
北
原
白
秋
、
西
条
八
十
、

野
口
雨
情
と
い
っ
た
面
々
も
多
く
の
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
期
に
お
い
て
「
児
童
文
学
」
と
い
っ
た
言

葉
は
未
だ
存
在
せ
ず
、「
お
伽
噺
」
と
い
っ
た
形
で
児
童
向
け
の
作
品
が
巌

谷
小
波
の
『
こ
が
ね
丸
』
を
契
機
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
露
伴
も
『
宝
の
蔵
』

か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
主
人
公
の
大
半
を
動
物
と
し
て
登
場
さ
せ
る
な

ど
、
小
波
へ
の
意
識
が
う
か
が
え
る
。『
宝
の
蔵
』
と
同
時
期
に
発
表
し
た

「
風
流
微
塵
蔵
」
に
お
け
る
物
語
の
形
式
や
内
実
に
関
し
て
も
、
互
い
に
連

動
し
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
両
者
は
少
年
文
学
と
一
般
向
け

の
小
説
で
あ
り
、
そ
こ
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ

で
も
若
者
へ
の
「
思
考
」
や
「
問
い
」
を
軸
と
し
た
啓
発
誘
導
（『
宝
の
蔵
』）

や
、若
者
自
ら
人
生
の
紆
余
曲
折
や
煩
悶
葛
藤
を
経
な
が
ら
進
み
、考
え
（
思

考
）、
生
き
方
を
問
う
て
い
く
壮
大
な
物
語
（「
風
流
微
塵
蔵
」）
の
描
写
か

ら
は
、
露
伴
の
少
年
文
学
を
通
し
て
の
若
者
へ
の
関
心
や
意
識
が
共
通
項
と

し
て
「
蔵
」
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
併
せ
て
、
露
伴
文
学
の
特
徴
で

も
あ
る
仏
典
に
依
拠
し
た
語
句
も
認
め
ら
れ
る
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
、
当
代
社
会
の
変
化
と
と
も
に
次
第
に
少
年
文
学
作

品
は
実
業
奨
励
的
な
内
容
と
な
り
、
発
表
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
こ

に
は
露
伴
の
身
辺
事
情
も
相
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
後
年
、
露
伴
は
「
連
環
記
」（
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
）
を
発
表
す

る
が
、
こ
の
作
品
で
は
、
登
場
人
物
た
ち
（
児
童
で
は
な
く
大
人
だ
が
）
が

各
話
そ
れ
ぞ
れ
数
珠
繋
ぎ
の
よ
う
に
連
環
し
て
お
り）

（1
（

、｢

縁
起
」
や
「
運
命
」

に
生
き
る
人
間
の
姿
が
創
出
さ
れ
て
い
く
。「
風
流
微
塵
蔵
」
で
構
築
さ
れ

た
枠
組
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
期
露
伴
文
学
に
ま
で

接
続
す
る
要
素
が
明
治
二
十
年
代
半
ば
に
は
胚
胎
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が

え
る
。

　
そ
の
他
、
明
治
四
十
年
代
に
展
開
し
た
口
演
童
話
に
関
し
て
も
、
露
伴
自

身
、
直
接
的
発
言
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
露
伴
の
お
伽
噺
に
対
す
る
言

及
（
前
掲
「
お
伽
噺
に
関
す
る
余
の
意
見
」）
や
娘
・
文
の
回
想
（
前
掲
『
み

そ
っ
か
す
』）
か
ら
、「
児
童
文
学
」
へ
の
意
識
も
認
め
ら
れ
る
。

　
露
伴
研
究
に
お
い
て
、
未
だ
児
童
文
学
と
の
関
連
か
ら
本
格
的
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
本
稿
の
考
察
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
露
伴
文
学
に
お
け
る
「
児
童
文
学
」
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
ら
か
に
す

べ
く
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

　
注

（
１
）　 

巌
谷
小
波
「
少
年
文
学
の
将
来
」（
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
）

参
照
。

（
２
）　 

明
治
期
以
前
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
は

そ
れ
ほ
ど
大
人
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
楽
し
み
や

共
同
体
の
知
恵
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
伝
承
文
芸
か
ら
発
展
し
て
き
た
昔

話
や
、
わ
ら
べ
う
た
等
が
中
心
で
あ
っ
た
（「
日
本
の
子
ど
も
の
文
学
」

Ｈ
Ｐ
参
照
）。https://w

w
w

.kodom
o.go.jp/jcl/section1/index.

htm
l

（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
十
月
二
十
三
日
閲
覧
）

（
３
）　 

鳥
越
信
編
著
『
は
じ
め
て
学
ぶ 

日
本
児
童
文
学
史
』（
二
〇
〇
二
（
平

成
十
四
）
年
四
月 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、
三
四
―
三
五
頁
。

（
４
）　 
川
端
有
子
『
児
童
文
学
の
教
科
書
』（
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）

年
二
月 
玉
川
大
学
出
版
部
）、
四
〇
―
四
一
頁
。

（
５
）　 

前
掲
川
端
有
子
『
児
童
文
学
の
教
科
書
』、
四
一
―
四
二
頁
。
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直
接
、
口
演
童
話
に
対
す
る
言
及
で
は
な
い
が
、
お
伽
噺
に
対
し
て
露
伴

は
「
極
て
平
々
凡
々
の
考
よ
り
ほ
か
に
は
、
何
等
の
考
も
持
っ
て
居
」
な
い

こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
大
綱
を
提
示
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
興
味
や
面
白
さ
を
惹
起
さ
せ
る
こ
と
や
過
度
の
刺
激
や
恐
怖
心

を
与
え
な
い
こ
と
、そ
し
て
上
品
か
つ
簡
潔
な
言
葉
の
使
用
を
求
め
て
い
る
。

と
り
わ
け
第
三
に
関
し
て
は
口
演
童
話
を
展
開
す
る
上
で
、
と
も
す
る
と
陥

り
が
ち
な
部
分
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
露
伴
は
、
口
演
童
話
を
否
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
身
の
子
育
て
に
お
い
て
実
践
し
て
き
た
こ
と

が
次
女
・
文
の
回
想
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、幸
田
文
『
み

そ
っ
か
す）

（1
（

』
の
一
部
分
で
あ
る
。

　
父
は
姉
に
桃
太
郎
の
話
を
聞
か
せ
て
や
っ
た
。
鬼
が
さ
ん
ざ
ん
に
負

け
て
、
桃
太
郎
は
宝
物
を
持
っ
て
詔
旋
す
る
。
姉
は
わ
っ
と
泣
き
だ
し

た
。
何
を
泣
く
の
だ
が
わ
か
ら
な
い
。「
鬼
が
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
い

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
お
れ
は
あ
わ
て
た
よ
」
と
私
に
話
し
、「
在

来
の
お
伽
噺
は
再
考
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お
ま
え
も
鬼
の
話
は
娘

に
は
聞
か
す
な
」と
注
意
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
私
に
は
よ
く
わ
か
る
。

す
ば
ら
し
く
話
の
う
ま
い
父
だ
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
に
姉
は
子
供
の
く

せ
に
、
敗
者
の
哀
感
を
さ
と
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
露
伴
は
長
女
・
歌
に
対
し
、
桃
太
郎
の
話
を
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
突
然
泣
き

出
し
た
た
め
慌
て
た
と
い
う
。
文
は
そ
の
様
子
を
通
し
て
「
す
ば
ら
し
く
話

の
う
ま
い
父
だ
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
に
姉
は
子
供
の
く
せ
に
、
敗
者
の
哀
感

を
さ
と
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
露
伴
自
身
の
語

り
、
つ
ま
り
口
演
童
話
の
リ
ア
リ
テ
ィ
さ
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

　
ま
た
、前
掲
『
み
そ
っ
か
す）

（1
（

』
で
は
次
の
よ
う
な
点
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
父
は
お
は
じ
き
・
お
手
玉
・
ま
ま
ご
と
の
料
理
遊
び
・
振
り
将
棋
・

ト
ラ
ン
プ
、
何
で
も
器
用
に
遊
ん
で
く
れ
た
。（
中
略
）
何
よ
り
も
私

の
好
む
も
の
は
父
の
話
だ
っ
た
。
継
母
は
継
母
で
、
二
人
の
子
に
聖
書

を
説
い
て
く
れ
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
イ
サ
ク
の
話
、ノ
ア
の
方
舟
の
話
、

ダ
ビ
デ
の
話
。
父
の
話
の
よ
う
に
お
も
し
ろ
く
は
な
か
っ
た
が
、
ま
た

趣
の
違
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　
子
ど
も
の
遊
び
全
般
を
娘
で
あ
る
文
と
と
も
に
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
文
は
「
何
よ
り
も
私
の
好
む
も
の
は
父
の
話
だ
っ
た
」
こ
と
を

挙
げ
て
お
り
、
継
母
の
話
よ
り
も
面
白
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
継
母
と
い
う

の
は
、
先
妻
幾
美
の
没
後
、
明
治
四
十
五
年
に
結
婚
し
た
児
玉
八
代
を
指
す
。

キ
リ
ス
ト
教
を
熱
心
に
信
仰
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
文
に
は
聖
書

に
由
来
す
る
話
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
文
の
回
想
か
ら
は
、
露
伴
が
子

ど
も
に
対
し
て
巧
み
な
話
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
以
降
、
大
正
時
代
に
入
り
、
児
童
文
学
は
「
童
話
」
の
時
代
を
迎
え
、『
赤

い
鳥
』
の
創
刊
と
な
る
。『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
に
は
、「『
赤
い
鳥
』
は
（
中

略
）
子
供
の
純
性
を
保
全
開
発
す
る
た
め
に
、
現
代
第
一
流
の
芸
術
家
の
真

摯
な
る
努
力
を
集
め
、
兼
て
、
若
き
子
供
の
た
め
の
創
作
家
の
出
現
を
迎
う

る
、
一
大
区
画
的
運
動
の
先
駆
で
あ
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
子

供
の
純
性
」
と
い
う
言
葉
に
大
正
期
の
児
童
観
が
表
出
し
て
い
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
露
伴
は
既
に
小
説
の
執
筆
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、「
露

伴
学
人
」
や
「
露
伴
道
人
」
と
い
っ
た
筆
名
で
学
究
世
界
に
重
き
を
置
い
て

い
た
。

　『
赤
い
鳥
』
に
続
い
て
、
複
数
の
児
童
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
る
の
だ
が
、
い

ず
れ
も
子
ど
も
の「
童
心
」を
描
く
こ
と
を
主
眼
と
し
た
童
話
や
童
謡
が
次
々

渡辺賢治：幸田露伴と「児童文学」に関する一考察

製
未
来
記
」（
一
～
十
二
月
『
実
業
少
年
』、
後
に
「
番
茶
会
談
」
と
改
題
さ

れ
『
立
志
立
功
』〈
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
〉
に
収
載
）
で
は
、
実
業
奨

励
的
な
作
品
の
代
表
作
で
あ
り
、
何
事
も
結
果
だ
け
で
は
な
く
そ
こ
に
到
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
、
大
き
な
物
事
を
望
む
場
合
、
身

近
な
小
さ
な
物
事
か
ら
始
め
る
な
ど
の
教
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
未
来
記
」

と
い
う
題
名
の
如
く
、
突
飛
か
つ
面
白
い
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
題
名
の

角
書
き
に
あ
る
「
滑
稽
」
と
い
う
意
味
も
首
肯
し
う
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
、
露
伴
は
少
年
文
学
に
関
す
る
作
品
の
発
表
が
途
絶

え
て
し
ま
う
。
そ
の
確
た
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
明
治
初
期
に
掲
げ
た
富
国

強
兵
や
殖
産
興
業
、
教
育
の
確
立
と
普
及
が
一
定
程
度
、
確
立
し
た
こ
と
は

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
験
し
、
欧
米
列
強
に
対
抗

し
う
る
近
代
化
が
成
さ
れ
た
日
本
に
お
い
て
、
昔
時
の
少
年
た
ち
も
明
治
四

十
年
代
に
は
日
本
を
支
え
る
存
在
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
。
露
伴
の
果
た
す

べ
き
役
割
も
一
区
切
り
つ
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
露
伴
自
身

の
身
辺
事
情
の
影
響
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
京
都
帝
大
講
師
就

任
（
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
）、文
学
博
士
号
の
授
与
（
一
九
一
一
（
同

四
十
四
）
年
）、
妻
子
の
死
（
一
九
一
〇
（
同
四
十
三
）
年
、
一
九
一
二
（
同

四
十
五
）
年
）
と
い
っ
た
大
き
な
変
化
や
悲
痛
事
で
あ
る
。

　
露
伴
の
妻
・
幾
美
は
、
明
治
四
十
三
年
四
月
八
日
に
三
十
六
歳
で
病
没
し

た
。
明
治
二
十
八
年
の
結
婚
を
機
に
約
十
五
年
に
わ
た
る
夫
婦
生
活
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
間
に
夫
婦
に
は
長
女
歌
（
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
一
月

二
十
四
日
生
）、
次
女
文
（
一
九
〇
四
（
同
三
十
七
）
年
九
月
一
日
生
）、
長

男
成
豊
（
一
九
〇
七
（
同
四
十
）
年
二
月
四
日
生
）
の
三
人
の
子
が
も
う
け

ら
れ
た）

（1
（

。
三
人
の
幼
い
子
供
を
残
し
た
状
態
で
妻
・
幾
美
を
失
っ
た
こ
と
は

こ
の
上
な
い
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
明
治
四
十
三
年
七

月
十
六
日
の
日
記
に）

（1
（

は
「
妻
亡
ひ
て
既
に
百
日
、
光
陰
矢
の
逝
く
が
ご
と
く

悲
哀
巌
の
存
す
る
が
ご
と
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
露
伴
は
悲
嘆
に
暮
れ
る
思

い
を
吐
露
し
て
い
る
。
妻
を
失
っ
て
以
降
、
露
伴
は
必
然
的
に
家
庭
の
雑
事

に
も
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
、
今
度
は
明
治
四
十
五
年
五

月
に
長
女
・
歌
を
僅
か
十
一
歳
で
夭
逝
し
て
し
ま
う
。
露
伴
は
約
二
年
の
間

に
妻
と
子
の
二
人
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
複
合
的
な
要
因
も
相
ま
っ
て
、
露
伴
の
少
年
文
学
へ
の
作
品
発

表
は
一
区
切
り
を
つ
け
る
形
と
な
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
明
治
四
十
年

代
、
先
に
挙
げ
た
巌
谷
小
波
は
口
演
童
話
を
積
極
的
に
推
進
し
、
全
国
各
地

へ
と
普
及
し
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
小
波
の
こ
う
し
た
展
開
を
意
識
し
て

い
る
の
か
不
明
だ
が
、
露
伴
は
「
お
伽
噺
に
関
す
る
余
の
意
見
」（
一
九
〇

七
（
明
治
四
十
）
年
六
月
『
少
年
世
界
』）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
お
伽
噺
に
対
し
て
、
私
は
特
殊
の
意
見
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
抱
い

て
は
居
り
ま
せ
ぬ
。
極
て
平
々
凡
々
の
考
よ
り
ほ
か
に
は
、
何
等
の
考

も
持
っ
て
居
ま
せ
ぬ
。（
中
略
）

　
さ
て
平
凡
の
見
と
し
て
、
お
伽
噺
に
対
し
て
、
第
一
に
は
興
味
あ
る

と
い
ふ
事
、
即
ち
お
も
し
ろ
い
と
い
ふ
感
じ
を
児
童
に
惹
起
さ
せ
る
と

い
ふ
事
を
請
求
す
る
。
第
二
に
は
、
過
度
の
刺
戟
を
与
へ
る
事
を
避
け

て
貰
ひ
度
い
と
い
ふ
事
を
主
張
す
る
。
即
ち
こ
れ
を
聞
い
た
児
童
を
し

て
、
其
夜
寝
魘
え
を
し
た
り
、
無
益
な
恐
怖
心
を
発
し
た
り
す
る
に
至

ら
し
む
る
や
う
な
、
甚
だ
し
い
残
酷
や
、
悲
惨
毒
悪
な
談
話
は
寧
ろ
止

め
て
貰
ひ
度
い
。
第
三
に
は
、
上
品
な
簡
潔
な
言
葉
に
よ
つ
て
其
物
語

の
伝
へ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
求
す
る
。
余
り
談
話
を
巧
み
に
せ
ん
と
す
る

の
結
果
と
し
て
下
劣
な
言
語
の
用
い
ら
る
る
に
至
ら
ん
こ
と
は
、
児
童

に
と
り
て
甚
だ
忌
む
べ
き
嫌
ふ
べ
き
影
響
を
与
ふ
る
事
と
信
じ
ま
す
の

で
、
此
の
一
箇
條
を
加
へ
ま
し
た
。
猶
微
細
に
申
せ
ば
際
限
が
あ
り
ま

せ
ぬ
が
、
大
綱
は
こ
れ
だ
け
で
す
。
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直
接
、
口
演
童
話
に
対
す
る
言
及
で
は
な
い
が
、
お
伽
噺
に
対
し
て
露
伴

は
「
極
て
平
々
凡
々
の
考
よ
り
ほ
か
に
は
、
何
等
の
考
も
持
っ
て
居
」
な
い

こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
大
綱
を
提
示
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
興
味
や
面
白
さ
を
惹
起
さ
せ
る
こ
と
や
過
度
の
刺
激
や
恐
怖
心

を
与
え
な
い
こ
と
、そ
し
て
上
品
か
つ
簡
潔
な
言
葉
の
使
用
を
求
め
て
い
る
。

と
り
わ
け
第
三
に
関
し
て
は
口
演
童
話
を
展
開
す
る
上
で
、
と
も
す
る
と
陥

り
が
ち
な
部
分
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
露
伴
は
、
口
演
童
話
を
否
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
身
の
子
育
て
に
お
い
て
実
践
し
て
き
た
こ
と

が
次
女
・
文
の
回
想
か
ら
垣
間
見
ら
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、幸
田
文
『
み

そ
っ
か
す）

（1
（

』
の
一
部
分
で
あ
る
。

　
父
は
姉
に
桃
太
郎
の
話
を
聞
か
せ
て
や
っ
た
。
鬼
が
さ
ん
ざ
ん
に
負

け
て
、
桃
太
郎
は
宝
物
を
持
っ
て
詔
旋
す
る
。
姉
は
わ
っ
と
泣
き
だ
し

た
。
何
を
泣
く
の
だ
が
わ
か
ら
な
い
。「
鬼
が
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
い

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。「
お
れ
は
あ
わ
て
た
よ
」
と
私
に
話
し
、「
在

来
の
お
伽
噺
は
再
考
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お
ま
え
も
鬼
の
話
は
娘

に
は
聞
か
す
な
」と
注
意
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
私
に
は
よ
く
わ
か
る
。

す
ば
ら
し
く
話
の
う
ま
い
父
だ
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
に
姉
は
子
供
の
く

せ
に
、
敗
者
の
哀
感
を
さ
と
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
露
伴
は
長
女
・
歌
に
対
し
、
桃
太
郎
の
話
を
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
突
然
泣
き

出
し
た
た
め
慌
て
た
と
い
う
。
文
は
そ
の
様
子
を
通
し
て
「
す
ば
ら
し
く
話

の
う
ま
い
父
だ
か
ら
、
か
わ
い
そ
う
に
姉
は
子
供
の
く
せ
に
、
敗
者
の
哀
感

を
さ
と
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
露
伴
自
身
の
語

り
、
つ
ま
り
口
演
童
話
の
リ
ア
リ
テ
ィ
さ
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

　
ま
た
、前
掲
『
み
そ
っ
か
す）

（1
（

』
で
は
次
の
よ
う
な
点
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
父
は
お
は
じ
き
・
お
手
玉
・
ま
ま
ご
と
の
料
理
遊
び
・
振
り
将
棋
・

ト
ラ
ン
プ
、
何
で
も
器
用
に
遊
ん
で
く
れ
た
。（
中
略
）
何
よ
り
も
私

の
好
む
も
の
は
父
の
話
だ
っ
た
。
継
母
は
継
母
で
、
二
人
の
子
に
聖
書

を
説
い
て
く
れ
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
イ
サ
ク
の
話
、ノ
ア
の
方
舟
の
話
、

ダ
ビ
デ
の
話
。
父
の
話
の
よ
う
に
お
も
し
ろ
く
は
な
か
っ
た
が
、
ま
た

趣
の
違
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　
子
ど
も
の
遊
び
全
般
を
娘
で
あ
る
文
と
と
も
に
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
し
て
文
は
「
何
よ
り
も
私
の
好
む
も
の
は
父
の
話
だ
っ
た
」
こ
と
を

挙
げ
て
お
り
、
継
母
の
話
よ
り
も
面
白
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
継
母
と
い
う

の
は
、
先
妻
幾
美
の
没
後
、
明
治
四
十
五
年
に
結
婚
し
た
児
玉
八
代
を
指
す
。

キ
リ
ス
ト
教
を
熱
心
に
信
仰
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
文
に
は
聖
書

に
由
来
す
る
話
を
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
文
の
回
想
か
ら
は
、
露
伴
が
子

ど
も
に
対
し
て
巧
み
な
話
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
以
降
、
大
正
時
代
に
入
り
、
児
童
文
学
は
「
童
話
」
の
時
代
を
迎
え
、『
赤

い
鳥
』
の
創
刊
と
な
る
。『
赤
い
鳥
』
創
刊
号
に
は
、「『
赤
い
鳥
』
は
（
中

略
）
子
供
の
純
性
を
保
全
開
発
す
る
た
め
に
、
現
代
第
一
流
の
芸
術
家
の
真

摯
な
る
努
力
を
集
め
、
兼
て
、
若
き
子
供
の
た
め
の
創
作
家
の
出
現
を
迎
う

る
、
一
大
区
画
的
運
動
の
先
駆
で
あ
る
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
子

供
の
純
性
」
と
い
う
言
葉
に
大
正
期
の
児
童
観
が
表
出
し
て
い
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
こ
の
頃
の
露
伴
は
既
に
小
説
の
執
筆
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、「
露

伴
学
人
」
や
「
露
伴
道
人
」
と
い
っ
た
筆
名
で
学
究
世
界
に
重
き
を
置
い
て

い
た
。

　『
赤
い
鳥
』
に
続
い
て
、
複
数
の
児
童
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
る
の
だ
が
、
い

ず
れ
も
子
ど
も
の「
童
心
」を
描
く
こ
と
を
主
眼
と
し
た
童
話
や
童
謡
が
次
々
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製
未
来
記
」（
一
～
十
二
月
『
実
業
少
年
』、
後
に
「
番
茶
会
談
」
と
改
題
さ

れ
『
立
志
立
功
』〈
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
〉
に
収
載
）
で
は
、
実
業
奨

励
的
な
作
品
の
代
表
作
で
あ
り
、
何
事
も
結
果
だ
け
で
は
な
く
そ
こ
に
到
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
、
大
き
な
物
事
を
望
む
場
合
、
身

近
な
小
さ
な
物
事
か
ら
始
め
る
な
ど
の
教
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
未
来
記
」

と
い
う
題
名
の
如
く
、
突
飛
か
つ
面
白
い
内
容
も
含
ま
れ
て
お
り
、
題
名
の

角
書
き
に
あ
る
「
滑
稽
」
と
い
う
意
味
も
首
肯
し
う
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
正
時
代
に
入
る
と
、
露
伴
は
少
年
文
学
に
関
す
る
作
品
の
発
表
が
途
絶

え
て
し
ま
う
。
そ
の
確
た
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
明
治
初
期
に
掲
げ
た
富
国

強
兵
や
殖
産
興
業
、
教
育
の
確
立
と
普
及
が
一
定
程
度
、
確
立
し
た
こ
と
は

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
験
し
、
欧
米
列
強
に
対
抗

し
う
る
近
代
化
が
成
さ
れ
た
日
本
に
お
い
て
、
昔
時
の
少
年
た
ち
も
明
治
四

十
年
代
に
は
日
本
を
支
え
る
存
在
に
ま
で
成
長
し
て
い
る
。
露
伴
の
果
た
す

べ
き
役
割
も
一
区
切
り
つ
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
露
伴
自
身

の
身
辺
事
情
の
影
響
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
京
都
帝
大
講
師
就

任
（
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
）、文
学
博
士
号
の
授
与
（
一
九
一
一
（
同

四
十
四
）
年
）、
妻
子
の
死
（
一
九
一
〇
（
同
四
十
三
）
年
、
一
九
一
二
（
同

四
十
五
）
年
）
と
い
っ
た
大
き
な
変
化
や
悲
痛
事
で
あ
る
。

　
露
伴
の
妻
・
幾
美
は
、
明
治
四
十
三
年
四
月
八
日
に
三
十
六
歳
で
病
没
し

た
。
明
治
二
十
八
年
の
結
婚
を
機
に
約
十
五
年
に
わ
た
る
夫
婦
生
活
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
間
に
夫
婦
に
は
長
女
歌
（
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
一
月

二
十
四
日
生
）、
次
女
文
（
一
九
〇
四
（
同
三
十
七
）
年
九
月
一
日
生
）、
長

男
成
豊
（
一
九
〇
七
（
同
四
十
）
年
二
月
四
日
生
）
の
三
人
の
子
が
も
う
け

ら
れ
た）

（1
（

。
三
人
の
幼
い
子
供
を
残
し
た
状
態
で
妻
・
幾
美
を
失
っ
た
こ
と
は

こ
の
上
な
い
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
明
治
四
十
三
年
七

月
十
六
日
の
日
記
に）

（1
（

は
「
妻
亡
ひ
て
既
に
百
日
、
光
陰
矢
の
逝
く
が
ご
と
く

悲
哀
巌
の
存
す
る
が
ご
と
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
露
伴
は
悲
嘆
に
暮
れ
る
思

い
を
吐
露
し
て
い
る
。
妻
を
失
っ
て
以
降
、
露
伴
は
必
然
的
に
家
庭
の
雑
事

に
も
目
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
、
今
度
は
明
治
四
十
五
年
五

月
に
長
女
・
歌
を
僅
か
十
一
歳
で
夭
逝
し
て
し
ま
う
。
露
伴
は
約
二
年
の
間

に
妻
と
子
の
二
人
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
複
合
的
な
要
因
も
相
ま
っ
て
、
露
伴
の
少
年
文
学
へ
の
作
品
発

表
は
一
区
切
り
を
つ
け
る
形
と
な
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
明
治
四
十
年

代
、
先
に
挙
げ
た
巌
谷
小
波
は
口
演
童
話
を
積
極
的
に
推
進
し
、
全
国
各
地

へ
と
普
及
し
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
小
波
の
こ
う
し
た
展
開
を
意
識
し
て

い
る
の
か
不
明
だ
が
、
露
伴
は
「
お
伽
噺
に
関
す
る
余
の
意
見
」（
一
九
〇

七
（
明
治
四
十
）
年
六
月
『
少
年
世
界
』）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
お
伽
噺
に
対
し
て
、
私
は
特
殊
の
意
見
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
抱
い

て
は
居
り
ま
せ
ぬ
。
極
て
平
々
凡
々
の
考
よ
り
ほ
か
に
は
、
何
等
の
考

も
持
っ
て
居
ま
せ
ぬ
。（
中
略
）

　
さ
て
平
凡
の
見
と
し
て
、
お
伽
噺
に
対
し
て
、
第
一
に
は
興
味
あ
る

と
い
ふ
事
、
即
ち
お
も
し
ろ
い
と
い
ふ
感
じ
を
児
童
に
惹
起
さ
せ
る
と

い
ふ
事
を
請
求
す
る
。
第
二
に
は
、
過
度
の
刺
戟
を
与
へ
る
事
を
避
け

て
貰
ひ
度
い
と
い
ふ
事
を
主
張
す
る
。
即
ち
こ
れ
を
聞
い
た
児
童
を
し

て
、
其
夜
寝
魘
え
を
し
た
り
、
無
益
な
恐
怖
心
を
発
し
た
り
す
る
に
至

ら
し
む
る
や
う
な
、
甚
だ
し
い
残
酷
や
、
悲
惨
毒
悪
な
談
話
は
寧
ろ
止

め
て
貰
ひ
度
い
。
第
三
に
は
、
上
品
な
簡
潔
な
言
葉
に
よ
つ
て
其
物
語

の
伝
へ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
求
す
る
。
余
り
談
話
を
巧
み
に
せ
ん
と
す
る

の
結
果
と
し
て
下
劣
な
言
語
の
用
い
ら
る
る
に
至
ら
ん
こ
と
は
、
児
童

に
と
り
て
甚
だ
忌
む
べ
き
嫌
ふ
べ
き
影
響
を
与
ふ
る
事
と
信
じ
ま
す
の

で
、
此
の
一
箇
條
を
加
へ
ま
し
た
。
猶
微
細
に
申
せ
ば
際
限
が
あ
り
ま

せ
ぬ
が
、
大
綱
は
こ
れ
だ
け
で
す
。
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三
．｢

児
童
文
学
」
に
対
す
る
露
伴
の
意
識
―
身
辺
状
況
な
ど
か
ら
―

　
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
、
露
伴
は
小
説
と
並
行
し
て
少
年
文
学
作
品
も

発
表
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
三
十
年
代）

（1
（

に
入
り
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
。
発

表
自
体
、
四
十
年
代
ま
で
続
い
て
は
い
る
の
だ
が
、
作
品
の
内
実
は
変
化
し

て
お
り
、
実
業
社
会
向
け
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
簡
単
な
ア
ン
ケ

ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
随
想
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
物
語

自
体
の
数
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
以
下
、
明
治
四
十
年
前
後
か
ら
大
正

元
年
頃
ま
で
、
露
伴
の
児
童
向
け
雑
誌
に
発
表
し
た
作
品
を
年
譜
に
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る）

（1
（

。

　
　【
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
】

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　【
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
】

　
　
　
・「
二
十
余
年
前
の
小
私
塾
」（
六
月
『
中
学
文
芸
』）

　
　
　
・「
青
年
時
代
と
娯
楽
」（
八
月
『
中
学
世
界
』）

　
　
　
・「
一
切
の
書
籍
」（
九
月
『
中
学
世
界
』）
※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

　
　【
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
】

　
　
　
・「
お
伽
噺
に
関
す
る
意
見
」（
六
月
『
少
年
世
界
』）
※
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答

　
　【
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
】

　
　
　
・「
幼
年
時
代
」（
一
月
『
少
年
世
界
』）　
※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

　
　
　
・「
甘
味
の
三
世
（
砂
糖
の
過
去
と
現
在
と
未
来
）」（
三
月
『
実
業

少
年
』）

　
　
　
・「
文
壇
諸
名
家
雅
号
の
由
来
」（
十
一
月
『
中
学
世
界
』）

　
　【
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
】

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　【
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
】

　
　
　
・「
紙
鳶
遊
び
」（
六
月
『
少
年
界
』）

　
　【
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
】

　
　
　
・「
滑
稽 

御
手
製
未
来
記
」（
一
～
十
二
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
幼
児
の
読
書
」（
三
月
『
日
本
少
年
』）

　
　
　
・「
お
ど
け
噺

　
無
駄
口
し
ゃ
べ
子
」（
九
月
『
少
年
文
学
』）
※
講

演
筆
記

　
　
　
・「
曾
我
兄
弟
」（
九
月
『
日
本
少
年
』）

　
　
　
・「
お
ま
じ
な
ひ
の
た
ね
」（
九
月
『
小
学
生
』）

　
　
　
・「
剣
客
物
語

　
日
本
無
双
」（
十
月
『
中
学
世
界
』）

　
　【
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
／
大
正
元
）
年
】

　
　
　
・「
供
食
会
社
」（
一
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
前
田
利
家
」（
一
月
『
中
学
世
界
』）

　
　
　
・「
芥
子
大
黒
」（
二
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
草
荒
を
広
め
た
恩
人
」（
三
月
『
小
学
生
』）

　
　
　
・「
人
世
の
万
事
を
予
知
す
べ
き
道
具
」（
三
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
小
農
園
」（
五
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
磐
根
水
之
助
自
伝
」（
七
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
米
価
問
答
」（
八
月
『
実
業
少
年
』）

　
こ
の
よ
う
に
、作
品
の
発
表
自
体
は
明
治
末
期
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、

掲
載
雑
誌
は
主
に
『
実
業
少
年
』
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
『
中
学

世
界
』
や
『
小
学
生
』、『
少
年
文
学
』
と
い
っ
た
雑
誌
も
散
見
さ
れ
る
が
、『
実

業
少
年
』
へ
の
掲
載
数
が
多
く
、
そ
れ
に
連
動
し
て
実
業
奨
励
的
な
枠
組
み

の
中
で
の
、
青
少
年
の
身
の
処
し
方
と
い
っ
た
内
容
が
色
濃
く
描
か
れ
て
い

る
。

　
例
え
ば
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に
発
表
さ
れ
た
「
滑
稽 

御
手
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ま
た
、
各
作
品
か
ら
は
「
会
者
定
離
」（
出
会
う
者
に
は
必
ず
別
れ
が
あ

る
と
い
う
意
、
原
典
は
『
遺
教
経
』）
の
理
と
共
に
人
と
人
と
の
縁
か
ら
起

こ
る
事
象
、
す
な
わ
ち
縁
起
の
理
法
と
い
っ
た
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
「
風
流
微
塵
蔵
」
自
体
が
未
完
で
あ
る
以
上
、
新
三
郎
と
お
小
夜
を
中
心

と
す
る
物
語
が
今
後
い
か
な
る
展
開
を
経
て
、
そ
の
他
の
人
物
達
と
交
錯
す

る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。

　
柳
田
泉
は
『
幸
田
露
伴）

（（
（

』
で
露
伴
直
話
と
し
て
「
風
流
微
塵
蔵
」
の
構
成

を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
自
分
が
當
時
腹
稿
と
し
て
立
て
た
も
の
の
記
憶
を
い
ふ
と
、
子
ど
も

時
代
に
無
邪
気
に
好
き
合
つ
て
ゐ
た
二
人
は
、
や
が
て
種
々
な
運
命
を

經
て
青
年
と
し
て
め
ぐ
り
合
ふ
、
さ
う
し
て
二
人
の
間
に
昔
と
は
違
ふ

情
緒
の
も
の
が
生
す
る
、
そ
の
た
め
に
い
は
ゆ
る
人
生
の
苦
杯
を
敢
て

嘗
め
さ
せ
ら
れ
、
悲
惨
な
經
路
を
い
ろ
い
ろ
と
經
て
わ
づ
か
に
解
脱
安

住
の
地
に
至
る
、
と
い
っ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
だ
か
ら
新
三
郎

の
十
八
九
か
ら
が
漸
く
本
舞
臺
に
入
る
の
で
、
そ
の
前
は
皆
序
品
だ
け

だ
。
本
舞
臺
に
入
る
と
、
こ
の
序
品
で
ば
ら
ば
ら
に
思
は
れ
て
ゐ
た
人

物
も
出
來
事
も
、
そ
れ
ぞ
れ
新
三
郎
お
小
夜
二
人
の
運
命
に
絡
ら
ん
で

ま
た
出
て
來
る
こ
と
に
な
る
。

　｢

種
々
な
運
命
を
經
て
青
年
と
し
て
め
ぐ
り
合
ふ
」「
新
三
郎
の
十
八
九
か

ら
が
漸
く
本
舞
臺
に
入
る
」
と
い
っ
た
部
分
か
ら
、「
さ
ゝ
舟
」
か
ら
「
み

や
こ
ど
り
」ま
で
発
表
さ
れ
た
内
容
は「
皆
序
品
」で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

露
伴
が
描
い
て
い
た
「
風
流
微
塵
蔵
」
は
広
大
な
世
界
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
さ
ら
に
右
引
用
文
の
続
き
で
柳
田
は
露
伴
直
話
と
し
て
、
登
場

人
物
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
「
新
三
郎
と
い
ふ
性
格
に
は
、
自
分
の
極
く
遠
い

知
り
合
ひ
の
或
る
人
が
幾
分
モ
デ
ル
み
た
い
に
借
り
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
こ

の
人
は
、（
中
略
）
無
事
平
凡
に
こ
の
世
を
送
つ
た
の
で
、
そ
こ
は
小
説
と

は
仝
然
違
ひ
ま
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
実
在
し
た
人
物
の
生
涯
を
描
い
た
わ

け
で
は
な
い
ら
し
い
。
お
小
夜
、
お
静
、
栽
松
道
人
、
正
太
郎
、
お
初
、
久

四
郎
、
喜
藏
、
お
こ
の
、
雲
雄
、
文
と
い
っ
た
各
話
で
の
登
場
人
物
た
ち
も

同
様
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
露
伴
は
実
在
の
人
物
の
生
涯
を
直

写
し
て
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　｢

風
流
微
塵
蔵
引
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
露
伴
の
求
め
る
「
風
流
微
塵
蔵
」

世
界
と
い
う
の
は
内
面
に
お
け
る
「
雲
の
ご
と
き
も
の
」「
黯
々
た
る
夜
の

如
き
も
の
」、
つ
ま
り
自
身
の
「
蔵
」
す
る
思
念
を
経
に
も
線
に
も
繋
ぎ
か

ね
た
広
大
な
思
念
を
「
蔵
」
す
る
内
面
世
界
の
提
示
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

各
々
の
登
場
人
物
が
縁
起
や
別
離
を
経
験
し
て
生
き
抜
く
姿
が
描
か
れ
て
お

り
、
縁
起
の
理
法
つ
ま
り
「
會
者
定
離
」
の
理
が
作
品
全
体
に
通
底
し
て
い

る
。『
宝
の
蔵
』
で
は
少
年
文
学
作
品
と
し
て
若
者
に
「『
問
ひ
』」
や
「『
思

考
』」
を
提
示
し
、
倫
理
観
や
道
徳
、
仏
典
を
軸
に
啓
発
誘
導
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
一
方
で
、
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
風
流
微
塵
蔵
」
で
は
幼
い
新

三
郎
と
お
小
夜
と
い
っ
た
若
者
た
ち
が
成
長
す
る
過
程
を
描
写
し
、
自
ら
の

人
生
で
の
縁
起
や
別
離
を
重
ね
煩
悶
葛
藤
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
、
い
わ
ば

人
生
全
体
に
対
す
る
考
え
（
思
考
）
や
問
い
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読

み
取
れ
る
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
少
年
文
学
作
品
と

小
説
に
は
そ
れ
ぞ
れ
連
動
す
る
意
識
を
露
伴
が
「
蔵
」
し
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
少
年
文
学
で
あ
る
『
宝
の
蔵
』
で
は
全
十
五
の
物
語
が
一
人
の
翁
に
よ
っ

て
語
ら
れ
、
仏
教
説
話
に
お
け
る
教
訓
や
世
俗
的
倫
理
観
と
い
っ
た
主
眼
を

中
心
に
展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
総
題
と
し
て
『
宝
の
蔵
』
と
い
っ
た
題
名

が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
風
流
微
塵
蔵
」
に
お
い
て
も
語
り
手
の
翁
は

い
な
い
も
の
の
、
各
物
語
世
界
の
総
題
と
し
て
「
風
流
微
塵
蔵
」
と
い
っ
た

題
名
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
式
は
『
宝
の
蔵
』
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
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三
．｢

児
童
文
学
」
に
対
す
る
露
伴
の
意
識
―
身
辺
状
況
な
ど
か
ら
―

　
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
、
露
伴
は
小
説
と
並
行
し
て
少
年
文
学
作
品
も

発
表
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
三
十
年
代）

（1
（

に
入
り
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
。
発

表
自
体
、
四
十
年
代
ま
で
続
い
て
は
い
る
の
だ
が
、
作
品
の
内
実
は
変
化
し

て
お
り
、
実
業
社
会
向
け
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
簡
単
な
ア
ン
ケ

ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
随
想
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
物
語

自
体
の
数
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
以
下
、
明
治
四
十
年
前
後
か
ら
大
正

元
年
頃
ま
で
、
露
伴
の
児
童
向
け
雑
誌
に
発
表
し
た
作
品
を
年
譜
に
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る）

（1
（

。

　
　【
一
九
〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
】

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　【
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
】

　
　
　
・「
二
十
余
年
前
の
小
私
塾
」（
六
月
『
中
学
文
芸
』）

　
　
　
・「
青
年
時
代
と
娯
楽
」（
八
月
『
中
学
世
界
』）

　
　
　
・「
一
切
の
書
籍
」（
九
月
『
中
学
世
界
』）
※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

　
　【
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
】

　
　
　
・「
お
伽
噺
に
関
す
る
意
見
」（
六
月
『
少
年
世
界
』）
※
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答

　
　【
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
】

　
　
　
・「
幼
年
時
代
」（
一
月
『
少
年
世
界
』）　
※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

　
　
　
・「
甘
味
の
三
世
（
砂
糖
の
過
去
と
現
在
と
未
来
）」（
三
月
『
実
業

少
年
』）

　
　
　
・「
文
壇
諸
名
家
雅
号
の
由
来
」（
十
一
月
『
中
学
世
界
』）

　
　【
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
】

　
　
　
　
該
当
な
し

　
　【
一
九
一
〇
（
明
治
四
十
三
）
年
】

　
　
　
・「
紙
鳶
遊
び
」（
六
月
『
少
年
界
』）

　
　【
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
】

　
　
　
・「
滑
稽 

御
手
製
未
来
記
」（
一
～
十
二
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
幼
児
の
読
書
」（
三
月
『
日
本
少
年
』）

　
　
　
・「
お
ど
け
噺

　
無
駄
口
し
ゃ
べ
子
」（
九
月
『
少
年
文
学
』）
※
講

演
筆
記

　
　
　
・「
曾
我
兄
弟
」（
九
月
『
日
本
少
年
』）

　
　
　
・「
お
ま
じ
な
ひ
の
た
ね
」（
九
月
『
小
学
生
』）

　
　
　
・「
剣
客
物
語

　
日
本
無
双
」（
十
月
『
中
学
世
界
』）

　
　【
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
／
大
正
元
）
年
】

　
　
　
・「
供
食
会
社
」（
一
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
前
田
利
家
」（
一
月
『
中
学
世
界
』）

　
　
　
・「
芥
子
大
黒
」（
二
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
草
荒
を
広
め
た
恩
人
」（
三
月
『
小
学
生
』）

　
　
　
・「
人
世
の
万
事
を
予
知
す
べ
き
道
具
」（
三
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
小
農
園
」（
五
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
磐
根
水
之
助
自
伝
」（
七
月
『
実
業
少
年
』）

　
　
　
・「
米
価
問
答
」（
八
月
『
実
業
少
年
』）

　
こ
の
よ
う
に
、作
品
の
発
表
自
体
は
明
治
末
期
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、

掲
載
雑
誌
は
主
に
『
実
業
少
年
』
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
『
中
学

世
界
』
や
『
小
学
生
』、『
少
年
文
学
』
と
い
っ
た
雑
誌
も
散
見
さ
れ
る
が
、『
実

業
少
年
』
へ
の
掲
載
数
が
多
く
、
そ
れ
に
連
動
し
て
実
業
奨
励
的
な
枠
組
み

の
中
で
の
、
青
少
年
の
身
の
処
し
方
と
い
っ
た
内
容
が
色
濃
く
描
か
れ
て
い

る
。

　
例
え
ば
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に
発
表
さ
れ
た
「
滑
稽 

御
手

渡辺賢治：幸田露伴と「児童文学」に関する一考察

　
ま
た
、
各
作
品
か
ら
は
「
会
者
定
離
」（
出
会
う
者
に
は
必
ず
別
れ
が
あ

る
と
い
う
意
、
原
典
は
『
遺
教
経
』）
の
理
と
共
に
人
と
人
と
の
縁
か
ら
起

こ
る
事
象
、
す
な
わ
ち
縁
起
の
理
法
と
い
っ
た
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ

し
「
風
流
微
塵
蔵
」
自
体
が
未
完
で
あ
る
以
上
、
新
三
郎
と
お
小
夜
を
中
心

と
す
る
物
語
が
今
後
い
か
な
る
展
開
を
経
て
、
そ
の
他
の
人
物
達
と
交
錯
す

る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。

　
柳
田
泉
は
『
幸
田
露
伴）

（（
（

』
で
露
伴
直
話
と
し
て
「
風
流
微
塵
蔵
」
の
構
成

を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
自
分
が
當
時
腹
稿
と
し
て
立
て
た
も
の
の
記
憶
を
い
ふ
と
、
子
ど
も

時
代
に
無
邪
気
に
好
き
合
つ
て
ゐ
た
二
人
は
、
や
が
て
種
々
な
運
命
を

經
て
青
年
と
し
て
め
ぐ
り
合
ふ
、
さ
う
し
て
二
人
の
間
に
昔
と
は
違
ふ

情
緒
の
も
の
が
生
す
る
、
そ
の
た
め
に
い
は
ゆ
る
人
生
の
苦
杯
を
敢
て

嘗
め
さ
せ
ら
れ
、
悲
惨
な
經
路
を
い
ろ
い
ろ
と
經
て
わ
づ
か
に
解
脱
安

住
の
地
に
至
る
、
と
い
っ
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
だ
か
ら
新
三
郎

の
十
八
九
か
ら
が
漸
く
本
舞
臺
に
入
る
の
で
、
そ
の
前
は
皆
序
品
だ
け

だ
。
本
舞
臺
に
入
る
と
、
こ
の
序
品
で
ば
ら
ば
ら
に
思
は
れ
て
ゐ
た
人

物
も
出
來
事
も
、
そ
れ
ぞ
れ
新
三
郎
お
小
夜
二
人
の
運
命
に
絡
ら
ん
で

ま
た
出
て
來
る
こ
と
に
な
る
。

　｢

種
々
な
運
命
を
經
て
青
年
と
し
て
め
ぐ
り
合
ふ
」「
新
三
郎
の
十
八
九
か

ら
が
漸
く
本
舞
臺
に
入
る
」
と
い
っ
た
部
分
か
ら
、「
さ
ゝ
舟
」
か
ら
「
み

や
こ
ど
り
」ま
で
発
表
さ
れ
た
内
容
は「
皆
序
品
」で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

露
伴
が
描
い
て
い
た
「
風
流
微
塵
蔵
」
は
広
大
な
世
界
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
さ
ら
に
右
引
用
文
の
続
き
で
柳
田
は
露
伴
直
話
と
し
て
、
登
場

人
物
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
「
新
三
郎
と
い
ふ
性
格
に
は
、
自
分
の
極
く
遠
い

知
り
合
ひ
の
或
る
人
が
幾
分
モ
デ
ル
み
た
い
に
借
り
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
こ

の
人
は
、（
中
略
）
無
事
平
凡
に
こ
の
世
を
送
つ
た
の
で
、
そ
こ
は
小
説
と

は
仝
然
違
ひ
ま
す
」
と
述
べ
て
お
り
、
実
在
し
た
人
物
の
生
涯
を
描
い
た
わ

け
で
は
な
い
ら
し
い
。
お
小
夜
、
お
静
、
栽
松
道
人
、
正
太
郎
、
お
初
、
久

四
郎
、
喜
藏
、
お
こ
の
、
雲
雄
、
文
と
い
っ
た
各
話
で
の
登
場
人
物
た
ち
も

同
様
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
露
伴
は
実
在
の
人
物
の
生
涯
を
直

写
し
て
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　｢

風
流
微
塵
蔵
引
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
露
伴
の
求
め
る
「
風
流
微
塵
蔵
」

世
界
と
い
う
の
は
内
面
に
お
け
る
「
雲
の
ご
と
き
も
の
」「
黯
々
た
る
夜
の

如
き
も
の
」、
つ
ま
り
自
身
の
「
蔵
」
す
る
思
念
を
経
に
も
線
に
も
繋
ぎ
か

ね
た
広
大
な
思
念
を
「
蔵
」
す
る
内
面
世
界
の
提
示
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

各
々
の
登
場
人
物
が
縁
起
や
別
離
を
経
験
し
て
生
き
抜
く
姿
が
描
か
れ
て
お

り
、
縁
起
の
理
法
つ
ま
り
「
會
者
定
離
」
の
理
が
作
品
全
体
に
通
底
し
て
い

る
。『
宝
の
蔵
』
で
は
少
年
文
学
作
品
と
し
て
若
者
に
「『
問
ひ
』」
や
「『
思

考
』」
を
提
示
し
、
倫
理
観
や
道
徳
、
仏
典
を
軸
に
啓
発
誘
導
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
一
方
で
、
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
風
流
微
塵
蔵
」
で
は
幼
い
新

三
郎
と
お
小
夜
と
い
っ
た
若
者
た
ち
が
成
長
す
る
過
程
を
描
写
し
、
自
ら
の

人
生
で
の
縁
起
や
別
離
を
重
ね
煩
悶
葛
藤
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
、
い
わ
ば

人
生
全
体
に
対
す
る
考
え
（
思
考
）
や
問
い
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読

み
取
れ
る
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
少
年
文
学
作
品
と

小
説
に
は
そ
れ
ぞ
れ
連
動
す
る
意
識
を
露
伴
が
「
蔵
」
し
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
少
年
文
学
で
あ
る
『
宝
の
蔵
』
で
は
全
十
五
の
物
語
が
一
人
の
翁
に
よ
っ

て
語
ら
れ
、
仏
教
説
話
に
お
け
る
教
訓
や
世
俗
的
倫
理
観
と
い
っ
た
主
眼
を

中
心
に
展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
総
題
と
し
て
『
宝
の
蔵
』
と
い
っ
た
題
名

が
付
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
風
流
微
塵
蔵
」
に
お
い
て
も
語
り
手
の
翁
は

い
な
い
も
の
の
、
各
物
語
世
界
の
総
題
と
し
て
「
風
流
微
塵
蔵
」
と
い
っ
た

題
名
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
式
は
『
宝
の
蔵
』
と
重
な
る
の
で
あ
る
。
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ざ
る
な
り
。（
中
略
）
乃
ち
之
を
称
し
て
蔵
と
な
す
。
蓋
し
我
が
心
に

得
る
あ
る
再
々
た
る
雲
の
ご
と
き
も
の
、
我
が
筆
に
発
す
る
と
こ
ろ
の

黒
々
た
る
夜
の
如
き
も
の
の
中
に
蔵
せ
ら
れ
て
、
而
し
て
後
奕
々
冥
々

半
明
半
暗
僅
に
存
す
る
の
意
に
取
る
の
み
。

　
こ
こ
で
は
「
経
」
と
「
線
」
に
譬
え
つ
つ
、
自
ら
の
執
筆
は
「
蔵
」
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。｢

蔵
」
と
称
し
た
意
図
に
つ
い
て
は
「
我
が
心
に

得
る
あ
る
冉
々
た
る
雲
の
ご
と
き
も
の
」「
我
が
筆
に
發
す
る
と
こ
ろ
の
黯
々

た
る
夜
の
如
き
も
の
の
中
に
藏
せ
ら
れ
て
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
微
塵
蔵
」
と
し
た
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
蔵
を
標
す
る
に
微
塵
を
以
て
す
る
は
、
其
極
め
て
小
な
る
こ
と
猶
一

微
塵
の
ご
と
く
な
る
と
、
兼
て
は
華
厳
に
所
謂
破
塵
出
経
巻
の
義
と
に

取
る
な
り
。
た
ゞ
我
浄
慧
浄
眼
の
人
に
あ
ら
ず
、
量
三
千
界
に
等
し
き

の
大
経
巻
を
一
微
塵
中
に
見
る
能
は
ず
、
す
な
は
ち
風
流
の
二
字
を
冠

し
て
具
四
大
願
の
諸
仏
諸
聖
が
見
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
潜
す
る
無
く
、

単
に
凡
眼
を
以
て
微
塵
を
照
破
し
品
花
評
月
の
小
文
字
を
羅
織
し
出
す

に
止
ま
る
も
の
な
る
こ
と
を
明
か
に
す
。

　
右
引
用
文
か
ら
露
伴
は
『
華
厳
経
』
の
「
破
塵
出
経
巻
」
を
参
照
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
他
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
「
廬
舎
那
仏
品
」

（
第
二
の
二
）
の
冒
頭
、
普
賢
菩
薩
が
蓮
華
蔵
世
界
を
聴
衆
に
分
別
し
開
示

す
る
言
葉
に
も
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
挙
げ
る『
国
訳
大
蔵
経
』

第
五
巻
か
ら
証
左
さ
れ
る
。

　
諸
の
仏
子
よ
、
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
蓮
華
蔵
世
界
海
は
、
是
れ
廬

舎
那
仏
、
本
菩
薩
の
行
を
修
せ
し
時
、
阿
僧
祇
の
世
界
に
於
て
微
塵
数

劫
に
厳
浄
し
た
ま
ひ
し
所
な
り
。
此
の
劫
に
於
て
、
世
界
の
微
塵
に
等

し
き
如
来
を
恭
敬
し
、
供
養
し
た
て
ま
つ
り
、
一
一
の
仏
の
所
に
て
、

世
界
海
微
塵
数
の
願
行
を
修
し
た
ま
ひ
し
な
り
。

　｢

蔵
」「
海
」「
微
塵
」「
微
塵
数
」
と
い
っ
た
内
容
か
ら
は
広
大
な
世
界
観

が
示
さ
れ
て
い
る
。
露
伴
は
先
に
挙
げ
た
「
風
流
微
塵
蔵
引
」
に
お
い
て
自

身
の
内
面
を
文
と
し
て
綴
る
に
あ
た
り
、「
脂
那
」（
支
那
）の「
経
」や「
西
天
」

（
西
洋
）の「
線
」と
も
呼
び
か
ね「
蔵
」と
称
し
て
い
る
。
内
面
に
お
け
る「
雲

の
ご
と
き
も
の
」「
黯
々
た
る
夜
の
如
き
も
の
」、
つ
ま
り
自
身
の
「
蔵
」
す

る
思
念
を
経
に
も
線
に
も
繋
ぎ
か
ね
て
お
り
、い
わ
ば
広
大
な
思
念
を
「
蔵
」

す
る
内
面
世
界
の
提
示
で
あ
っ
た
。

　
加
え
て
、
露
伴
は
先
の
引
用
に
お
い
て
「
淨
慧
淨
眼
の
人
に
あ
ら
ず
」
と

述
べ
て
お
り
「
風
流
の
二
字
を
冠
し
て
」「
單
に
凡
眼
を
以
て
微
塵
を
照
破

し
品
花
評
月
の
小
文
字
を
羅
織
し
出
す
」
に
止
ま
る
と
し
て
い
る
。
自
身
は

知
恵
も
眼
力
も
不
十
分
な
た
め
花
や
月
の
品
評
に
甘
ん
じ
て
小
文
字
を
「
羅

織
し
出
す
」
に
留
ま
る
た
め
「
風
流
」
の
二
字
を
小
説
の
題
名
に
付
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、｢

風
流
微
塵
蔵
引
」
で
は
広
大
な
内
面

世
界
の
提
示
が
こ
こ
に
予
告
さ
れ
て
い
る
。

　｢

風
流
微
塵
蔵
」
に
は
い
く
つ
か
の
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に

述
べ
た
が
、そ
れ
は
大
き
く
分
け
る
と
四
つ
の
物
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

「
さ
ゝ
舟
」「
う
す
ら
ひ
」「
つ
ゆ
く
さ
」「
蹄
鐵
」｢

荷
葉
盃
」
が
木
更
津
青

柳
家
の
物
語
（
千
葉
）、「
き
く
の
濱
松
」
が
九
州
小
倉
の
物
語
（
福
岡
）、「
さ

ん
な
き
ぐ
る
ま
」
が
東
京
市
内
の
物
語
（
東
京
）、「
み
や
こ
ど
り
」
が
浦
和

鹿
手
袋
の
物
語
（
埼
玉
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
構
成
か
ら
見
出
さ
れ

る
特
徴
と
し
て
、
各
物
語
に
登
場
す
る
人
物
が
他
の
物
語
に
お
い
て
も
登
場

し
、
交
差
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
物
語
は
幼
い

新
三
郎
と
お
小
夜
を
中
心
に
、
徐
々
に
成
長
を
遂
げ
展
開
し
て
い
く
。
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童
謡
」（
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
六
月
三
十
日
、七
月
一
日
付
『
国
会
』）

と
い
う
批
評
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

　
わ
れ
聊
か
思
ふ
と
こ
ろ
あ
り
て
去
冬
よ
り
今
春
へ
か
け
新
古
を
問
は

ず
現
存
せ
る
童
謡
を
蒐
集
せ
し
が
、
も
と
よ
り
勢
力
無
き
一
箇
人
の
資

格
を
以
て
せ
し
こ
と
な
れ
ば
意
を
満
た
す
に
足
る
ほ
ど
は
蒐
め
得
ざ
り

し
も
、
各
地
方
よ
り
落
手
せ
し
も
の
敷
百
首
に
下
ら
ず
。（
中
略
）
今

は
た
だ
こ
こ
に
二
つ
三
つ
其
中
に
就
て
、
興
あ
る
も
の
の
我
等
に
は
耳

ふ
り
て
聞
え
ざ
る
を
取
り
出
で
て
少
し
く
評
し
、
ま
た
面
白
が
ら
ぬ
こ

と
の
面
白
き
ほ
ど
拙
き
も
の
を
も
取
り
出
で
て
評
せ
む
。

　
　
　

　
昨
年
よ
り
「
聊
か
思
ふ
と
こ
ろ
」
が
あ
り
「
去
冬
よ
り
今
春
へ
か
け
」
て

「
童
謡
を
蒐
集
」し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。そ
の
真
意
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
露
伴
の
少
年
文
学
作
品
の
発
表
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
児
童

へ
の
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
福
岡
県
の
子
守
歌
「
夏
去
り
冬
来
る

年
毎
に
、
頓
て
大
人
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
浮
世
の
荒
浪
渡
る
児
よ
、
今
は
心
も

ゆ
る
や
か
に
、
妾
の
床
に
て
寝
ね
し
よ
」
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
批
評
を

行
っ
て
い
る
。

　
古
き
子
守
歌
を
非
な
り
と
し
て
新
に
心
有
り
顔
せ
る
人
の
作
り
出
で

し
も
の
与か

、
前
の
に
比
べ
て
は
甚
だ
し
く
趣お

も
む
き味

劣
り
理
屈
勝
ち
で
、
難

す
べ
き
節
は
無
き
か
知
ら
ね
ど
歌
と
い
ふ
も
の
に
は
中
々
遠
き
も
の
な

る
べ
し
。

　｢

新
に
心
有
り
顔
せ
る
人
」
が
作
っ
た
で
あ
ろ
う
子
守
歌
に
対
し
て
、
露

伴
は
手
厳
し
い
批
評
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
理
屈
勝
ち
」
に
な
っ
て
お
り
、

歌
本
来
の
「
趣
味
」
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
い
る
。

他
に
も
全
国
各
地
の
童
謡
や
手
鞠
歌
を
挙
げ
て
批
評
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
童
謡
の
批
評
と
と
も
に
、同
時
期
に
発
表
し
た
小
説
の
中
で
、

注
目
し
て
お
き
た
い
の
は｢

風
流
微
塵
蔵
」
で
あ
る
。

  ｢

風
流
微
塵
蔵
」
は
明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
『
国
会
』
紙
上

に
お
い
て
発
表
さ
れ
、
二
十
八
年
四
月
五
日
ま
で
続
い
た
作
品
で
あ
る
が
、

未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
事
由
と
し
て
は
、
発
表
期
間
中
、
露
伴
は
腸

チ
フ
ス
を
患
い
瀕
死
の
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
借
金
の
保
証
人
と
な

っ
た
こ
と
で
一
時
的
だ
が
上
総
望
陀
郡
横
田
村
へ
転
居
す
る
と
い
っ
た
出
来

事
が
重
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

  

題
名
で
あ
る「
風
流
微
塵
蔵
」だ
が
、こ
れ
は
総
題
の
よ
う
な
も
の
で
、個
々

の
題
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ｢

さ
ゝ
舟
」（
明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
八
～
二
月

十
六
日『
国
会
』）、「
う
す
ら
ひ
」（
同
年
二
月
十
八
～
三
月
十
二
日『
国
会
』）、

「
つ
ゆ
く
さ
」（
同
年
三
月
十
四
～
十
六
日
『
国
会
』）、「
蹄
鐵
」（
同
年
三
月

二
十
三
～
四
月
二
日
『
国
会
』）、「
荷
葉
盃
」（
同
年
四
月
十
九
～
六
月
二
十

日
『
国
会
』）、｢

き
く
の
濱
松
」（
同
年
九
月
一
～
十
二
月
七
日
『
国
会
』）、「
さ

ん
な
き
ぐ
る
ま
」（
同
年
十
二
月
十
二
～
二
十
三
日
『
国
会
』）、「
あ
が
り
が

ま
」（
明
治
二
十
七
年
十
月
十
六
～
十
二
月
二
十
七
日
『
国
会
』）、｢

み
や
こ

ど
り
」（
明
治
二
十
八
年
二
月
五
～
四
月
五
日
『
国
会
』）
と
い
っ
た
題
名
が

付
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

　
露
伴
は
本
編
に
入
る
前
に
、
先
ず
「
風
流
微
塵
蔵
引
」（
明
治
二
十
六
年

一
月
三
日
『
国
会
』）
を
発
表
し
て
お
り
、
執
筆
意
図
や
題
名
の
由
来
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
我
聞
く
。
文
の
も
つ
て
義
を
載
す
る
を
、
脂
那
に
は
経
と
い
ひ
、
西

天
に
は
線
と
い
ふ
。
経
は
経
緯
相
織
る
の
意
に
取
り
、
線
は
花
を
貫
き

て
瓔
珞
を
作
し
失
墜
せ
ざ
る
の
意
に
取
る
と
。
我
が
心
に
得
て
筆
に
発

す
る
も
の
、
之
を
呼
ん
で
経
と
な
さ
ん
か
、
必
ず
し
も
経
緯
相
織
ら
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ざ
る
な
り
。（
中
略
）
乃
ち
之
を
称
し
て
蔵
と
な
す
。
蓋
し
我
が
心
に

得
る
あ
る
再
々
た
る
雲
の
ご
と
き
も
の
、
我
が
筆
に
発
す
る
と
こ
ろ
の

黒
々
た
る
夜
の
如
き
も
の
の
中
に
蔵
せ
ら
れ
て
、
而
し
て
後
奕
々
冥
々

半
明
半
暗
僅
に
存
す
る
の
意
に
取
る
の
み
。

　
こ
こ
で
は
「
経
」
と
「
線
」
に
譬
え
つ
つ
、
自
ら
の
執
筆
は
「
蔵
」
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。｢

蔵
」
と
称
し
た
意
図
に
つ
い
て
は
「
我
が
心
に

得
る
あ
る
冉
々
た
る
雲
の
ご
と
き
も
の
」「
我
が
筆
に
發
す
る
と
こ
ろ
の
黯
々

た
る
夜
の
如
き
も
の
の
中
に
藏
せ
ら
れ
て
」
云
々
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
微
塵
蔵
」
と
し
た
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
蔵
を
標
す
る
に
微
塵
を
以
て
す
る
は
、
其
極
め
て
小
な
る
こ
と
猶
一

微
塵
の
ご
と
く
な
る
と
、
兼
て
は
華
厳
に
所
謂
破
塵
出
経
巻
の
義
と
に

取
る
な
り
。
た
ゞ
我
浄
慧
浄
眼
の
人
に
あ
ら
ず
、
量
三
千
界
に
等
し
き

の
大
経
巻
を
一
微
塵
中
に
見
る
能
は
ず
、
す
な
は
ち
風
流
の
二
字
を
冠

し
て
具
四
大
願
の
諸
仏
諸
聖
が
見
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
潜
す
る
無
く
、

単
に
凡
眼
を
以
て
微
塵
を
照
破
し
品
花
評
月
の
小
文
字
を
羅
織
し
出
す

に
止
ま
る
も
の
な
る
こ
と
を
明
か
に
す
。

　
右
引
用
文
か
ら
露
伴
は
『
華
厳
経
』
の
「
破
塵
出
経
巻
」
を
参
照
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
他
、『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
「
廬
舎
那
仏
品
」

（
第
二
の
二
）
の
冒
頭
、
普
賢
菩
薩
が
蓮
華
蔵
世
界
を
聴
衆
に
分
別
し
開
示

す
る
言
葉
に
も
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
挙
げ
る『
国
訳
大
蔵
経
』

第
五
巻
か
ら
証
左
さ
れ
る
。

　
諸
の
仏
子
よ
、
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
蓮
華
蔵
世
界
海
は
、
是
れ
廬

舎
那
仏
、
本
菩
薩
の
行
を
修
せ
し
時
、
阿
僧
祇
の
世
界
に
於
て
微
塵
数

劫
に
厳
浄
し
た
ま
ひ
し
所
な
り
。
此
の
劫
に
於
て
、
世
界
の
微
塵
に
等

し
き
如
来
を
恭
敬
し
、
供
養
し
た
て
ま
つ
り
、
一
一
の
仏
の
所
に
て
、

世
界
海
微
塵
数
の
願
行
を
修
し
た
ま
ひ
し
な
り
。

　｢

蔵
」「
海
」「
微
塵
」「
微
塵
数
」
と
い
っ
た
内
容
か
ら
は
広
大
な
世
界
観

が
示
さ
れ
て
い
る
。
露
伴
は
先
に
挙
げ
た
「
風
流
微
塵
蔵
引
」
に
お
い
て
自

身
の
内
面
を
文
と
し
て
綴
る
に
あ
た
り
、「
脂
那
」（
支
那
）の「
経
」や「
西
天
」

（
西
洋
）の「
線
」と
も
呼
び
か
ね「
蔵
」と
称
し
て
い
る
。
内
面
に
お
け
る「
雲

の
ご
と
き
も
の
」「
黯
々
た
る
夜
の
如
き
も
の
」、
つ
ま
り
自
身
の
「
蔵
」
す

る
思
念
を
経
に
も
線
に
も
繋
ぎ
か
ね
て
お
り
、い
わ
ば
広
大
な
思
念
を
「
蔵
」

す
る
内
面
世
界
の
提
示
で
あ
っ
た
。

　
加
え
て
、
露
伴
は
先
の
引
用
に
お
い
て
「
淨
慧
淨
眼
の
人
に
あ
ら
ず
」
と

述
べ
て
お
り
「
風
流
の
二
字
を
冠
し
て
」「
單
に
凡
眼
を
以
て
微
塵
を
照
破

し
品
花
評
月
の
小
文
字
を
羅
織
し
出
す
」
に
止
ま
る
と
し
て
い
る
。
自
身
は

知
恵
も
眼
力
も
不
十
分
な
た
め
花
や
月
の
品
評
に
甘
ん
じ
て
小
文
字
を
「
羅

織
し
出
す
」
に
留
ま
る
た
め
「
風
流
」
の
二
字
を
小
説
の
題
名
に
付
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、｢

風
流
微
塵
蔵
引
」
で
は
広
大
な
内
面

世
界
の
提
示
が
こ
こ
に
予
告
さ
れ
て
い
る
。

　｢

風
流
微
塵
蔵
」
に
は
い
く
つ
か
の
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に

述
べ
た
が
、そ
れ
は
大
き
く
分
け
る
と
四
つ
の
物
語
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

「
さ
ゝ
舟
」「
う
す
ら
ひ
」「
つ
ゆ
く
さ
」「
蹄
鐵
」｢

荷
葉
盃
」
が
木
更
津
青

柳
家
の
物
語
（
千
葉
）、「
き
く
の
濱
松
」
が
九
州
小
倉
の
物
語
（
福
岡
）、「
さ

ん
な
き
ぐ
る
ま
」
が
東
京
市
内
の
物
語
（
東
京
）、「
み
や
こ
ど
り
」
が
浦
和

鹿
手
袋
の
物
語
（
埼
玉
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
構
成
か
ら
見
出
さ
れ

る
特
徴
と
し
て
、
各
物
語
に
登
場
す
る
人
物
が
他
の
物
語
に
お
い
て
も
登
場

し
、
交
差
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
物
語
は
幼
い

新
三
郎
と
お
小
夜
を
中
心
に
、
徐
々
に
成
長
を
遂
げ
展
開
し
て
い
く
。
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童
謡
」（
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
六
月
三
十
日
、七
月
一
日
付
『
国
会
』）

と
い
う
批
評
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

　
わ
れ
聊
か
思
ふ
と
こ
ろ
あ
り
て
去
冬
よ
り
今
春
へ
か
け
新
古
を
問
は

ず
現
存
せ
る
童
謡
を
蒐
集
せ
し
が
、
も
と
よ
り
勢
力
無
き
一
箇
人
の
資

格
を
以
て
せ
し
こ
と
な
れ
ば
意
を
満
た
す
に
足
る
ほ
ど
は
蒐
め
得
ざ
り

し
も
、
各
地
方
よ
り
落
手
せ
し
も
の
敷
百
首
に
下
ら
ず
。（
中
略
）
今

は
た
だ
こ
こ
に
二
つ
三
つ
其
中
に
就
て
、
興
あ
る
も
の
の
我
等
に
は
耳

ふ
り
て
聞
え
ざ
る
を
取
り
出
で
て
少
し
く
評
し
、
ま
た
面
白
が
ら
ぬ
こ

と
の
面
白
き
ほ
ど
拙
き
も
の
を
も
取
り
出
で
て
評
せ
む
。

　
　
　

　
昨
年
よ
り
「
聊
か
思
ふ
と
こ
ろ
」
が
あ
り
「
去
冬
よ
り
今
春
へ
か
け
」
て

「
童
謡
を
蒐
集
」し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。そ
の
真
意
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

少
な
く
と
も
露
伴
の
少
年
文
学
作
品
の
発
表
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
児
童

へ
の
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
福
岡
県
の
子
守
歌
「
夏
去
り
冬
来
る

年
毎
に
、
頓
て
大
人
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
浮
世
の
荒
浪
渡
る
児
よ
、
今
は
心
も

ゆ
る
や
か
に
、
妾
の
床
に
て
寝
ね
し
よ
」
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
批
評
を

行
っ
て
い
る
。

　
古
き
子
守
歌
を
非
な
り
と
し
て
新
に
心
有
り
顔
せ
る
人
の
作
り
出
で

し
も
の
与か

、
前
の
に
比
べ
て
は
甚
だ
し
く
趣お

も
む
き味

劣
り
理
屈
勝
ち
で
、
難

す
べ
き
節
は
無
き
か
知
ら
ね
ど
歌
と
い
ふ
も
の
に
は
中
々
遠
き
も
の
な

る
べ
し
。

　｢

新
に
心
有
り
顔
せ
る
人
」
が
作
っ
た
で
あ
ろ
う
子
守
歌
に
対
し
て
、
露

伴
は
手
厳
し
い
批
評
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
「
理
屈
勝
ち
」
に
な
っ
て
お
り
、

歌
本
来
の
「
趣
味
」
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
も
指
摘
し
て
い
る
。

他
に
も
全
国
各
地
の
童
謡
や
手
鞠
歌
を
挙
げ
て
批
評
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
童
謡
の
批
評
と
と
も
に
、同
時
期
に
発
表
し
た
小
説
の
中
で
、

注
目
し
て
お
き
た
い
の
は｢

風
流
微
塵
蔵
」
で
あ
る
。

  ｢

風
流
微
塵
蔵
」
は
明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
『
国
会
』
紙
上

に
お
い
て
発
表
さ
れ
、
二
十
八
年
四
月
五
日
ま
で
続
い
た
作
品
で
あ
る
が
、

未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
事
由
と
し
て
は
、
発
表
期
間
中
、
露
伴
は
腸

チ
フ
ス
を
患
い
瀕
死
の
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
借
金
の
保
証
人
と
な

っ
た
こ
と
で
一
時
的
だ
が
上
総
望
陀
郡
横
田
村
へ
転
居
す
る
と
い
っ
た
出
来

事
が
重
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

  

題
名
で
あ
る「
風
流
微
塵
蔵
」だ
が
、こ
れ
は
総
題
の
よ
う
な
も
の
で
、個
々

の
題
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ｢

さ
ゝ
舟
」（
明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
八
～
二
月

十
六
日『
国
会
』）、「
う
す
ら
ひ
」（
同
年
二
月
十
八
～
三
月
十
二
日『
国
会
』）、

「
つ
ゆ
く
さ
」（
同
年
三
月
十
四
～
十
六
日
『
国
会
』）、「
蹄
鐵
」（
同
年
三
月

二
十
三
～
四
月
二
日
『
国
会
』）、「
荷
葉
盃
」（
同
年
四
月
十
九
～
六
月
二
十

日
『
国
会
』）、｢

き
く
の
濱
松
」（
同
年
九
月
一
～
十
二
月
七
日
『
国
会
』）、「
さ

ん
な
き
ぐ
る
ま
」（
同
年
十
二
月
十
二
～
二
十
三
日
『
国
会
』）、「
あ
が
り
が

ま
」（
明
治
二
十
七
年
十
月
十
六
～
十
二
月
二
十
七
日
『
国
会
』）、｢

み
や
こ

ど
り
」（
明
治
二
十
八
年
二
月
五
～
四
月
五
日
『
国
会
』）
と
い
っ
た
題
名
が

付
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

　
露
伴
は
本
編
に
入
る
前
に
、
先
ず
「
風
流
微
塵
蔵
引
」（
明
治
二
十
六
年

一
月
三
日
『
国
会
』）
を
発
表
し
て
お
り
、
執
筆
意
図
や
題
名
の
由
来
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
我
聞
く
。
文
の
も
つ
て
義
を
載
す
る
を
、
脂
那
に
は
経
と
い
ひ
、
西

天
に
は
線
と
い
ふ
。
経
は
経
緯
相
織
る
の
意
に
取
り
、
線
は
花
を
貫
き

て
瓔
珞
を
作
し
失
墜
せ
ざ
る
の
意
に
取
る
と
。
我
が
心
に
得
て
筆
に
発

す
る
も
の
、
之
を
呼
ん
で
経
と
な
さ
ん
か
、
必
ず
し
も
経
緯
相
織
ら
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〇
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
巻
六
、
縮
、
張
一
ノ
三
十
四
丁
」
と
い
う
よ
う
に
、

小
活
字
で
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
。
経
典
名
と
と
も
に
縮
刷
版
『
大
蔵
経
』

の
頁
数
ま
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
露
伴
の
仏
典
渉
猟
の
一
端
が
認
め
ら

れ
る
。

　「『
問
ひ
』」
と
「『
思
考
』」
と
と
も
に
『
宝
の
蔵
』
全
十
五
話
の
う
ち
、

各
話
で
仏
教
的
視
点
が
散
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
典
型
的
な
の
は
「
第
十 

他

の
善
を
助
く
る
に
勇
猛
な
る
兎
の
話
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
狐
、
猿
、
獺
、

兎
が
大
学
者
の
た
め
に
食
物
を
探
す
も
、
兎
だ
け
が
そ
れ
が
叶
わ
ず
、
結
果
、

自
ら
火
に
飛
び
込
み
食
物
と
し
て
差
し
出
す
展
開
と
な
る
。
い
わ
ば
「
自
己

犠
牲
」
の
話
で
あ
り
、
既
に
『
今
昔
物
語
集
』
第
五
巻
十
三
話
「
三
獣
行
菩

薩
道
兎
焼
身
語
」
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
有
名
な
話
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
の

は
、
ま
さ
に
兎
が
大
学
者
の
た
め
に
自
ら
の
命
を
捧
げ
る
場
面
で
あ
る
。

　
い
ざ
我
が
身
を
ば
食
し
玉
へ
、
と
云
ひ
終
る
や
否
や
、
奮
然
と
し
て

身
を
躍
ら
せ
、
烈
々
と
燃
ゆ
る
火
中
に
飛
び
入
り
、
自
ら
焼
か
ん
と
な

し
け
れ
ば
、
老
い
た
る
學
者
は
大
き
に
驚
き
、
兎
が
義
烈
に
感
歎
な
し

て
、
猛
火
の
中
よ
り
拯
ひ
出
し
、「
我
過
て
り
、
我
過
て
り
、
如
何
で

學
を
ば
怠
ら
ん
や
、
汝
が
善
を
助
く
る
志
の
勇
猛
な
る
に
勵
ま
さ
れ
て

我
は
一
斗
の
米
を
食
ひ
し
よ
り
も
既
に
飽
け
り
、（
中
略
）
今
ま
で
に

も
増
し
て
心
猛
く
修
行
に
勤
め
勵
ま
ん
、

　
兎
は
自
ら
を
犠
牲
と
す
る
も
直
前
で
大
学
者
に
救
わ
れ
る
。
そ
し
て
大
学

者
も
「
心
猛
く
修
行
に
勤
め
勵
ま
ん
」
と
い
っ
た
形
で
心
を
改
め
再
び
精
進

す
る
。
兎
の
生
命
を
賭
し
た
姿
勢
は
大
学
者
の
心
を
動
か
し
、
真
摯
な
利
他

の
精
神
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
宝
の
蔵
』
の
仏
典
に
依
拠
し
た
詳

細
な
説
明
は
拙
稿
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い（

８
）。

　
全
十
五
話
を
語
り
終
え
た
翁
は
「
よ
み
じ
ま
ひ
」
に
お
い
て
、
冒
頭
で
示

し
た
よ
う
に
童
子
た
ち
か
ら
の
回
答
を
聞
く
こ
と
と
な
る
。
各
話
の
主
眼
と

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
の
童
子
が
回
答
す
る
の
に
対
し
、
翁
は
「
ま
こ

と
に
然
な
り
」
と
い
う
形
で
承
認
し
て
い
く
。
い
ず
れ
も
仏
教
説
話
に
お
け

る
教
訓
や
世
俗
的
倫
理
観
に
立
脚
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
中
に
は
こ
う
し
た

主
眼
と
は
距
離
の
あ
る
回
答
を
童
子
が
行
っ
て
い
る
点
も
認
め
ら
れ
る
。
例

え
ば
、「
第
一 

善
牙
獅
子
と
善
摶
虎
と
両
舌
野
干
」
で
は
、
善
牙
と
い
う
ラ

イ
オ
ン
と
善
摶
と
い
う
ト
ラ
が
仲
良
く
共
生
し
て
い
た
中
、
野
干
す
な
わ
ち

狐
が
両
者
を
仲
違
い
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
野
干
の
計
略
が
露
見
し

両
者
に
よ
っ
て
食
い
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
童
子
た
ち
は
こ
う
し
た
内
容
か
ら

「
彼
の
談
は
譎
詐
の
益
無
き
こ
と
を
説
き
た
る
譬
喩
な
る
べ
し
、
両
舌
野
干

は
（
中
略
）
愚
な
る
め
に
会
ひ
た
り
」「
我
等
は
獅
子
の
如
く
虎
の
如
く
に

独
立
し
て
且
相
助
け
て
世
を
経
べ
し
」「
漫
に
争
闘
を
為
さ
ぬ
と
い
ふ
こ
と

は
賢
き
事
な
り
（
中
略
）
妄
に
闘
ひ
を
開
か
ざ
り
し
に
は
感
服
し
た
り
」
と

い
っ
た
回
答
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
関
谷
博
『
幸
田
露
伴
の

非
戦
思
想（

９
）

』
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
目
は
通
俗
的
教
訓
、
二
つ
目
は
相
互
扶
助
、

三
つ
目
は
闘
い
を
回
避
す
る
た
め
の
智
恵
へ
の
言
及
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
戦
争
と
平
和
に
関
す
る
視
点
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
確
か
に
、『
宝
の
蔵
』
が
発
表
さ
れ
た
約
二
年
後
に
は
日
清
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
る
。
既
に
近
代
国
家
が
志
向
さ
れ
る
中
、
不
平
等
条
約
の
改
正
や

隣
国
と
の
国
境
確
定
、
清
・
朝
鮮
と
の
関
係
を
課
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
日

本
の
社
会
情
勢
に
ま
で
露
伴
が
意
識
を
向
け
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。

　
大
切
な
の
は
、『
宝
の
蔵
』
作
中
の
翁
も
含
め
、
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は

な
く
、
読
者
が
「
よ
み
じ
ま
ひ
」
や
物
語
全
体
に
つ
い
て
よ
く
「
思
考
」
す

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
、
少
年
文

学
作
品
と
接
続
す
る
事
項
と
し
て
、
同
時
期
に
露
伴
は
童
謡
に
も
興
味
や
関

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
露
伴
「
現
存
せ
る
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二
．『
宝
の
蔵
』
と
「
風
流
微
塵
蔵
」
―
物
語
の
形
式
と
内
実
―

　
露
伴
は
『
風
流
仏
』（
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
）
発
表
を
契
機
に

一
躍
脚
光
を
浴
び
、尾
崎
紅
葉
と
と
も
に
明
治
二
十
年
代
の
文
壇
に
お
い
て
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
「
紅
露
時
代
」
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　『
風
流
仏
』
冒
頭
で
は
「
三
尊
四
天
王
十
二
童
子
羅
漢
さ
て
は
五
百
羅
漢
」

｢

緊
那
羅
神
の
声
を
耳
に
す
る
ま
で
の
熱
心
」「
あ
は
れ
毘
首
竭
摩
の
魂
魄
」

な
ど
、
仏
典
に
拠
る
文
言
が
各
章
で
散
見
さ
れ
、『
法
華
経
』
の
「
十
如
是
」

を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
以
降
、「
一
口
剣
」

（
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
）
や
「
五
重
塔
」（
一
八
九
一
（
明
治
二
十

四
）
年
）
な
ど
、
仏
典
に
依
拠
し
た
作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
精
力
的
に
執

筆
し
て
当
代
文
学
を
牽
引
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
中
に
並
行
し
て
児
童
向
け

の
作
品
―
―
少
年
文
学
作
品
の
発
表
が
行
わ
れ
て
い
く
。

　
冒
頭
の
「
は
じ
め
に
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
露
伴
の
少
年
文
学
の
嚆

矢
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は｢

鉄
之
鍛
」（
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年

一
月
『
少
年
園
』）
で
あ
る
。
以
降
、立
て
続
け
に
「
二
宮
尊
徳
翁
」
や
『
宝

の
蔵
』
な
ど
、
児
童
文
学
に
接
続
す
る
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。「
鉄
之
鍛
」

の
掲
載
さ
れ
た
『
少
年
園
』
は
、
日
本
で
最
初
の
少
年
雑
誌
で
あ
り
、
創
刊

さ
れ
た
の
は
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
で
あ
っ
た
。
主
筆
の
山
県
悌
三

郎
は
創
刊
の
辞
で
「
予
輩
は
一
に
今
の
少
年
諸
君
、
中
小
学
の
生
徒
諸
子
に

向
て
大
い
に
望
み
を
嘱
す
る
も
の
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
執
筆
者
は
露
伴

以
外
に
森
鴎
外
や
坪
内
逍
遥
、落
合
直
文
な
ど
、当
代
文
学
を
代
表
す
る
錚
々

た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。

　
露
伴
自
身
も
少
年
た
ち
に
対
し
「
中
小
学
の
生
徒
諸
子
に
向
て
大
い
に
望

み
を
嘱
す
る
」
べ
く
作
品
を
執
筆
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
当
時
の
露
伴
作
品
に
お
い
て
、「
問
い
」
と｢

思
考
」
を
踏
ま

え
た
語
り
の
意
識
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
『
宝
の
蔵
』
を
挙
げ
て
み
た
い（

７
）。

こ
の
物
語
は
、
あ
る
山
里
に
住

む
一
人
の
翁
が
所
持
す
る
「
寳
の
藏
と
呼
べ
る
繪
巻
」
か
ら
、
全
十
五
話
に

わ
た
る
話
を
里
の
童
子
た
ち
に
聞
か
せ
る
形
式
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

第
一
話
に
入
る
前
に
翁
は
「
よ
み
は
じ
め
」
の
項
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
点
で
あ
る
。

　
翁
は
微
笑
み
な
が
ら
「
賢
き
諸か

た
が
た君

よ
、
よ
く
こ
そ
来
玉
ひ
つ
れ
、
古

き
言
に
も
、『
問
ふ
こ
と
は
知
る
こ
と
の
初
め
な
り
』
と
い
へ
る
こ
と

あ
り
、（
中
略
）
諸
君
は
既
に
宝
の
蔵
に
善
き
『
問
ひ
』
を
与
へ
玉
ひ

た
れ
ば
、
次
に
善
き
『
思か

ん
が
へ考

』
と
い
ふ
も
の
を
与
へ
玉
へ
、『
思
考
ふ

る
こ
と
は
悟
る
こ
と
の
初
め
な
り
』、
問
ひ
て
知
り
玉
ひ
た
ら
ば
、
か

な
ら
ず
考
へ
て
悟
る
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
玉
ふ
な
、

　
ま
ず
翁
は
冒
頭
に
お
け
る
「『
問
ひ
』」
を
与
え
る
こ
と
と
「『
思か

ん
が
へ考

』」
る

こ
と
を
童
子
た
ち
に
示
す
。
引
用
文
の
続
き
で
は
、
翁
は
約
束
と
し
て
「
く

れ
ぐ
れ
も
善
く
聴
き
善
く
考
へ
玉
へ
」
と
い
う
よ
う
に
物
語
を
聞
き
終
え
た

後
、
童
子
た
ち
に
各
話
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
を
問
う
よ
う
示
唆
す
る
。
啓
発

誘
導
と
し
て
の
側
面
も
読
み
取
れ
る
が
、
こ
う
し
た
形
式
は
『
宝
の
蔵
』
の

み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
降
に
発
表
す
る
少
年
文
学
作
品
に
お
い
て
も
同
様
と
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
真
西
遊
記
』
で
は
「
明
治
の
御
代
の
年と

し
わ
か少

き
諸か

た
が
た君

」、

ま
た
、「
伊
能
忠
敬
翁
」
で
は
「
可い

と
ほ
し

愛
き
年と

し
わ
か少

の
諸か

た
が
た君

」
と
い
っ
た
形
で
語

り
手
が
述
べ
て
い
る
。
や
は
り
作
者
露
伴
に
は
「
中
小
学
の
生
徒
諸
子
に
向

て
」
と
い
っ
た
意
識
が
あ
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
。

　
加
え
て
、『
宝
の
蔵
』
各
話
は
そ
れ
ぞ
れ
仏
典
に
依
拠
し
て
お
り
、
露
伴

文
学
の
特
徴
も
表
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
作
品
世
界
に
入
る
前
の
「
目
録
お

よ
び
出
所
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
第
一

　
善
牙
獅
子
と
善
博

虎
と
両
舌
野
干
と
の
話
」
の
後
に
「
十
誦
律
巻
九
、
縮
、
張
三
ノ
五
十
九
丁

― 38 （　）―19
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〇
弥
沙
塞
部
和
醯
五
分
律
巻
六
、
縮
、
張
一
ノ
三
十
四
丁
」
と
い
う
よ
う
に
、

小
活
字
で
出
典
が
示
さ
れ
て
い
る
。
経
典
名
と
と
も
に
縮
刷
版
『
大
蔵
経
』

の
頁
数
ま
で
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
露
伴
の
仏
典
渉
猟
の
一
端
が
認
め
ら

れ
る
。

　「『
問
ひ
』」
と
「『
思
考
』」
と
と
も
に
『
宝
の
蔵
』
全
十
五
話
の
う
ち
、

各
話
で
仏
教
的
視
点
が
散
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
典
型
的
な
の
は
「
第
十 

他

の
善
を
助
く
る
に
勇
猛
な
る
兎
の
話
」
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
狐
、
猿
、
獺
、

兎
が
大
学
者
の
た
め
に
食
物
を
探
す
も
、
兎
だ
け
が
そ
れ
が
叶
わ
ず
、
結
果
、

自
ら
火
に
飛
び
込
み
食
物
と
し
て
差
し
出
す
展
開
と
な
る
。
い
わ
ば
「
自
己

犠
牲
」
の
話
で
あ
り
、
既
に
『
今
昔
物
語
集
』
第
五
巻
十
三
話
「
三
獣
行
菩

薩
道
兎
焼
身
語
」
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
有
名
な
話
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
の

は
、
ま
さ
に
兎
が
大
学
者
の
た
め
に
自
ら
の
命
を
捧
げ
る
場
面
で
あ
る
。

　
い
ざ
我
が
身
を
ば
食
し
玉
へ
、
と
云
ひ
終
る
や
否
や
、
奮
然
と
し
て

身
を
躍
ら
せ
、
烈
々
と
燃
ゆ
る
火
中
に
飛
び
入
り
、
自
ら
焼
か
ん
と
な

し
け
れ
ば
、
老
い
た
る
學
者
は
大
き
に
驚
き
、
兎
が
義
烈
に
感
歎
な
し

て
、
猛
火
の
中
よ
り
拯
ひ
出
し
、「
我
過
て
り
、
我
過
て
り
、
如
何
で

學
を
ば
怠
ら
ん
や
、
汝
が
善
を
助
く
る
志
の
勇
猛
な
る
に
勵
ま
さ
れ
て

我
は
一
斗
の
米
を
食
ひ
し
よ
り
も
既
に
飽
け
り
、（
中
略
）
今
ま
で
に

も
増
し
て
心
猛
く
修
行
に
勤
め
勵
ま
ん
、

　
兎
は
自
ら
を
犠
牲
と
す
る
も
直
前
で
大
学
者
に
救
わ
れ
る
。
そ
し
て
大
学

者
も
「
心
猛
く
修
行
に
勤
め
勵
ま
ん
」
と
い
っ
た
形
で
心
を
改
め
再
び
精
進

す
る
。
兎
の
生
命
を
賭
し
た
姿
勢
は
大
学
者
の
心
を
動
か
し
、
真
摯
な
利
他

の
精
神
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
宝
の
蔵
』
の
仏
典
に
依
拠
し
た
詳

細
な
説
明
は
拙
稿
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い（

８
）。

　
全
十
五
話
を
語
り
終
え
た
翁
は
「
よ
み
じ
ま
ひ
」
に
お
い
て
、
冒
頭
で
示

し
た
よ
う
に
童
子
た
ち
か
ら
の
回
答
を
聞
く
こ
と
と
な
る
。
各
話
の
主
眼
と

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
の
童
子
が
回
答
す
る
の
に
対
し
、
翁
は
「
ま
こ

と
に
然
な
り
」
と
い
う
形
で
承
認
し
て
い
く
。
い
ず
れ
も
仏
教
説
話
に
お
け

る
教
訓
や
世
俗
的
倫
理
観
に
立
脚
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
中
に
は
こ
う
し
た

主
眼
と
は
距
離
の
あ
る
回
答
を
童
子
が
行
っ
て
い
る
点
も
認
め
ら
れ
る
。
例

え
ば
、「
第
一 

善
牙
獅
子
と
善
摶
虎
と
両
舌
野
干
」
で
は
、
善
牙
と
い
う
ラ

イ
オ
ン
と
善
摶
と
い
う
ト
ラ
が
仲
良
く
共
生
し
て
い
た
中
、
野
干
す
な
わ
ち

狐
が
両
者
を
仲
違
い
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
野
干
の
計
略
が
露
見
し

両
者
に
よ
っ
て
食
い
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
童
子
た
ち
は
こ
う
し
た
内
容
か
ら

「
彼
の
談
は
譎
詐
の
益
無
き
こ
と
を
説
き
た
る
譬
喩
な
る
べ
し
、
両
舌
野
干

は
（
中
略
）
愚
な
る
め
に
会
ひ
た
り
」「
我
等
は
獅
子
の
如
く
虎
の
如
く
に

独
立
し
て
且
相
助
け
て
世
を
経
べ
し
」「
漫
に
争
闘
を
為
さ
ぬ
と
い
ふ
こ
と

は
賢
き
事
な
り
（
中
略
）
妄
に
闘
ひ
を
開
か
ざ
り
し
に
は
感
服
し
た
り
」
と

い
っ
た
回
答
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
関
谷
博
『
幸
田
露
伴
の

非
戦
思
想（

９
）

』
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
目
は
通
俗
的
教
訓
、
二
つ
目
は
相
互
扶
助
、

三
つ
目
は
闘
い
を
回
避
す
る
た
め
の
智
恵
へ
の
言
及
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
戦
争
と
平
和
に
関
す
る
視
点
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
確
か
に
、『
宝
の
蔵
』
が
発
表
さ
れ
た
約
二
年
後
に
は
日
清
戦
争
が
起

こ
っ
て
い
る
。
既
に
近
代
国
家
が
志
向
さ
れ
る
中
、
不
平
等
条
約
の
改
正
や

隣
国
と
の
国
境
確
定
、
清
・
朝
鮮
と
の
関
係
を
課
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
日

本
の
社
会
情
勢
に
ま
で
露
伴
が
意
識
を
向
け
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。

　
大
切
な
の
は
、『
宝
の
蔵
』
作
中
の
翁
も
含
め
、
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は

な
く
、
読
者
が
「
よ
み
じ
ま
ひ
」
や
物
語
全
体
に
つ
い
て
よ
く
「
思
考
」
す

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
、
少
年
文

学
作
品
と
接
続
す
る
事
項
と
し
て
、
同
時
期
に
露
伴
は
童
謡
に
も
興
味
や
関

心
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
露
伴
「
現
存
せ
る

渡辺賢治：幸田露伴と「児童文学」に関する一考察

　
　
　
二
．『
宝
の
蔵
』
と
「
風
流
微
塵
蔵
」
―
物
語
の
形
式
と
内
実
―

　
露
伴
は
『
風
流
仏
』（
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
）
発
表
を
契
機
に

一
躍
脚
光
を
浴
び
、尾
崎
紅
葉
と
と
も
に
明
治
二
十
年
代
の
文
壇
に
お
い
て
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
「
紅
露
時
代
」
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　『
風
流
仏
』
冒
頭
で
は
「
三
尊
四
天
王
十
二
童
子
羅
漢
さ
て
は
五
百
羅
漢
」

｢

緊
那
羅
神
の
声
を
耳
に
す
る
ま
で
の
熱
心
」「
あ
は
れ
毘
首
竭
摩
の
魂
魄
」

な
ど
、
仏
典
に
拠
る
文
言
が
各
章
で
散
見
さ
れ
、『
法
華
経
』
の
「
十
如
是
」

を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
以
降
、「
一
口
剣
」

（
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
）
や
「
五
重
塔
」（
一
八
九
一
（
明
治
二
十

四
）
年
）
な
ど
、
仏
典
に
依
拠
し
た
作
品
を
次
々
と
発
表
し
、
精
力
的
に
執

筆
し
て
当
代
文
学
を
牽
引
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
中
に
並
行
し
て
児
童
向
け

の
作
品
―
―
少
年
文
学
作
品
の
発
表
が
行
わ
れ
て
い
く
。

　
冒
頭
の
「
は
じ
め
に
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
露
伴
の
少
年
文
学
の
嚆

矢
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は｢

鉄
之
鍛
」（
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年

一
月
『
少
年
園
』）
で
あ
る
。
以
降
、立
て
続
け
に
「
二
宮
尊
徳
翁
」
や
『
宝

の
蔵
』
な
ど
、
児
童
文
学
に
接
続
す
る
作
品
を
発
表
し
て
い
く
。「
鉄
之
鍛
」

の
掲
載
さ
れ
た
『
少
年
園
』
は
、
日
本
で
最
初
の
少
年
雑
誌
で
あ
り
、
創
刊

さ
れ
た
の
は
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
で
あ
っ
た
。
主
筆
の
山
県
悌
三

郎
は
創
刊
の
辞
で
「
予
輩
は
一
に
今
の
少
年
諸
君
、
中
小
学
の
生
徒
諸
子
に

向
て
大
い
に
望
み
を
嘱
す
る
も
の
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
執
筆
者
は
露
伴

以
外
に
森
鴎
外
や
坪
内
逍
遥
、落
合
直
文
な
ど
、当
代
文
学
を
代
表
す
る
錚
々

た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。

　
露
伴
自
身
も
少
年
た
ち
に
対
し
「
中
小
学
の
生
徒
諸
子
に
向
て
大
い
に
望

み
を
嘱
す
る
」
べ
く
作
品
を
執
筆
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
当
時
の
露
伴
作
品
に
お
い
て
、「
問
い
」
と｢

思
考
」
を
踏
ま

え
た
語
り
の
意
識
が
挙
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
『
宝
の
蔵
』
を
挙
げ
て
み
た
い（

７
）。

こ
の
物
語
は
、
あ
る
山
里
に
住

む
一
人
の
翁
が
所
持
す
る
「
寳
の
藏
と
呼
べ
る
繪
巻
」
か
ら
、
全
十
五
話
に

わ
た
る
話
を
里
の
童
子
た
ち
に
聞
か
せ
る
形
式
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、

第
一
話
に
入
る
前
に
翁
は
「
よ
み
は
じ
め
」
の
項
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
点
で
あ
る
。

　
翁
は
微
笑
み
な
が
ら
「
賢
き
諸か

た
が
た君

よ
、
よ
く
こ
そ
来
玉
ひ
つ
れ
、
古

き
言
に
も
、『
問
ふ
こ
と
は
知
る
こ
と
の
初
め
な
り
』
と
い
へ
る
こ
と

あ
り
、（
中
略
）
諸
君
は
既
に
宝
の
蔵
に
善
き
『
問
ひ
』
を
与
へ
玉
ひ

た
れ
ば
、
次
に
善
き
『
思か

ん
が
へ考

』
と
い
ふ
も
の
を
与
へ
玉
へ
、『
思
考
ふ

る
こ
と
は
悟
る
こ
と
の
初
め
な
り
』、
問
ひ
て
知
り
玉
ひ
た
ら
ば
、
か

な
ら
ず
考
へ
て
悟
る
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
玉
ふ
な
、

　
ま
ず
翁
は
冒
頭
に
お
け
る
「『
問
ひ
』」
を
与
え
る
こ
と
と
「『
思か

ん
が
へ考

』」
る

こ
と
を
童
子
た
ち
に
示
す
。
引
用
文
の
続
き
で
は
、
翁
は
約
束
と
し
て
「
く

れ
ぐ
れ
も
善
く
聴
き
善
く
考
へ
玉
へ
」
と
い
う
よ
う
に
物
語
を
聞
き
終
え
た

後
、
童
子
た
ち
に
各
話
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
を
問
う
よ
う
示
唆
す
る
。
啓
発

誘
導
と
し
て
の
側
面
も
読
み
取
れ
る
が
、
こ
う
し
た
形
式
は
『
宝
の
蔵
』
の

み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
降
に
発
表
す
る
少
年
文
学
作
品
に
お
い
て
も
同
様
と
な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
真
西
遊
記
』
で
は
「
明
治
の
御
代
の
年と

し
わ
か少

き
諸か

た
が
た君

」、

ま
た
、「
伊
能
忠
敬
翁
」
で
は
「
可い

と
ほ
し

愛
き
年と

し
わ
か少

の
諸か

た
が
た君

」
と
い
っ
た
形
で
語

り
手
が
述
べ
て
い
る
。
や
は
り
作
者
露
伴
に
は
「
中
小
学
の
生
徒
諸
子
に
向

て
」
と
い
っ
た
意
識
が
あ
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
。

　
加
え
て
、『
宝
の
蔵
』
各
話
は
そ
れ
ぞ
れ
仏
典
に
依
拠
し
て
お
り
、
露
伴

文
学
の
特
徴
も
表
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
作
品
世
界
に
入
る
前
の
「
目
録
お

よ
び
出
所
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
第
一

　
善
牙
獅
子
と
善
博

虎
と
両
舌
野
干
と
の
話
」
の
後
に
「
十
誦
律
巻
九
、
縮
、
張
三
ノ
五
十
九
丁
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年
の
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
で
あ
る
。
前
者
は
富
国
強
兵
を
担
い
つ
つ
、
後
者

は
実
利
的
な
教
訓
性
を
伝
え
る
と
い
っ
た
内
実
を
秘
め
て
お
り
、
物
語
の
面

白
さ
が
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に
は
魅
力
的
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
八
九
〇
年

か
ら
九
二
年
に
か
け
て
『
女
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
若
松
賤
子
訳
に
よ
る
、

バ
ー
ネ
ッ
ト
『
小
公
子
』
は
特
徴
的
と
言
え
る
。
そ
れ
ま
で
文
語
調
で
書
か

れ
て
い
た
子
ど
も
向
け
の
物
語
を
口
語
体
で
表
現
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
博

愛
主
義
、
家
庭
に
お
け
る
母
子
愛
の
尊
さ
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
他
、
一
八

八
〇
年
代
に
は
グ
リ
ム
童
話
の
翻
訳
が
絵
本
化
さ
れ
る
な
ど
、
絵
本
の
形
で

も
翻
訳
は
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
就
学
時
代
で
あ
っ
た
当
時
の
露
伴

も
吸
収
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
流
入
が

認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
先
に
挙
げ
た
巌
谷
小
波
『
こ
が
ね
丸
』
の
登
場
が
あ

る
わ
け
だ
が
、
こ
ち
ら
は
犬
を
主
人
公
と
す
る
仇
討
ち
物
で
、
勧
善
懲
悪
の

思
想
が
表
出
し
て
い
る
。
し
か
も
文
語
体
で
書
か
れ
、
江
戸
時
代
以
来
の
封

建
思
想
も
色
濃
く
残
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は

人
気
を
博
し
た
。
以
降
、
小
波
は
日
本
の
昔
話
や
世
界
の
昔
話
を
再
話
に
し

た
叢
書
を
著
し
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
雑
誌
『
少
年
世
界
』
の
主
筆
を

務
め
る
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
潮
流
は
押
川
春
浪
ら
の
冒

険
小
説
に
も
受
け
継
が
れ
、一
九
一
一
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
講
談
本『
立

川
文
庫
』
と
と
も
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系
の
大
衆
児
童
文
学
へ
と
接

続
し
て
い
く（

５
）。

　
巌
谷
小
波
自
身
、
尾
崎
紅
葉
や
山
田
美
妙
ら
が
創
設
し
た
文
学
結
社
「
硯

友
社
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
出
発
点
は
児
童
文
学
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。

小
説
の
代
表
作
と
し
て
は
『
妹
背
貝
』
が
挙
げ
ら
れ
、
言
文
一
致
体
を
用
い

た
少
年
少
女
の
儚
い
恋
物
語
を
描
い
て
い
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
そ

の
後
、『
こ
が
ね
丸
』
発
表
を
契
機
に
明
治
期
の
児
童
文
学
を
代
表
す
る
作

家
と
な
り
、
博
文
館
の
雑
誌
『
少
年
世
界
』
の
主
筆
と
し
て
活
躍
す
る
ま
で

に
到
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、『
こ
が
ね
丸
』
は
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ

の
背
景
と
し
て
、
音
読
へ
の
意
識
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
『
こ
が
ね

丸
』「
凡
例
」（
ま
え
が
き
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ひ
た
す
ら
少
年
の
読
み
や
す
か
ら
ん
を
願
ふ
て
わ
ざ
と
例
の
言
文
一

致
も
廃
し
つ
。
時
に
五
七
の
句
調
な
ど
用
ひ
て
、
趣
向
も
文
章
も
天
晴

れ
時
代
ぶ
り
た
れ
ど
、
こ
れ
か
え
つ
て
少
年
に
は
、
誦
し
や
す
く
解
し

や
す
か
ら
ん
か
。

　
右
引
用
文
「
少
年
に
は
、
誦
し
や
す
く
解
し
や
す
か
ら
ん
か
」
と
い
っ
た

部
分
か
ら
、『
こ
が
ね
丸
』
が
文
語
体
で
書
か
れ
た
の
は
、
音
読
の
た
め
で

あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
も
物
語
世
界
は
先
に
触
れ
た
通
り
、
犬
を

主
人
公
と
し
た
仇
討
ち
物
で
勧
善
懲
悪
の
思
想
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
小
波
の
姿
勢
を
受
け
て
か
、
露
伴
『
宝
の
蔵
』
で
は
全
十
五
話
を
通

し
て
、
大
半
は
動
物
た
ち
が
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る

露
伴
の
直
接
の
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
当
代
文
学
で
一
躍
脚
光
を
浴
び

た
小
波
の
作
品
ス
タ
イ
ル
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　
小
波
の
作
品
が
契
機
と
な
っ
て
児
童
文
学
は
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
わ
け

だ
が
、
そ
れ
は
後
年
、
子
ど
も
た
ち
の
前
で
語
る
口
演
童
話
の
創
始
に
も
接

続
し
、
さ
ら
に
は
蘆
谷
蘆
村
や
久
留
島
武
彦
ら
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
独
自

の
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
当
時
の
特
徴
と
し
て
は
、
翻
訳
な
ど

西
欧
の
児
童
文
学
の
流
入
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
勧
善
懲
悪
を
主

軸
と
し
た
戯
作
文
学
が
混
交
し
て
い
た
情
況
が
挙
げ
ら
れ
る（

６
）。

露
伴
も
こ
う

し
た
児
童
文
学
の
展
開
を
間
近
に
接
し
、
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

渡辺賢治：幸田露伴と「児童文学」に関する一考察

で
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
小
波
の
言
う
「
少
年
用
文
学
」
と
は
子
ど
も
の
文
学

に
ほ
か
な
ら
ず
、
現
在
の
児
童
文
学
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。

　
た
だ
し
、『
こ
が
ね
丸
』
を
始
め
と
し
た
当
時
の
少
年
文
学
の
内
実
は
、

道
徳
的
か
つ
教
訓
的
内
容
を
主
と
し
、
加
え
て
難
解
さ
や
漢
語
の
多
様
さ
も

認
め
ら
れ
、
今
日
我
々
の
想
像
す
る
児
童
文
学
と
は
決
し
て
同
質
で
は
な

い
。
小
波
自
身
も
「
お
伽
噺
」
は
子
ど
も
に
限
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
大

人
に
も
通
用
す
る
文
学
と
し
て
の
質
の
高
さ
を
求
め
て
い
た（

１
）。

こ
う
し
た
背

景
に
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
、
立
身
出
世
思
想
の
昂

揚
が
認
め
ら
れ
、
い
わ
ば
日
本
近
代
児
童
文
学
の
開
陳
に
際
し
て
、
新
た
な

近
代
国
家
を
担
う
若
者
養
成
と
啓
発
誘
導
と
い
っ
た
視
点
が
強
か
っ
た
こ
と

は
「
こ
が
ね
丸
」
以
降
の
少
年
文
学
作
品
か
ら
も
読
み
取
れ
る（

２
）。

　
こ
う
し
た
新
時
代
の
潮
流
の
中
、
明
治
二
十
年
代
に
「
紅
露
時
代
」
と
称

さ
れ
、
文
壇
の
一
時
代
を
築
い
た
作
家
・
幸
田
露
伴
も
児
童
向
け
作
品
す
な

わ
ち
少
年
文
学
に
関
連
す
る
作
品
を
複
数
発
表
し
て
い
る
。具
体
的
に
は「
鉄

之
鍛
」（
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
一
月
『
少
年
圓
』）
や
「
二
宮
尊
徳

翁
」（
一
八
九
一
（
同
二
十
四
）
年
十
月
『
少
年
文
学
』）、『
宝
の
蔵
』（
一

八
九
二
（
同
二
十
五
）
年
七
月 

学
齢
館
）、『
真
西
遊
記
』（
一
八
九
三
（
同

二
十
六
）
年
三
月 

学
齢
館
）、「
伊
能
忠
敬
翁
」（
同
年
五
月
『
少
年
雅
賞
』）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
道
徳
や
倫
理
観
を
基
軸
と
し
、
そ
こ
に
歴

史
上
の
人
物
や
仏
典
を
下
敷
き
と
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
作

品
に
よ
っ
て
は
物
語
の
形
式
や
内
実
に
お
い
て
、
露
伴
の
意
識
や
工
夫
の
跡

も
認
め
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
露
伴
文
学
に
お
け
る
「
児
童
文
学
」
の
位
置
づ
け
の
一
階
梯

と
し
て
、『
宝
の
蔵
』
や
「
風
流
微
塵
蔵
」（
明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日

～
同
二
十
八
年
四
月
五
日
『
国
会
』）
な
ど
、
同
時
期
に
発
表
し
た
作
品
や

身
辺
状
況
に
も
触
れ
な
が
ら
、
露
伴
と
「
児
童
文
学
」
に
関
す
る
考
察
を
試

み
た
い
。

　
　
　
一
、
明
治
期
に
お
け
る
「
児
童
文
学
」
概
況

　
露
伴
が
作
家
と
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
明
治
二
十
二
年
で
あ
る

が
、
そ
も
そ
も
当
時
の
児
童
文
学
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
。
概

況
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

　
近
代
国
家
樹
立
を
進
め
る
べ
く
、
明
治
政
府
は
富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
、

立
身
出
世
思
想
を
強
く
打
ち
出
し
た
が
、
教
育
の
面
で
も
そ
れ
は
同
様
で
あ

っ
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
公
布
に
よ
る
学
校
制
度
の
整
備
を

始
め
、
一
八
九
〇
（
同
二
十
三
）
年
の
教
育
勅
語
発
布
な
ど
、
子
ど
も
が
等

質
に
制
度
内
に
組
み
込
ま
れ
、
新
た
な
知
識
獲
得
と
啓
発
誘
導
の
も
と
教
育

の
確
立
と
普
及
が
成
さ
れ
た
。
露
伴
も
こ
う
し
た
新
た
な
学
校
制
度
の
構
築

が
進
む
中
で
、
東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
校
や
東
京
府
第
一
中
学
校
に
お
い

て
就
学
時
代
を
重
ね
て
い
る
。

　
学
校
制
度
の
近
代
化
と
並
行
し
て
、
西
欧
の
児
童
文
学
と
と
も
に
新
た
な

子
ど
も
観
の
流
入
も
挙
げ
ら
れ
る
。
西
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
印
刷
技
術
や
流

通
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、子
ど
も
を
主
眼
と
し
た
出
版
物
の
相
次
ぐ
誕
生
な
ど
、

日
本
の
近
代
化
や
文
明
化
を
急
務
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
識
字
教
育
に
力

を
注
が
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

３
）。

端
的
に
言
う
と
、
明
治
期
の
教
育
は
西

洋
の
モ
デ
ル
を
と
り
入
れ
た
欧
化
政
策
に
努
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
児

童
文
学
の
世
界
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
啓
蒙
書
か
ら
物
語
に
到
る
ま

で
輸
入
も
の
の
翻
訳
・
翻
案
が
占
め
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
封
建
社
会
で
流

通
し
た
儒
学
的
思
想
か
ら
一
転
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
主
と
し
た
資
本
主
義
的

倫
理
思
想
が
英
米
の
科
学
読
み
も
の
や
教
育
書
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る（

４
）。

　
例
え
ば
、
一
八
四
八
年
の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
や
一
八
七
三
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年
の
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
で
あ
る
。
前
者
は
富
国
強
兵
を
担
い
つ
つ
、
後
者

は
実
利
的
な
教
訓
性
を
伝
え
る
と
い
っ
た
内
実
を
秘
め
て
お
り
、
物
語
の
面

白
さ
が
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に
は
魅
力
的
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
八
九
〇
年

か
ら
九
二
年
に
か
け
て
『
女
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
若
松
賤
子
訳
に
よ
る
、

バ
ー
ネ
ッ
ト
『
小
公
子
』
は
特
徴
的
と
言
え
る
。
そ
れ
ま
で
文
語
調
で
書
か

れ
て
い
た
子
ど
も
向
け
の
物
語
を
口
語
体
で
表
現
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
博

愛
主
義
、
家
庭
に
お
け
る
母
子
愛
の
尊
さ
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
他
、
一
八

八
〇
年
代
に
は
グ
リ
ム
童
話
の
翻
訳
が
絵
本
化
さ
れ
る
な
ど
、
絵
本
の
形
で

も
翻
訳
は
受
容
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
就
学
時
代
で
あ
っ
た
当
時
の
露
伴

も
吸
収
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
流
入
が

認
め
ら
れ
る
一
方
で
、
先
に
挙
げ
た
巌
谷
小
波
『
こ
が
ね
丸
』
の
登
場
が
あ

る
わ
け
だ
が
、
こ
ち
ら
は
犬
を
主
人
公
と
す
る
仇
討
ち
物
で
、
勧
善
懲
悪
の

思
想
が
表
出
し
て
い
る
。
し
か
も
文
語
体
で
書
か
れ
、
江
戸
時
代
以
来
の
封

建
思
想
も
色
濃
く
残
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は

人
気
を
博
し
た
。
以
降
、
小
波
は
日
本
の
昔
話
や
世
界
の
昔
話
を
再
話
に
し

た
叢
書
を
著
し
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
雑
誌
『
少
年
世
界
』
の
主
筆
を

務
め
る
な
ど
、
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。
こ
の
潮
流
は
押
川
春
浪
ら
の
冒

険
小
説
に
も
受
け
継
が
れ
、一
九
一
一
年
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
講
談
本『
立

川
文
庫
』
と
と
も
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
系
の
大
衆
児
童
文
学
へ
と
接

続
し
て
い
く（

５
）。

　
巌
谷
小
波
自
身
、
尾
崎
紅
葉
や
山
田
美
妙
ら
が
創
設
し
た
文
学
結
社
「
硯

友
社
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
出
発
点
は
児
童
文
学
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。

小
説
の
代
表
作
と
し
て
は
『
妹
背
貝
』
が
挙
げ
ら
れ
、
言
文
一
致
体
を
用
い

た
少
年
少
女
の
儚
い
恋
物
語
を
描
い
て
い
た
こ
と
は
有
名
な
話
で
あ
る
。
そ

の
後
、『
こ
が
ね
丸
』
発
表
を
契
機
に
明
治
期
の
児
童
文
学
を
代
表
す
る
作

家
と
な
り
、
博
文
館
の
雑
誌
『
少
年
世
界
』
の
主
筆
と
し
て
活
躍
す
る
ま
で

に
到
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
先
述
し
た
よ
う
に
、『
こ
が
ね
丸
』
は
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ

の
背
景
と
し
て
、
音
読
へ
の
意
識
も
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
は
『
こ
が
ね

丸
』「
凡
例
」（
ま
え
が
き
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ひ
た
す
ら
少
年
の
読
み
や
す
か
ら
ん
を
願
ふ
て
わ
ざ
と
例
の
言
文
一

致
も
廃
し
つ
。
時
に
五
七
の
句
調
な
ど
用
ひ
て
、
趣
向
も
文
章
も
天
晴

れ
時
代
ぶ
り
た
れ
ど
、
こ
れ
か
え
つ
て
少
年
に
は
、
誦
し
や
す
く
解
し

や
す
か
ら
ん
か
。

　
右
引
用
文
「
少
年
に
は
、
誦
し
や
す
く
解
し
や
す
か
ら
ん
か
」
と
い
っ
た

部
分
か
ら
、『
こ
が
ね
丸
』
が
文
語
体
で
書
か
れ
た
の
は
、
音
読
の
た
め
で

あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
も
物
語
世
界
は
先
に
触
れ
た
通
り
、
犬
を

主
人
公
と
し
た
仇
討
ち
物
で
勧
善
懲
悪
の
思
想
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
小
波
の
姿
勢
を
受
け
て
か
、
露
伴
『
宝
の
蔵
』
で
は
全
十
五
話
を
通

し
て
、
大
半
は
動
物
た
ち
が
主
人
公
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
す
る

露
伴
の
直
接
の
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
当
代
文
学
で
一
躍
脚
光
を
浴
び

た
小
波
の
作
品
ス
タ
イ
ル
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　
小
波
の
作
品
が
契
機
と
な
っ
て
児
童
文
学
は
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
わ
け

だ
が
、
そ
れ
は
後
年
、
子
ど
も
た
ち
の
前
で
語
る
口
演
童
話
の
創
始
に
も
接

続
し
、
さ
ら
に
は
蘆
谷
蘆
村
や
久
留
島
武
彦
ら
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
独
自

の
発
展
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
当
時
の
特
徴
と
し
て
は
、
翻
訳
な
ど

西
欧
の
児
童
文
学
の
流
入
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
勧
善
懲
悪
を
主

軸
と
し
た
戯
作
文
学
が
混
交
し
て
い
た
情
況
が
挙
げ
ら
れ
る（

６
）。

露
伴
も
こ
う

し
た
児
童
文
学
の
展
開
を
間
近
に
接
し
、
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

渡辺賢治：幸田露伴と「児童文学」に関する一考察

で
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
小
波
の
言
う
「
少
年
用
文
学
」
と
は
子
ど
も
の
文
学

に
ほ
か
な
ら
ず
、
現
在
の
児
童
文
学
の
先
駆
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。

　
た
だ
し
、『
こ
が
ね
丸
』
を
始
め
と
し
た
当
時
の
少
年
文
学
の
内
実
は
、

道
徳
的
か
つ
教
訓
的
内
容
を
主
と
し
、
加
え
て
難
解
さ
や
漢
語
の
多
様
さ
も

認
め
ら
れ
、
今
日
我
々
の
想
像
す
る
児
童
文
学
と
は
決
し
て
同
質
で
は
な

い
。
小
波
自
身
も
「
お
伽
噺
」
は
子
ど
も
に
限
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
大

人
に
も
通
用
す
る
文
学
と
し
て
の
質
の
高
さ
を
求
め
て
い
た（

１
）。

こ
う
し
た
背

景
に
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
、
立
身
出
世
思
想
の
昂

揚
が
認
め
ら
れ
、
い
わ
ば
日
本
近
代
児
童
文
学
の
開
陳
に
際
し
て
、
新
た
な

近
代
国
家
を
担
う
若
者
養
成
と
啓
発
誘
導
と
い
っ
た
視
点
が
強
か
っ
た
こ
と

は
「
こ
が
ね
丸
」
以
降
の
少
年
文
学
作
品
か
ら
も
読
み
取
れ
る（

２
）。

　
こ
う
し
た
新
時
代
の
潮
流
の
中
、
明
治
二
十
年
代
に
「
紅
露
時
代
」
と
称

さ
れ
、
文
壇
の
一
時
代
を
築
い
た
作
家
・
幸
田
露
伴
も
児
童
向
け
作
品
す
な

わ
ち
少
年
文
学
に
関
連
す
る
作
品
を
複
数
発
表
し
て
い
る
。具
体
的
に
は「
鉄

之
鍛
」（
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
一
月
『
少
年
圓
』）
や
「
二
宮
尊
徳

翁
」（
一
八
九
一
（
同
二
十
四
）
年
十
月
『
少
年
文
学
』）、『
宝
の
蔵
』（
一

八
九
二
（
同
二
十
五
）
年
七
月 

学
齢
館
）、『
真
西
遊
記
』（
一
八
九
三
（
同

二
十
六
）
年
三
月 

学
齢
館
）、「
伊
能
忠
敬
翁
」（
同
年
五
月
『
少
年
雅
賞
』）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
道
徳
や
倫
理
観
を
基
軸
と
し
、
そ
こ
に
歴

史
上
の
人
物
や
仏
典
を
下
敷
き
と
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
併
せ
て
、
作

品
に
よ
っ
て
は
物
語
の
形
式
や
内
実
に
お
い
て
、
露
伴
の
意
識
や
工
夫
の
跡

も
認
め
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
露
伴
文
学
に
お
け
る
「
児
童
文
学
」
の
位
置
づ
け
の
一
階
梯

と
し
て
、『
宝
の
蔵
』
や
「
風
流
微
塵
蔵
」（
明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日

～
同
二
十
八
年
四
月
五
日
『
国
会
』）
な
ど
、
同
時
期
に
発
表
し
た
作
品
や

身
辺
状
況
に
も
触
れ
な
が
ら
、
露
伴
と
「
児
童
文
学
」
に
関
す
る
考
察
を
試

み
た
い
。

　
　
　
一
、
明
治
期
に
お
け
る
「
児
童
文
学
」
概
況

　
露
伴
が
作
家
と
し
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
明
治
二
十
二
年
で
あ
る

が
、
そ
も
そ
も
当
時
の
児
童
文
学
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
。
概

況
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

　
近
代
国
家
樹
立
を
進
め
る
べ
く
、
明
治
政
府
は
富
国
強
兵
や
殖
産
興
業
、

立
身
出
世
思
想
を
強
く
打
ち
出
し
た
が
、
教
育
の
面
で
も
そ
れ
は
同
様
で
あ

っ
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
学
制
公
布
に
よ
る
学
校
制
度
の
整
備
を

始
め
、
一
八
九
〇
（
同
二
十
三
）
年
の
教
育
勅
語
発
布
な
ど
、
子
ど
も
が
等

質
に
制
度
内
に
組
み
込
ま
れ
、
新
た
な
知
識
獲
得
と
啓
発
誘
導
の
も
と
教
育

の
確
立
と
普
及
が
成
さ
れ
た
。
露
伴
も
こ
う
し
た
新
た
な
学
校
制
度
の
構
築

が
進
む
中
で
、
東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
校
や
東
京
府
第
一
中
学
校
に
お
い

て
就
学
時
代
を
重
ね
て
い
る
。

　
学
校
制
度
の
近
代
化
と
並
行
し
て
、
西
欧
の
児
童
文
学
と
と
も
に
新
た
な

子
ど
も
観
の
流
入
も
挙
げ
ら
れ
る
。
西
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
印
刷
技
術
や
流

通
シ
ス
テ
ム
の
普
及
、子
ど
も
を
主
眼
と
し
た
出
版
物
の
相
次
ぐ
誕
生
な
ど
、

日
本
の
近
代
化
や
文
明
化
を
急
務
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
識
字
教
育
に
力

を
注
が
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

３
）。

端
的
に
言
う
と
、
明
治
期
の
教
育
は
西

洋
の
モ
デ
ル
を
と
り
入
れ
た
欧
化
政
策
に
努
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
児

童
文
学
の
世
界
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
啓
蒙
書
か
ら
物
語
に
到
る
ま

で
輸
入
も
の
の
翻
訳
・
翻
案
が
占
め
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
封
建
社
会
で
流

通
し
た
儒
学
的
思
想
か
ら
一
転
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
主
と
し
た
資
本
主
義
的

倫
理
思
想
が
英
米
の
科
学
読
み
も
の
や
教
育
書
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る（

４
）。

　
例
え
ば
、
一
八
四
八
年
の
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
や
一
八
七
三

― 41 （　）―16



　
　
　
は
じ
め
に

　
日
本
近
代
文
学
の
黎
明
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
活
躍
し
た
幸
田
露
伴
の
作

家
活
動
は
実
に
多
彩
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
小
説
は
も
と
よ
り
評
論
、随
筆
、

紀
行
、
史
伝
、
考
証
、
戯
曲
な
ど
、
露
伴
文
学
の
全
貌
は
広
大
で
あ
り
、
没

後
か
ら
七
十
年
以
上
を
経
た
現
在
に
お
い
て
も
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
露
伴
と
児
童
文
学
と
い
っ
た
視
点
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
論
考
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
明
治
期
に
お
い
て
は
巌
谷
小
波
『
こ
が
ね
丸
』（
一
八
九

一
（
明
治
二
十
四
）
年
一
月 

博
文
館
）
の
発
表
を
契
機
に
「
お
伽
話
」
は
次
々

と
誕
生
し
、
現
代
ま
で
脈
々
と
続
く
児
童
文
学
の
基
底
を
創
出
し
た
。『
こ

幸
田
露
伴
と
「
児
童
文
学
」
に
関
す
る
一
考
察

渡
　
辺
　
賢
　
治

が
ね
丸
』
の
前
書
き
部
分
（「
凡
例
」）
で
は
「
此
書
題
し
て
『
少
年
文
学
』

と
云
へ
る
は
、
少
年
用
文
学
と
の
意
味
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、

当
代
に
お
い
て
既
に
大
人
と
は
異
な
る
存
在
と
し
て
の
「
子
ど
も
」
が
見
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
は
「
児
童
文
学
」
と
い

っ
た
言
葉
自
体
は
存
在
し
な
い
。
明
治
二
十
年
代
、『
こ
が
ね
丸
』
が
収
載

さ
れ
た
『
少
年
文
学
叢
書
』
を
始
め
『
少
年
園
』
や
『
日
本
之
少
年
』、『
少

国
民
』
や
『
少
年
文
庫
』
な
ど
の
雑
誌
は
「
少
年
文
学
」
と
い
っ
た
枠
組
み

研究ノート

二
〇
二
二
年
二
月
一
日
受
付

W
A

T
A

N
A

BE K
enji  

幼
児
教
育
保
育
学
科
・
准
教
授
（
日
本
近
代
文
学
）

【
要
旨
】
明
治
期
を
代
表
す
る
作
家
・
幸
田
露
伴
は
児
童
向
け
の
作
品
も
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
道
徳
や
倫
理
観
を
基
軸
と
し
、
近
代
国
家
を
担
う
若
者
養
成
と
啓
発

誘
導
と
い
っ
た
視
点
と
と
も
に
歴
史
上
の
人
物
や
仏
典
な
ど
も
下
敷
き
に
し
て
い
る
。「
児
童
文
学
」
す
な
わ
ち
少
年
文
学
の
一
例
と
し
て
『
宝
の
蔵
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
作
品
は
全
十
五
話
構
成
の
も
と
一
人
の
翁
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
総
題
と
し
て
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
小
説
「
風
流
微
塵
蔵
」
も
同
様
に
各
物
語

世
界
の
総
題
と
し
て
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
宝
の
蔵
』
で
は
若
者
へ
の
啓
発
誘
導
と
と
も
に
「
思
考
」
や
「
問
い
」
を
求
め
る
一
方
、「
風
流
微
塵
蔵
」
で
は
少
年

少
女
を
中
心
と
し
た
物
語
展
開
で
「
縁
起
」
や
「
会
者
定
理
」
と
い
っ
た
仏
典
の
言
葉
を
用
い
て
紆
余
曲
折
・
煩
悶
葛
藤
し
な
が
ら
主
人
公
自
身
、
自
ら
の
人
生
を
考
え
、
問

う
て
い
る
。
明
治
二
十
年
代
半
ば
の
露
伴
の
文
業
を
見
て
み
る
と
、
児
童
向
け
・
大
人
向
け
作
品
は
と
も
か
く
互
い
に
連
動
し
て
い
る
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、「
児
童

文
学
」
は
露
伴
文
学
形
成
の
一
部
分
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　
日
本
近
代
文
学
の
黎
明
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
活
躍
し
た
幸
田
露
伴
の
作

家
活
動
は
実
に
多
彩
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
小
説
は
も
と
よ
り
評
論
、随
筆
、

紀
行
、
史
伝
、
考
証
、
戯
曲
な
ど
、
露
伴
文
学
の
全
貌
は
広
大
で
あ
り
、
没

後
か
ら
七
十
年
以
上
を
経
た
現
在
に
お
い
て
も
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
露
伴
と
児
童
文
学
と
い
っ
た
視
点
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
論
考
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
明
治
期
に
お
い
て
は
巌
谷
小
波
『
こ
が
ね
丸
』（
一
八
九

一
（
明
治
二
十
四
）
年
一
月 

博
文
館
）
の
発
表
を
契
機
に
「
お
伽
話
」
は
次
々

と
誕
生
し
、
現
代
ま
で
脈
々
と
続
く
児
童
文
学
の
基
底
を
創
出
し
た
。『
こ

幸
田
露
伴
と
「
児
童
文
学
」
に
関
す
る
一
考
察

渡
　
辺
　
賢
　
治

が
ね
丸
』
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前
書
き
部
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（「
凡
例
」）
で
は
「
此
書
題
し
て
『
少
年
文
学
』

と
云
へ
る
は
、
少
年
用
文
学
と
の
意
味
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、

当
代
に
お
い
て
既
に
大
人
と
は
異
な
る
存
在
と
し
て
の
「
子
ど
も
」
が
見
出

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
は
「
児
童
文
学
」
と
い

っ
た
言
葉
自
体
は
存
在
し
な
い
。
明
治
二
十
年
代
、『
こ
が
ね
丸
』
が
収
載

さ
れ
た
『
少
年
文
学
叢
書
』
を
始
め
『
少
年
園
』
や
『
日
本
之
少
年
』、『
少

国
民
』
や
『
少
年
文
庫
』
な
ど
の
雑
誌
は
「
少
年
文
学
」
と
い
っ
た
枠
組
み

研究ノート

二
〇
二
二
年
二
月
一
日
受
付

W
A

T
A

N
A

BE K
enji  

幼
児
教
育
保
育
学
科
・
准
教
授
（
日
本
近
代
文
学
）

【
要
旨
】
明
治
期
を
代
表
す
る
作
家
・
幸
田
露
伴
は
児
童
向
け
の
作
品
も
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
道
徳
や
倫
理
観
を
基
軸
と
し
、
近
代
国
家
を
担
う
若
者
養
成
と
啓
発

誘
導
と
い
っ
た
視
点
と
と
も
に
歴
史
上
の
人
物
や
仏
典
な
ど
も
下
敷
き
に
し
て
い
る
。「
児
童
文
学
」
す
な
わ
ち
少
年
文
学
の
一
例
と
し
て
『
宝
の
蔵
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
作
品
は
全
十
五
話
構
成
の
も
と
一
人
の
翁
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
総
題
と
し
て
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
小
説
「
風
流
微
塵
蔵
」
も
同
様
に
各
物
語

世
界
の
総
題
と
し
て
題
名
が
付
さ
れ
て
い
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。
ま
た
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宝
の
蔵
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は
若
者
へ
の
啓
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誘
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と
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問
い
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る
一
方
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風
流
微
塵
蔵
」
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少
年

少
女
を
中
心
と
し
た
物
語
展
開
で
「
縁
起
」
や
「
会
者
定
理
」
と
い
っ
た
仏
典
の
言
葉
を
用
い
て
紆
余
曲
折
・
煩
悶
葛
藤
し
な
が
ら
主
人
公
自
身
、
自
ら
の
人
生
を
考
え
、
問

う
て
い
る
。
明
治
二
十
年
代
半
ば
の
露
伴
の
文
業
を
見
て
み
る
と
、
児
童
向
け
・
大
人
向
け
作
品
は
と
も
か
く
互
い
に
連
動
し
て
い
る
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、「
児
童

文
学
」
は
露
伴
文
学
形
成
の
一
部
分
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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要
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.S., Geroge H
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orthcote, 1994
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Frye, N
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etaphor Selected Essays 1974-1988, 
ed.by Robert D

. D
enham

 

（U
niverity Press of V

irginia, 1990

）

H
utchinson, F. E., T

he W
orks of George H

erbert 

（O
xford U

P, 
1964

）

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

（
10
）　 「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
論
２ 

詩
篇
「
犠い

け
に
え牲

」
を
ど
う
読
む
べ
き

か
」、
六
八
頁
。

（
11
）　 「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
「
犠
牲
」
を
め
ぐ
っ
て
」、『
ダ

ン
の
流
派
と
現
代
』、
三
五
‐
三
八
頁
。

（
12
）　 

初
出
は
詩
誌『
白
亜
紀
』一
一
一
号（
一
九
九
九
年
四
月
）で
、そ
の
後
、

『
祭
そ
の
他
』
所
収
。

（
13
）　 「
原
型
的
イ
メ
ジ
」（
一
九
六
八
）、『
星
野
徹
詩
論
集
Ⅰ
』、
三
〇
頁
。

（
14
）　 「
想
像
力
の
あ
が
な
い
」（
一
九
六
六
）、『
詩
の
原
型
』、
一
九
六
‐

一
九
七
頁
。

（
15
）　 

同
右
、
二
一
四
頁
。

（
16
）　 

同
右
、
二
一
八
頁
。

（
17
）　 「
詩
篇
「
犠
牲
（T

he Sacrifice

）
を
ど
う
読
む
べ
き
か
」、
十
七
‐

十
八
頁
。

（
18
）　 Eliot, T

.S., George H
erbert, p.26. "M

y point here is T
he 

T
em

ple is not to be regarded as a collection of poem
s, but 

(as I have said) as a record of the spiritual struggles of a 
m

an of intellectual pow
er and em

otional intensity w
ho gave 

m
uch toil to perfecting his verses."

〈
わ
た
し
が
こ
こ
で
指
摘
し

た
い
の
は
、『
聖
堂
』
を
単
に
詩
篇
を
集
め
た
も
の
と
み
な
す
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
で
は
な
く
（
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
）、

自
分
の
詩
を
完
全
な
も
の
に
し
よ
う
と
努
力
し
た
知
性
と
情
緒
的
強
さ

を
備
え
た
人
間
の
精
神
的
苦
闘
の
記
録
な
の
で
あ
る
〉。 

（
19
）　 F

rye, N
orthrop, "T

he D
ouble M

irror" in M
yth and 

M
etaphor, p.231.
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野
徹
『PERSO

N
A

E

』（
国
文
社
、
一
九
七
〇
）

星
野
徹
『
車
輪
と
車
軸
―
―
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
論
』（
沖
積
舎
、一
九
八
一
）

― 45 （　）―12
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そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
〈
実
存
的
現
実
〉
を
映
す
〈
鏡
〉
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
る
精
神
の
軌
跡
―
―
〈
精
神
的
苦
闘
の
記
録
〉

―
―
は
、
個
の
実
存
的
価
値
を
詩
を
書
く
こ
と
で
問
い
続
け
た
星
野
自
身
の

そ
れ
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
的
実
存
主
義
と
も
重
な
り
合
う
。

　
自
己
を
語
る
こ
と
に
は
禁
欲
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
第
一
詩

集
『PERSO

N
A

E
』（
一
九
七
〇
）
で
は
、〈
仮
面
／
ペ
ル
ソ
ナ
〉
を
つ
け

て
語
る
こ
と
を
選
ん
だ
星
野
だ
が
、
晩
年
に
な
る
と
キ
リ
ス
ト
教
的
主
題

に
つ
い
て
、
ま
た
自
身
の
信
仰
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
〈
仮

面
〉
を
外
し
て
素
顔
を
見
せ
る
と
き
が
多
く
な
る
。
た
と
え
ば
、「Q

uo 
V

adis?

」（
一
九
八
九
）
の
よ
う
に
―
―

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
乾
い
た
砂
の
よ
う
に
積
っ
て
い
る

神
に
つ
い
て

　
神
を
讃
え
る
言
葉
に
つ
い
て

　
そ
の
言
葉
の

地
上
と
こ
こ
で
と
の

　
多
分

　
不
可
逆
的
な
関
係
に
つ
い
て

　「
伝
承
」
は
詩
集
『
祭
そ
の
他
』（
二
〇
〇
一
）
の
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
詩
的
方
位
を
暗
示
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う
な
配
置
か
ら
は
、
星
野

が
〈
予
表
的
想
像
力
〉
と
い
う
ハ
ー
バ
ー
ト
の
敬
虔
さ
を
映
す
透
徹
し
た
表

現
に
、
た
と
え
ば
、〈
目
覚
め
は
い
つ
に
な
く
爽
か

　
脇
腹
が
生
き
物
の
よ

う
に
ぴ
く
り
と
動
い
た
か
ら
だ
ろ
う

　
こ
と
も
あ
ろ
う
に
わ
た
し
の
中
に
お

父
さ
ん
が

　
と

　
奇
妙
な
確
信
が
漲
っ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う 

わ
た
し
は
跳

ね
起
き
ざ
ま
陽
の
中
に
佇
む
と

　
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花
殻
ご
と

　
何
の
た
め

ら
い
も
な
く
雌
蕊
を
折
る
〉（「
雌
蕊
を
折
る
」）
や
、〈
と

　
誰
か

　
宇
宙
の

縁
か
ら
同
じ
よ
う
に
ル
ー
ペ
片
手
に

　
こ
ち
ら
を
し
げ
し
げ
覗
き
こ
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か

　
視
線
と
覚
し
き
光
を
額
に
受
け
な
が
ら

　
わ
た
し
は
ル
ー

ペ
を
畳
む

　
深
々
と
花
に
お
辞
儀
を
す
る
〉（「
花
１
」）
な
ど
か
ら
う
か
が

え
る
、
何
気
な
い
日
常
的
風
景
の
な
か
に
神
意
を
感
じ
取
る
瞬
間
を
、
よ
り

鮮
明
に
し
た
形
而
上
詩
の
可
能
性
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
〈
言
の
言
葉
へ
の
肉
化
〉
と
い
う
エ
リ
オ
ッ
ト
的
課
題
へ
、
さ

ら
に
詩
人
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

注（
１
）　 「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
「
犠
牲
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九

九
八
）、「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
「
犠
牲
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（
二
〇
〇
〇
）、「
詩
篇
「
犠
牲
（T

he Sacrifice

）
を
ど
う
読
む
べ
き
か
」

（
二
〇
〇
三
）、「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
論
１ 

詩
篇
「
犠い

け
に
え牲

」
を
ど

う
読
む
べ
き
か
」（
二
〇
〇
四
）、「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
論
２ 

詩

篇
「
犠い

け
に
え牲

」
を
ど
う
読
む
べ
き
か
」（
二
〇
〇
五
）。

（
２
）　 「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
五
章
十
七
節
〈
私
が
来
た
の
は
律
法
や

預
言
者
を
廃
止
す
る
た
め
だ
、
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
廃
止
す
る
た

め
で
は
な
く
、
完
成
す
る
た
め
で
あ
る
〉。

（
３
）　 「
詩
的
人
生
」（
一
九
九
六
）、『
星
野
徹
の
世
界
―
―
神
話
論
的
形
而

上
詩
』、
九
七
‐
九
八
頁
。

（
４
）　 

鬼
塚
敬
一
訳
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
詩
集
』、
七
七
頁
。

（
５
）　 

星
野
の
〈
劇
的
独
白
〉
に
つ
い
て
は
、
菅
野
弘
久
「
星
野
徹
の
〈
劇

的
独
白
〉」
参
照
。

（
６
）　 「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
論
１ 

詩
篇
「
犠い

け
に
え牲

」
を
ど
う
読
む
べ
き

か
」、
五
二
頁
。

（
７
）　 

同
右
、
五
七
頁
。

（
８
）　 

同
右
、
五
〇
‐
五
一
頁
。

（
９
）　 

同
右
、
五
八
頁
。

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

ば
に
、
星
野
の
信
仰
に
さ
さ
え
ら
れ
た
詩
へ
の
確
信
が
読
み
取
れ
る
か
ら
で

あ
る
―
―
〈
世
に
も
愚
か
な
荷
物
に
す
ぎ
な
い
こ
の
わ
た
し
を
も
み
心
は
見

棄
て
ら
れ
な
か
っ
た
〉。

　
人
間
に
奉
仕
す
る
た
め
の
〈
ろ
ば
〉
を
〈
男
〉
が
背
負
う
と
い
う
異
常
な

関
係
の
な
か
で
、
と
も
に
苦
役
を
引
き
受
け
る
も
の
と
し
て
の
心
理
的
な
一

体
感
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
〈
お
の
れ
の
肩
に
掛
け
ら
れ
た
痛
い
脚
を
ま
る

で
お
の
れ
の
脚
の
よ
う
に
撫
で
摩
り
〉
か
ら
も
感
じ
取
れ
る
も
の
だ
が
、
こ

の
一
体
感
は
読
者
と
詩
人
自
身
に
も
波
及
し
、
そ
こ
か
ら
信
仰
と
結
び
つ
い

た
詩
へ
の
確
信
も
生
ま
れ
て
く
る
。

　
こ
の
一
体
感
か
ら
想
起
さ
れ
る
、〈
人
語
〉
を
語
る
〈
ろ
ば
〉
の
〈
伝
承
〉。

〈
占
卜
者
〉
を
回
心
さ
せ
る
〈
ろ
ば
〉
の
こ
と
ば
に
、〈
男
〉
は
〈
ろ
ば
〉
が

〈
神
の
御み

く
ら座

に
近
く
〉
い
る
こ
と
を
知
る
が
、
そ
の
こ
と
が
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ

ー
〉
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
の
場
面
と
結
び
つ
い
て
、〈
ロ

バ
〉
を
運
ぶ
〈
男
〉
の
苦
役
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
運
ぶ
苦
役
と
な
る
。

〈
唯
一
神
〉
の
こ
と
ば
を
仲
介
す
る
〈
ろ
ば
〉
は
、〈
ロ
ゴ
ス
〉
を
詩
の
こ
と

ば
に
変
え
得
る
エ
リ
オ
ッ
ト
に
重
な
り
、
星
野
が
も
と
め
る
詩
人
の
姿
そ
の

も
の
と
な
る
。〈
ろ
ば
／
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
〉
を
運
ぶ
苦
役
は
、
し
た
が

っ
て
〈
言
の
言
葉
へ
の
肉
化
〉
と
い
う
神
の
こ
と
ば
に
近
づ
く
た
め
の
喜
び

と
な
る
。
こ
の
信
仰
に
よ
る
詩
へ
の
確
信
が
星
野
に
と
っ
て
確
か
で
あ
る
こ

と
は
、
詩
篇
の
最
後
に
あ
ら
わ
れ
る
、〈
歴
史
の
闇
〉
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
す

〈
金
環
蝕
〉
の
〈
輝
き
〉
に
向
か
っ
て
、
平
安
の
う
ち
に
ゆ
っ
く
り
と
進
ん

で
い
く
〈
ろ
ば
〉
と
〈
男
〉
の
姿
に
明
ら
か
で
あ
る
―
―
〈
す
っ
か
り
厄
介

を
か
け
て
し
ま
っ
て

　
と
呟
き
な
が
ら

　
手
の
平
で
首
を
優
し
く
叩
き
な
が

ら
　
す
る
と
い
そ
い
そ
と
蹄
を
鳴
ら
す
荷
物
〉。

　
　
　
　
　
＊

　
星
野
が
「
犠い

け
に
え牲

」
の
読
み
方
に
つ
い
て
繰
り
返
し
取
り
上
げ
た
こ
と
に
は
、

ハ
ー
バ
ー
ト
を
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
の
流
派
に
安
易
に
回
収
す
る
こ
と
に
慎
重
な

エ
リ
オ
ッ
ト
へ
の
共
感
が
あ
っ
た
と
い
う）

（1
（

。
そ
し
て
そ
の
共
感
が
、『
聖
堂
、

聖
な
る
詩
篇
と
わ
た
く
し
の
祈
り
』T

he T
em

ple. Sacred Poem
s and 

Private Ejaculations

を
、
絶
望
を
祈
り
に
昇
華
さ
せ
る
知
性
と
感
受
性
に

あ
ふ
れ
た
人
間
の
〈
精
神
的
苦
闘
の
記
録）

（1
（

〉
と
捉
え
る
エ
リ
オ
ッ
ト
の
読
み

か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
詩
篇
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉

を
抽
出
し
、
そ
の
照
応
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
に
読
者
自
身
の
信
仰
の

あ
り
か
が
問
わ
れ
る
〈
予
表
的
想
像
力
〉
を
、

　In short, the B
ible is explicitly antireferential in 

structure, and deliberately blocks off any w
orld of 

presence behind itself. In Christianity, everything in the 
O

ld T
estam

ent is a "type" of w
hich the "antitype" or 

existential reality is in the N
ew

 T
estam

ent. T
his turns 

the Bible into a double m
irror reflecting only itself to 

itself

）
（1
（. 

　
要
す
る
に
『
聖
書
』
は
、
明
か
に
反
照
合
的
な
構
造
で
あ
り
、
背

後
に
あ
る
現
前
の
世
界
を
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
意
図
的
に
遮
断
す

る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、『
旧
約
聖
書
』
の
す
べ
て
の
も
の
が
〈
予
表
〉

で
あ
り
、
そ
の
〈
対
型
〉
で
あ
る
実
存
的
現
実
が
『
新
約
聖
書
』
に

存
在
す
る
。
か
く
し
て
『
聖
書
』
は
、
そ
の
姿
を
そ
れ
自
身
に
映
す

二
重
の
鏡
と
な
る
。

と
い
う
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
深
く
理
解

で
き
る
と
す
れ
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
は
、
星
野
に
と
っ
て
〈
二
重
の
鏡
〉

― 46 （　）―11
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そ
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
〈
実
存
的
現
実
〉
を
映
す
〈
鏡
〉
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
る
精
神
の
軌
跡
―
―
〈
精
神
的
苦
闘
の
記
録
〉

―
―
は
、
個
の
実
存
的
価
値
を
詩
を
書
く
こ
と
で
問
い
続
け
た
星
野
自
身
の

そ
れ
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
的
実
存
主
義
と
も
重
な
り
合
う
。

　
自
己
を
語
る
こ
と
に
は
禁
欲
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
第
一
詩

集
『PERSO

N
A

E

』（
一
九
七
〇
）
で
は
、〈
仮
面
／
ペ
ル
ソ
ナ
〉
を
つ
け

て
語
る
こ
と
を
選
ん
だ
星
野
だ
が
、
晩
年
に
な
る
と
キ
リ
ス
ト
教
的
主
題

に
つ
い
て
、
ま
た
自
身
の
信
仰
に
か
か
わ
る
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
〈
仮

面
〉
を
外
し
て
素
顔
を
見
せ
る
と
き
が
多
く
な
る
。
た
と
え
ば
、「Q

uo 
V

adis?

」（
一
九
八
九
）
の
よ
う
に
―
―

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
乾
い
た
砂
の
よ
う
に
積
っ
て
い
る

神
に
つ
い
て

　
神
を
讃
え
る
言
葉
に
つ
い
て

　
そ
の
言
葉
の

地
上
と
こ
こ
で
と
の

　
多
分

　
不
可
逆
的
な
関
係
に
つ
い
て

　「
伝
承
」
は
詩
集
『
祭
そ
の
他
』（
二
〇
〇
一
）
の
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
詩
的
方
位
を
暗
示
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う
な
配
置
か
ら
は
、
星
野

が
〈
予
表
的
想
像
力
〉
と
い
う
ハ
ー
バ
ー
ト
の
敬
虔
さ
を
映
す
透
徹
し
た
表

現
に
、
た
と
え
ば
、〈
目
覚
め
は
い
つ
に
な
く
爽
か

　
脇
腹
が
生
き
物
の
よ

う
に
ぴ
く
り
と
動
い
た
か
ら
だ
ろ
う

　
こ
と
も
あ
ろ
う
に
わ
た
し
の
中
に
お

父
さ
ん
が

　
と

　
奇
妙
な
確
信
が
漲
っ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う 

わ
た
し
は
跳

ね
起
き
ざ
ま
陽
の
中
に
佇
む
と

　
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花
殻
ご
と

　
何
の
た
め

ら
い
も
な
く
雌
蕊
を
折
る
〉（「
雌
蕊
を
折
る
」）
や
、〈
と

　
誰
か

　
宇
宙
の

縁
か
ら
同
じ
よ
う
に
ル
ー
ペ
片
手
に

　
こ
ち
ら
を
し
げ
し
げ
覗
き
こ
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
か

　
視
線
と
覚
し
き
光
を
額
に
受
け
な
が
ら

　
わ
た
し
は
ル
ー

ペ
を
畳
む

　
深
々
と
花
に
お
辞
儀
を
す
る
〉（「
花
１
」）
な
ど
か
ら
う
か
が

え
る
、
何
気
な
い
日
常
的
風
景
の
な
か
に
神
意
を
感
じ
取
る
瞬
間
を
、
よ
り

鮮
明
に
し
た
形
而
上
詩
の
可
能
性
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
〈
言
の
言
葉
へ
の
肉
化
〉
と
い
う
エ
リ
オ
ッ
ト
的
課
題
へ
、
さ

ら
に
詩
人
と
し
て
の
歩
み
を
進
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

注（
１
）　 「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
「
犠
牲
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九

九
八
）、「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
「
犠
牲
」
を
め
ぐ
っ
て
」

（
二
〇
〇
〇
）、「
詩
篇
「
犠
牲
（T

he Sacrifice

）
を
ど
う
読
む
べ
き
か
」

（
二
〇
〇
三
）、「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
論
１ 

詩
篇
「
犠い

け
に
え牲

」
を
ど

う
読
む
べ
き
か
」（
二
〇
〇
四
）、「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
論
２ 

詩

篇
「
犠い

け
に
え牲

」
を
ど
う
読
む
べ
き
か
」（
二
〇
〇
五
）。

（
２
）　 「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
五
章
十
七
節
〈
私
が
来
た
の
は
律
法
や

預
言
者
を
廃
止
す
る
た
め
だ
、
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
廃
止
す
る
た

め
で
は
な
く
、
完
成
す
る
た
め
で
あ
る
〉。

（
３
）　 「
詩
的
人
生
」（
一
九
九
六
）、『
星
野
徹
の
世
界
―
―
神
話
論
的
形
而

上
詩
』、
九
七
‐
九
八
頁
。

（
４
）　 

鬼
塚
敬
一
訳
『
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
詩
集
』、
七
七
頁
。

（
５
）　 

星
野
の
〈
劇
的
独
白
〉
に
つ
い
て
は
、
菅
野
弘
久
「
星
野
徹
の
〈
劇

的
独
白
〉」
参
照
。

（
６
）　 「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
論
１ 

詩
篇
「
犠い

け
に
え牲

」
を
ど
う
読
む
べ
き

か
」、
五
二
頁
。

（
７
）　 

同
右
、
五
七
頁
。

（
８
）　 

同
右
、
五
〇
‐
五
一
頁
。

（
９
）　 

同
右
、
五
八
頁
。
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ば
に
、
星
野
の
信
仰
に
さ
さ
え
ら
れ
た
詩
へ
の
確
信
が
読
み
取
れ
る
か
ら
で

あ
る
―
―
〈
世
に
も
愚
か
な
荷
物
に
す
ぎ
な
い
こ
の
わ
た
し
を
も
み
心
は
見

棄
て
ら
れ
な
か
っ
た
〉。

　
人
間
に
奉
仕
す
る
た
め
の
〈
ろ
ば
〉
を
〈
男
〉
が
背
負
う
と
い
う
異
常
な

関
係
の
な
か
で
、
と
も
に
苦
役
を
引
き
受
け
る
も
の
と
し
て
の
心
理
的
な
一

体
感
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
〈
お
の
れ
の
肩
に
掛
け
ら
れ
た
痛
い
脚
を
ま
る

で
お
の
れ
の
脚
の
よ
う
に
撫
で
摩
り
〉
か
ら
も
感
じ
取
れ
る
も
の
だ
が
、
こ

の
一
体
感
は
読
者
と
詩
人
自
身
に
も
波
及
し
、
そ
こ
か
ら
信
仰
と
結
び
つ
い

た
詩
へ
の
確
信
も
生
ま
れ
て
く
る
。

　
こ
の
一
体
感
か
ら
想
起
さ
れ
る
、〈
人
語
〉
を
語
る
〈
ろ
ば
〉
の
〈
伝
承
〉。

〈
占
卜
者
〉
を
回
心
さ
せ
る
〈
ろ
ば
〉
の
こ
と
ば
に
、〈
男
〉
は
〈
ろ
ば
〉
が

〈
神
の
御み

く
ら座

に
近
く
〉
い
る
こ
と
を
知
る
が
、
そ
の
こ
と
が
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ

ー
〉
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
の
場
面
と
結
び
つ
い
て
、〈
ロ

バ
〉
を
運
ぶ
〈
男
〉
の
苦
役
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
運
ぶ
苦
役
と
な
る
。

〈
唯
一
神
〉
の
こ
と
ば
を
仲
介
す
る
〈
ろ
ば
〉
は
、〈
ロ
ゴ
ス
〉
を
詩
の
こ
と

ば
に
変
え
得
る
エ
リ
オ
ッ
ト
に
重
な
り
、
星
野
が
も
と
め
る
詩
人
の
姿
そ
の

も
の
と
な
る
。〈
ろ
ば
／
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
〉
を
運
ぶ
苦
役
は
、
し
た
が

っ
て
〈
言
の
言
葉
へ
の
肉
化
〉
と
い
う
神
の
こ
と
ば
に
近
づ
く
た
め
の
喜
び

と
な
る
。
こ
の
信
仰
に
よ
る
詩
へ
の
確
信
が
星
野
に
と
っ
て
確
か
で
あ
る
こ

と
は
、
詩
篇
の
最
後
に
あ
ら
わ
れ
る
、〈
歴
史
の
闇
〉
か
ら
姿
を
あ
ら
わ
す

〈
金
環
蝕
〉
の
〈
輝
き
〉
に
向
か
っ
て
、
平
安
の
う
ち
に
ゆ
っ
く
り
と
進
ん

で
い
く
〈
ろ
ば
〉
と
〈
男
〉
の
姿
に
明
ら
か
で
あ
る
―
―
〈
す
っ
か
り
厄
介

を
か
け
て
し
ま
っ
て

　
と
呟
き
な
が
ら

　
手
の
平
で
首
を
優
し
く
叩
き
な
が

ら
　
す
る
と
い
そ
い
そ
と
蹄
を
鳴
ら
す
荷
物
〉。

　
　
　
　
　
＊

　
星
野
が
「
犠い

け
に
え牲

」
の
読
み
方
に
つ
い
て
繰
り
返
し
取
り
上
げ
た
こ
と
に
は
、

ハ
ー
バ
ー
ト
を
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
の
流
派
に
安
易
に
回
収
す
る
こ
と
に
慎
重
な

エ
リ
オ
ッ
ト
へ
の
共
感
が
あ
っ
た
と
い
う）

（1
（

。
そ
し
て
そ
の
共
感
が
、『
聖
堂
、

聖
な
る
詩
篇
と
わ
た
く
し
の
祈
り
』T

he T
em

ple. Sacred Poem
s and 

Private Ejaculations

を
、
絶
望
を
祈
り
に
昇
華
さ
せ
る
知
性
と
感
受
性
に

あ
ふ
れ
た
人
間
の
〈
精
神
的
苦
闘
の
記
録）

（1
（

〉
と
捉
え
る
エ
リ
オ
ッ
ト
の
読
み

か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
詩
篇
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉

を
抽
出
し
、
そ
の
照
応
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
に
読
者
自
身
の
信
仰
の

あ
り
か
が
問
わ
れ
る
〈
予
表
的
想
像
力
〉
を
、

　In short, the B
ible is explicitly antireferential in 

structure, and deliberately blocks off any w
orld of 

presence behind itself. In Christianity, everything in the 
O

ld T
estam

ent is a "type" of w
hich the "antitype" or 

existential reality is in the N
ew

 T
estam

ent. T
his turns 

the Bible into a double m
irror reflecting only itself to 

itself

）
（1
（. 

　
要
す
る
に
『
聖
書
』
は
、
明
か
に
反
照
合
的
な
構
造
で
あ
り
、
背

後
に
あ
る
現
前
の
世
界
を
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
意
図
的
に
遮
断
す

る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、『
旧
約
聖
書
』
の
す
べ
て
の
も
の
が
〈
予
表
〉

で
あ
り
、
そ
の
〈
対
型
〉
で
あ
る
実
存
的
現
実
が
『
新
約
聖
書
』
に

存
在
す
る
。
か
く
し
て
『
聖
書
』
は
、
そ
の
姿
を
そ
れ
自
身
に
映
す

二
重
の
鏡
と
な
る
。

と
い
う
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
・
フ
ラ
イ
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
深
く
理
解

で
き
る
と
す
れ
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
は
、
星
野
に
と
っ
て
〈
二
重
の
鏡
〉

― 47 （　）―10
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そ
の
〈
肉
化
〉
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、『
四
つ
の
四
重
奏
』
に
お
け
る
〈
肉

化
〉
の
あ
り
よ
う
を
相
対
化
し
て
星
野
は
、
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
エ
イ
ツ
と
の
比
較

も
含
め
て
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
―
―

エ
リ
オ
ッ
ト
も
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
生
き
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
正
統

を
中
心
と
す
る
文
化
の
再
統
一
の
理
念
を
築
き
、
そ
の
理
念
に
も
と

づ
い
て
詩
を
書
い
た
。
そ
の
理
念
の
核
、
ロ
ゴ
ス
を
、
想
像
力
に
受

胎
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、詩
の
言
葉
に
肉
化
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。

ど
ち
ら
も
、
言
葉
、
イ
メ
ジ
、
つ
ま
り
詩
の
作
品
に
、
そ
れ
自
体
と

し
て
堅
固
な
、
或
い
は
自
律
的
で
充
足
し
た
存
在
を
与
え
よ
う
と
し

た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
自
体
と
し
て
堅
固
な
充
足
し
た
存
在

と
は
、
世
界
の
現
実
か
ら
も
詩
人
の
人
間
か
ら
も
完
全
に
超
絶
し
な

が
ら
、
同
時
に
そ
れ
ら
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
形
で
過
不
足
な
く
対
応
す

る
も
の
の
謂
で
あ
ろ
う）

（1
（

。

　
科
学
技
術
の
発
展
と
無
関
係
で
は
な
い
戦
禍
に
よ
っ
て
〈
荒
地
〉
と
化
し

た
二
十
世
紀
社
会
の
〈
文
化
の
再
統
一
〉
を
図
る
た
め
に
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は

〈
キ
リ
ス
ト
教
正
統
〉
を
〈
理
念
の
核
〉
に
置
い
て
、〈
ロ
ゴ
ス
を
、
想
像
力

に
受
胎
さ
せ
る
こ
と
〉
で
〈
詩
の
言
葉
に
肉
化
〉
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
〈
詩
〉
を
〈
堅
固
な
〉〈
自
律
的
で
充
足
し
た
存
在
〉
と
す
る
こ
と
を

求
め
た
。〈
世
界
〉
と
〈
人
間
〉
か
ら
〈
超
絶
〉
し
な
が
ら
も
、
そ
の
客
体

化
に
よ
っ
て
両
者
と
鋭
く
交
差
す
る
詩
的
世
界
の
創
造
を
望
ん
だ
。
エ
リ
オ

ッ
ト
の
詩
の
基
本
思
想
に
あ
る
、
こ
の
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
の
主
知
的
な
〈
克

服
〉
は
、
同
じ
よ
う
に
戦
争
に
よ
る
虚
無
感
や
喪
失
感
か
ら
詩
作
を
は
じ
め

た
星
野
自
身
の
、詩
人
と
し
て
の
意
識
を
強
く
決
定
づ
け
る
も
の
に
な
っ
た
。

星
野
は
そ
の
よ
う
な
エ
リ
オ
ッ
ト
に
、
あ
る
べ
き
詩
人
の
姿
を
見
て
い
た
は

ず
だ
が
、
し
か
し
ま
た
、〈
想
像
力
の
あ
が
な
い
〉
に
つ
い
て
、
エ
リ
オ
ッ

ト
の
詩
的
営
為
と
む
す
び
つ
け
て
思
考
を
重
ね
た
最
後
に
、
詩
人
と
し
て
進

む
べ
き
方
位
を
見
定
め
な
が
ら
も
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず
に
い
る
、
あ

る
迷
い
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
は
し
な
い
―
―

私
た
ち
に
、
想
像
力
を
贖
う
べ
き
目
標
が
存
在
す
る
か
。
図
式
が
成

立
す
る
か
。（
中
略
）
想
像
力
を
贖
う
べ
き
目
標
も
図
式
も
、
私
に

と
っ
て
は
い
ま
だ
か
す
か
な
予
感
の
形
で
し
か
訪
れ
て
こ
な
い
。
私

の
意
識
の
地
平
に
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
と
イ
ェ
ー
ツ
が
立
っ
て
い
る
だ

け
な
の
だ
。
異
教
の
神
々
の
よ
う
に
凝
然
と
、
私
の
地
平
を
翳
ら
せ

な
が
ら）

（1
（

―
―
。

　
こ
の
迷
い
に
つ
い
て
は
、
一
連
の
エ
リ
オ
ッ
ト
論
が
書
か
れ
た
一
九
六
〇

年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
は
、
星
野
の
主
た
る
関
心
は
、
詩
と
神
話

ま
た
は
原
初
的
な
こ
と
ば
と
の
関
係
に
あ
り
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
〈
言
の
言
葉

へ
の
肉
化
〉
は
、
ま
だ
実
作
に
反
映
し
え
な
い
と
星
野
が
感
じ
て
い
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
詩
を
〈
自
律
的
で
充
足
し
た
存
在
〉
に
す
る

た
め
の
表
現
技
巧
の
課
題
、
あ
る
い
は
自
身
の
信
仰
の
あ
り
か
に
つ
い
て
の

省
察
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
は
ず
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
迷
い
の
意

味
―
―
詩
人
と
し
て
の
星
野
の
歩
み
に
も
か
か
わ
る
―
―
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
、
あ
ら
た
め
て
稿
を
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
伝

承
」
が
書
か
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
と
き
の
迷
い
は
す
で
に
払
拭
さ
れ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
。
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
を
読
む
こ
と
で
、
エ
リ
オ
ッ
ト
的

な
〈
文
学
〉
と
〈
宗
教
〉
に
か
か
わ
る
〈
予
表
的
想
像
力
〉
を
星
野
が
獲
得

し
、
ま
た
そ
れ
を
実
作
に
援
用
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、〈
唯
一
神
の
愛
を

忝
く
す
る
故
国
〉
を
め
ざ
す
〈
民
び
と
た
ち
〉
に
〈
絶
滅
の
呪
い
〉
を
か
け

よ
う
と
す
る
〈
占
卜
者
〉
が
、〈
ろ
ば
〉
の
語
る
〈
唯
一
神
〉
の
こ
と
ば
に

〈
忽
ち
恐
れ
戦
き
回
心
〉
し
、
涙
を
流
し
て
語
っ
た
（
か
も
し
れ
な
い
）
こ
と
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可
能
性
を
胚
胎
す
る
た
め
に
、〈
こ
と
ば
〉
は
〈
人
間
の
存
在
〉
と
も
等
価

的
に
か
か
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
星
野
は
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
」
の
冒
頭
〈
初
め
に
言こ

と
ば

が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
言
は
神
で

あ
っ
た
〉
に
ふ
れ
て
、〈
神
〉
の
〈
言
〉
を
、
ま
さ
に
〈
言
は
神
で
あ
っ
た
〉

の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
示
す
よ
う
に
、
詩
人
の
〈
想
像
力
〉
に
よ
っ
て
詩
の
〈
こ

と
ば
〉
に
す
る
こ
と
が
、〈
詩
人
の
究
極
の
目
標
で
あ
り
使
命
で
あ
る
〉
と

主
張
す
る
。
こ
の
〈
神
〉
の
〈
言
〉
の
詩
の
〈
こ
と
ば
〉
へ
の
変
換
、
す
な

わ
ち
〈
神
〉
の
〈
言
〉
に
〈
こ
と
ば
〉
で
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
可
思

議
な
〈
人
間
の
存
在
〉
の
個
的
価
値
を
問
う
こ
と
、
つ
ま
り
は
詩
人
で
あ
り

続
け
る
こ
と
の
意
義
は
、
星
野
の
エ
リ
オ
ッ
ト
理
解
、
と
く
に
『
四
つ
の
四

重
奏
』
の
緻
密
な
読
み
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　「
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
論
―
―「
四
つ
の
四
重
奏
曲
」を
中
心
と
し
て
」（
一

九
五
九
）
に
お
い
て
星
野
は
、『
四
つ
の
四
重
奏
』
の
中
心
的
イ
メ
ジ
が
、「
バ

ー
ン
ト
・
ノ
ー
ト
ン 

第
二
曲
」"Burnt N

orton II" 

の
〈
泥
の
中
の
韮
と

サ
フ
ァ
イ
ア
が
／
倒
れ
た
車
軸
を
固
定
す
る
〉"Garlic and sapphires in 

the m
ud / Clot the bedded axle-tree" 

に
あ
ら
わ
れ
る
〈
車
軸
〉
と
そ

こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
〈
車
輪
〉
に
あ
る
こ
と
を
早
く
も
指
摘
し
、〈
車
軸
〉

と
〈
車
輪
〉
に
よ
る
旋
回
の
イ
メ
ジ
、そ
し
て
〈
車
軸
〉
の
中
心
に
あ
る
〈
静

止
点
〉"the still point of the turning w

orld" 

と
い
う
構
図
に
〈
普
遍

的
な
ロ
ゴ
ス
の
存
在
〉
を
読
み
取
り
、『
四
つ
の
四
重
奏
』
に
あ
ら
わ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ジ
は
、
こ
の
〈
静
止
点
／
ロ
ゴ
ス
〉
に
集
約
さ
れ
る
こ
と

を
主
張
す
る
。

　「
車
輪
と
車
軸
」
で
は
、〈
車
軸
〉
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
あ
と
、〈
車

輪
〉
の
象
徴
的
表
現
が
エ
リ
オ
ッ
ト
の
作
品
全
体
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う

に
生
成
さ
れ
た
か
が
、「
Ｊ
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
プ
ル
フ
ロ
ッ
ク
の
恋
唄
」

"T
he Love Song of J. A

lfred Prufrock"

か
ら
『
灰
の
水
曜
日
』A

sh-
W

ednesday

ま
で
を
射
程
に
入
れ
て
詳
述
さ
れ
る
。
そ
の
綿
密
な
検
証
を

経
て
、
ふ
た
た
び
「
想
像
力
の
あ
が
な
い
」
で
は
、〈
泥
の
中
の
韮
と
サ
フ

ァ
イ
ア
〉
に
通
じ
る
、Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
〈
し
か
し
眼
は
泥
の
中
に
あ
る
。

眼
は
泥
で
あ
る
〉
を
引
い
て
、
人
間
の
〈
眼
〉
が
〈
泥
〉
の
な
か
に
あ
る
か

ら
、
人
間
は
超
越
的
一
者
を
と
ら
え
る
知
性
を
持
ち
え
ず
、
そ
の
結
果
、
神

と
の
隔
絶
性
が
強
調
さ
れ
る
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
に
ヒ
ュ
ー
ム
が
陥
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は
逆
に
、
人
間
が
〈
泥
〉
の
な
か
に
存
在
す
る
か

ら
こ
そ
〈
ロ
ゴ
ス
〉
を
固
定
し
、
そ
の
〈
ロ
ゴ
ス
〉
に
ふ
れ
る
瞬
間
を
手
に

す
る
こ
と
で
、ヒ
ュ
ー
ム
の
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
を
〈
克
服
〉
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
上
で
『
四
つ
の
四
重
奏
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
認
識
を
示
す
―
―

　〈
言
〉
の
言
葉
へ
の
肉
化
、
そ
れ
の
成
就
こ
そ
詩
人
の
究
極
の
目

標
で
あ
り
使
命
で
も
あ
る
と
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は
考
え
た
。

　
こ
の
、〈
言
〉
の
言
葉
へ
の
肉
化
に
よ
る
詩
の
贖
い
、
及
び
キ
リ

ス
ト
に
お
け
る
肉
化
の
瞬
間
へ
の
悟
入
に
よ
る
時
間
の
贖
い
、
そ
れ

が
『
四
つ
の
四
重
奏
』
の
全
曲
を
貫
く
主
題
と
な
る
。
車
輪
と
車
軸

の
イ
メ
ジ
は
、
そ
の
主
題
を
収
斂
し
、
か
つ
展
開
せ
し
め
る
基
調
と

な
る）

（1
（

。

　
ヒ
ュ
ー
ム
へ
の
言
及
で
あ
ら
わ
れ
た
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
に
つ
い
て
は
、
星

野
の
エ
リ
オ
ッ
ト
論
の
到
達
点
で
あ
る「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
克
服
」（
一
九
七
二
）

で
の
議
論
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
で
は
エ
リ
オ
ッ
ト
の
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
へ
の
改
宗
と
重
ね
て
、「
伝
統
と
個
人
の
才
能
」（
一
九
一
九
）
に
代
表
さ

れ
る
〈
伝
統
〉
論
と
「
宗
教
と
文
学
」（
一
九
三
〇
）
に
お
け
る
文
学
批
評

を
補
完
す
る
〈
宗
教
〉
と
い
う
観
点
か
ら
理
念
的
に
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
が
〈
克

服
〉
さ
れ
て
い
く
様
子
が
論
じ
ら
れ
る
が
、詩
人
に
と
っ
て
の
真
の
〈
克
服
〉

と
は
、
そ
の
思
想
や
理
念
を
作
品
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
に
信

仰
へ
の
問
い
を
含
め
れ
ば
、〈〈
言
〉の
言
葉
へ
の
肉
化
〉と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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そ
の
〈
肉
化
〉
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、『
四
つ
の
四
重
奏
』
に
お
け
る
〈
肉

化
〉
の
あ
り
よ
う
を
相
対
化
し
て
星
野
は
、
Ｗ
・
Ｂ
・
イ
エ
イ
ツ
と
の
比
較

も
含
め
て
、
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
―
―

エ
リ
オ
ッ
ト
も
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
生
き
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
正
統

を
中
心
と
す
る
文
化
の
再
統
一
の
理
念
を
築
き
、
そ
の
理
念
に
も
と

づ
い
て
詩
を
書
い
た
。
そ
の
理
念
の
核
、
ロ
ゴ
ス
を
、
想
像
力
に
受

胎
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、詩
の
言
葉
に
肉
化
せ
し
め
よ
う
と
し
た
。

ど
ち
ら
も
、
言
葉
、
イ
メ
ジ
、
つ
ま
り
詩
の
作
品
に
、
そ
れ
自
体
と

し
て
堅
固
な
、
或
い
は
自
律
的
で
充
足
し
た
存
在
を
与
え
よ
う
と
し

た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
自
体
と
し
て
堅
固
な
充
足
し
た
存
在

と
は
、
世
界
の
現
実
か
ら
も
詩
人
の
人
間
か
ら
も
完
全
に
超
絶
し
な

が
ら
、
同
時
に
そ
れ
ら
と
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
形
で
過
不
足
な
く
対
応
す

る
も
の
の
謂
で
あ
ろ
う）

（1
（

。

　
科
学
技
術
の
発
展
と
無
関
係
で
は
な
い
戦
禍
に
よ
っ
て
〈
荒
地
〉
と
化
し

た
二
十
世
紀
社
会
の
〈
文
化
の
再
統
一
〉
を
図
る
た
め
に
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は

〈
キ
リ
ス
ト
教
正
統
〉
を
〈
理
念
の
核
〉
に
置
い
て
、〈
ロ
ゴ
ス
を
、
想
像
力

に
受
胎
さ
せ
る
こ
と
〉
で
〈
詩
の
言
葉
に
肉
化
〉
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
〈
詩
〉
を
〈
堅
固
な
〉〈
自
律
的
で
充
足
し
た
存
在
〉
と
す
る
こ
と
を

求
め
た
。〈
世
界
〉
と
〈
人
間
〉
か
ら
〈
超
絶
〉
し
な
が
ら
も
、
そ
の
客
体

化
に
よ
っ
て
両
者
と
鋭
く
交
差
す
る
詩
的
世
界
の
創
造
を
望
ん
だ
。
エ
リ
オ

ッ
ト
の
詩
の
基
本
思
想
に
あ
る
、
こ
の
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
の
主
知
的
な
〈
克

服
〉
は
、
同
じ
よ
う
に
戦
争
に
よ
る
虚
無
感
や
喪
失
感
か
ら
詩
作
を
は
じ
め

た
星
野
自
身
の
、詩
人
と
し
て
の
意
識
を
強
く
決
定
づ
け
る
も
の
に
な
っ
た
。

星
野
は
そ
の
よ
う
な
エ
リ
オ
ッ
ト
に
、
あ
る
べ
き
詩
人
の
姿
を
見
て
い
た
は

ず
だ
が
、
し
か
し
ま
た
、〈
想
像
力
の
あ
が
な
い
〉
に
つ
い
て
、
エ
リ
オ
ッ

ト
の
詩
的
営
為
と
む
す
び
つ
け
て
思
考
を
重
ね
た
最
後
に
、
詩
人
と
し
て
進

む
べ
き
方
位
を
見
定
め
な
が
ら
も
、
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず
に
い
る
、
あ

る
迷
い
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
隠
そ
う
と
は
し
な
い
―
―

私
た
ち
に
、
想
像
力
を
贖
う
べ
き
目
標
が
存
在
す
る
か
。
図
式
が
成

立
す
る
か
。（
中
略
）
想
像
力
を
贖
う
べ
き
目
標
も
図
式
も
、
私
に

と
っ
て
は
い
ま
だ
か
す
か
な
予
感
の
形
で
し
か
訪
れ
て
こ
な
い
。
私

の
意
識
の
地
平
に
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
と
イ
ェ
ー
ツ
が
立
っ
て
い
る
だ

け
な
の
だ
。
異
教
の
神
々
の
よ
う
に
凝
然
と
、
私
の
地
平
を
翳
ら
せ

な
が
ら）

（1
（

―
―
。

　
こ
の
迷
い
に
つ
い
て
は
、
一
連
の
エ
リ
オ
ッ
ト
論
が
書
か
れ
た
一
九
六
〇

年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
は
、
星
野
の
主
た
る
関
心
は
、
詩
と
神
話

ま
た
は
原
初
的
な
こ
と
ば
と
の
関
係
に
あ
り
、
エ
リ
オ
ッ
ト
の
〈
言
の
言
葉

へ
の
肉
化
〉
は
、
ま
だ
実
作
に
反
映
し
え
な
い
と
星
野
が
感
じ
て
い
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
詩
を
〈
自
律
的
で
充
足
し
た
存
在
〉
に
す
る

た
め
の
表
現
技
巧
の
課
題
、
あ
る
い
は
自
身
の
信
仰
の
あ
り
か
に
つ
い
て
の

省
察
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
る
は
ず
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
迷
い
の
意

味
―
―
詩
人
と
し
て
の
星
野
の
歩
み
に
も
か
か
わ
る
―
―
を
明
ら
か
に
す
る

に
は
、
あ
ら
た
め
て
稿
を
起
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
伝

承
」
が
書
か
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
と
き
の
迷
い
は
す
で
に
払
拭
さ
れ
て
い

る
と
判
断
で
き
る
。
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
を
読
む
こ
と
で
、
エ
リ
オ
ッ
ト
的

な
〈
文
学
〉
と
〈
宗
教
〉
に
か
か
わ
る
〈
予
表
的
想
像
力
〉
を
星
野
が
獲
得

し
、
ま
た
そ
れ
を
実
作
に
援
用
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、〈
唯
一
神
の
愛
を

忝
く
す
る
故
国
〉
を
め
ざ
す
〈
民
び
と
た
ち
〉
に
〈
絶
滅
の
呪
い
〉
を
か
け

よ
う
と
す
る
〈
占
卜
者
〉
が
、〈
ろ
ば
〉
の
語
る
〈
唯
一
神
〉
の
こ
と
ば
に

〈
忽
ち
恐
れ
戦
き
回
心
〉
し
、
涙
を
流
し
て
語
っ
た
（
か
も
し
れ
な
い
）
こ
と

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

可
能
性
を
胚
胎
す
る
た
め
に
、〈
こ
と
ば
〉
は
〈
人
間
の
存
在
〉
と
も
等
価

的
に
か
か
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
星
野
は
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
」
の
冒
頭
〈
初
め
に
言こ

と
ば

が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
言
は
神
で

あ
っ
た
〉
に
ふ
れ
て
、〈
神
〉
の
〈
言
〉
を
、
ま
さ
に
〈
言
は
神
で
あ
っ
た
〉

の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
示
す
よ
う
に
、
詩
人
の
〈
想
像
力
〉
に
よ
っ
て
詩
の
〈
こ

と
ば
〉
に
す
る
こ
と
が
、〈
詩
人
の
究
極
の
目
標
で
あ
り
使
命
で
あ
る
〉
と

主
張
す
る
。
こ
の
〈
神
〉
の
〈
言
〉
の
詩
の
〈
こ
と
ば
〉
へ
の
変
換
、
す
な

わ
ち
〈
神
〉
の
〈
言
〉
に
〈
こ
と
ば
〉
で
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
可
思

議
な
〈
人
間
の
存
在
〉
の
個
的
価
値
を
問
う
こ
と
、
つ
ま
り
は
詩
人
で
あ
り

続
け
る
こ
と
の
意
義
は
、
星
野
の
エ
リ
オ
ッ
ト
理
解
、
と
く
に
『
四
つ
の
四

重
奏
』
の
緻
密
な
読
み
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

　「
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
論
―
―「
四
つ
の
四
重
奏
曲
」を
中
心
と
し
て
」（
一

九
五
九
）
に
お
い
て
星
野
は
、『
四
つ
の
四
重
奏
』
の
中
心
的
イ
メ
ジ
が
、「
バ

ー
ン
ト
・
ノ
ー
ト
ン 

第
二
曲
」"Burnt N

orton II" 

の
〈
泥
の
中
の
韮
と

サ
フ
ァ
イ
ア
が
／
倒
れ
た
車
軸
を
固
定
す
る
〉"Garlic and sapphires in 

the m
ud / Clot the bedded axle-tree" 

に
あ
ら
わ
れ
る
〈
車
軸
〉
と
そ

こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
〈
車
輪
〉
に
あ
る
こ
と
を
早
く
も
指
摘
し
、〈
車
軸
〉

と
〈
車
輪
〉
に
よ
る
旋
回
の
イ
メ
ジ
、そ
し
て
〈
車
軸
〉
の
中
心
に
あ
る
〈
静

止
点
〉"the still point of the turning w

orld" 

と
い
う
構
図
に
〈
普
遍

的
な
ロ
ゴ
ス
の
存
在
〉
を
読
み
取
り
、『
四
つ
の
四
重
奏
』
に
あ
ら
わ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ジ
は
、
こ
の
〈
静
止
点
／
ロ
ゴ
ス
〉
に
集
約
さ
れ
る
こ
と

を
主
張
す
る
。

　「
車
輪
と
車
軸
」
で
は
、〈
車
軸
〉
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
あ
と
、〈
車

輪
〉
の
象
徴
的
表
現
が
エ
リ
オ
ッ
ト
の
作
品
全
体
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う

に
生
成
さ
れ
た
か
が
、「
Ｊ
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
プ
ル
フ
ロ
ッ
ク
の
恋
唄
」

"T
he Love Song of J. A

lfred Prufrock"

か
ら
『
灰
の
水
曜
日
』A

sh-
W

ednesday

ま
で
を
射
程
に
入
れ
て
詳
述
さ
れ
る
。
そ
の
綿
密
な
検
証
を

経
て
、
ふ
た
た
び
「
想
像
力
の
あ
が
な
い
」
で
は
、〈
泥
の
中
の
韮
と
サ
フ

ァ
イ
ア
〉
に
通
じ
る
、Ｔ
・
Ｅ
・
ヒ
ュ
ー
ム
の
〈
し
か
し
眼
は
泥
の
中
に
あ
る
。

眼
は
泥
で
あ
る
〉
を
引
い
て
、
人
間
の
〈
眼
〉
が
〈
泥
〉
の
な
か
に
あ
る
か

ら
、
人
間
は
超
越
的
一
者
を
と
ら
え
る
知
性
を
持
ち
え
ず
、
そ
の
結
果
、
神

と
の
隔
絶
性
が
強
調
さ
れ
る
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
に
ヒ
ュ
ー
ム
が
陥
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は
逆
に
、
人
間
が
〈
泥
〉
の
な
か
に
存
在
す
る
か

ら
こ
そ
〈
ロ
ゴ
ス
〉
を
固
定
し
、
そ
の
〈
ロ
ゴ
ス
〉
に
ふ
れ
る
瞬
間
を
手
に

す
る
こ
と
で
、ヒ
ュ
ー
ム
の
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
を
〈
克
服
〉
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
の
上
で
『
四
つ
の
四
重
奏
』
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
認
識
を
示
す
―
―

　〈
言
〉
の
言
葉
へ
の
肉
化
、
そ
れ
の
成
就
こ
そ
詩
人
の
究
極
の
目

標
で
あ
り
使
命
で
も
あ
る
と
、
エ
リ
オ
ッ
ト
は
考
え
た
。

　
こ
の
、〈
言
〉
の
言
葉
へ
の
肉
化
に
よ
る
詩
の
贖
い
、
及
び
キ
リ

ス
ト
に
お
け
る
肉
化
の
瞬
間
へ
の
悟
入
に
よ
る
時
間
の
贖
い
、
そ
れ

が
『
四
つ
の
四
重
奏
』
の
全
曲
を
貫
く
主
題
と
な
る
。
車
輪
と
車
軸

の
イ
メ
ジ
は
、
そ
の
主
題
を
収
斂
し
、
か
つ
展
開
せ
し
め
る
基
調
と

な
る）

（1
（

。

　
ヒ
ュ
ー
ム
へ
の
言
及
で
あ
ら
わ
れ
た
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
に
つ
い
て
は
、
星

野
の
エ
リ
オ
ッ
ト
論
の
到
達
点
で
あ
る「
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
克
服
」（
一
九
七
二
）

で
の
議
論
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
で
は
エ
リ
オ
ッ
ト
の
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
へ
の
改
宗
と
重
ね
て
、「
伝
統
と
個
人
の
才
能
」（
一
九
一
九
）
に
代
表
さ

れ
る
〈
伝
統
〉
論
と
「
宗
教
と
文
学
」（
一
九
三
〇
）
に
お
け
る
文
学
批
評

を
補
完
す
る
〈
宗
教
〉
と
い
う
観
点
か
ら
理
念
的
に
〈
ペ
シ
ミ
ズ
ム
〉
が
〈
克

服
〉
さ
れ
て
い
く
様
子
が
論
じ
ら
れ
る
が
、詩
人
に
と
っ
て
の
真
の
〈
克
服
〉

と
は
、
そ
の
思
想
や
理
念
を
作
品
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
に
信

仰
へ
の
問
い
を
含
め
れ
ば
、〈〈
言
〉の
言
葉
へ
の
肉
化
〉と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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り
も
〈
神
の
御み

く
ら座

に
近
く
〉
い
る
こ
と
を
知
る
。
月
日
が
た
ち
、
今
度
は
そ

の
〈
荷
物
〉
が
〈
三
十
歳
代
の
半
ば
を
超
え
よ
う
と
す
る
男
〉
を
運
ん
で
い

る
と
き
に
、〈
あ
な
た
は
必
ず
わ
た
し
の
背
に
運
ば
れ
て
都
の
城
門
を
潜
ら

ね
ば
な
ら
な
い
〉
と
語
り
出
し
た
―
―
。

　
詩
篇
は
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
く
が
、
注
釈
に
あ
る
「
民
数
記
」
二
二

章
二
七
節
‐
三
〇
節
で
は
、〈
う
ず
く
ま
っ
て
〉
動
か
な
く
な
っ
た
〈
ろ
ば
〉

を
〈
バ
ラ
ム
〉
が
〈
杖
で
打
っ
た
〉
と
き
に
、〈
ろ
ば
〉
が
〈
主
〉
の
力
で

語
っ
た
と
さ
れ
る
―
―
〈
ろ
ば
は
主
の
御
使
い
を
見
て
、
バ
ラ
ム
を
乗
せ
た

ま
ま
う
ず
く
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
バ
ラ
ム
は
怒
り
を
燃
え
上
が
ら
せ
、
ろ

ば
を
杖
で
打
っ
た
。
主
が
そ
の
と
き
、
ろ
ば
の
口
を
開
か
れ
た
の
で
、
ろ
ば

は
バ
ラ
ム
に
言
っ
た
。「
わ
た
し
が
あ
な
た
に
何
を
し
た
と
い
う
の
で
す
か
。

三
度
も
わ
た
し
を
打
つ
と
は
」〉。
こ
の〈
バ
ラ
ム
を
乗
せ
た
〉〈
ろ
ば
〉は
、〈
わ

た
し
の
背
に
運
ば
れ
て
都
の
城
門
を
潜
ら
ね
ば
な
ら
な
い
〉
と
〈
棕
櫚
の
枝

で
打
ち
払
い
〉
の
詩
句
か
ら
、
イ
エ
ス
の
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
へ
の
連
想
を
促

し
、そ
の
こ
と
を
伝
え
る
「
マ
タ
イ
」、「
マ
ル
コ
」、「
ヨ
ハ
ネ
」
の
三
つ
の
「
福

音
書
」
の
う
ち
、
た
と
え
ば
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
一
二
章
一
二
節
‐

一
五
節
と
結
び
つ
い
て
、こ
こ
に
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
が
成
立
す
る
―
―
〈
そ

の
翌
日
、
祭
り
に
来
て
い
た
大
勢
の
群
衆
は
、
イ
エ
ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
来

ら
れ
る
と
聞
き
、
な
つ
め
や
し
の
枝
を
持
っ
て
迎
え
に
出
た
。
そ
し
て
、
叫

び
続
け
た
。「
ホ
サ
ナ
。
主
の
名
に
よ
っ
て
来
ら
れ
る
方
に
、
祝
福
が
あ
る

よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
に
。」
イ
エ
ス
は
ろ
ば
の
子
を
見
つ
け
て
、
お

乗
り
に
な
っ
た
。
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。「
シ
オ
ン
の

娘
よ
、
恐
れ
る
な
。
見
よ
、
お
前
の
王
が
お
い
で
に
な
る
、
ろ
ば
の
子
に
乗

っ
て
。」〉。

　〈
月
明
の
草
原
〉
か
ら
〈
金
環
蝕

　
そ
の
輝
き
の
方
へ
〉、〈
前
屈こ

ご

み
の
姿

勢
の
ま
ま

　
数
歩
あ
る
い
て
は
立
ち
止
ま
り

　
呼
吸
を
鎮
め

　
ま
た
数
歩
あ

る
い
て
は

　
と
い
う
行
為
〉
を
〈
月
の
出
の
ず
っ
と
前
か
ら
倦
き
も
せ
ず
に
〉

繰
り
返
し
な
が
ら
、〈
重
い
荷
物
〉
を
背
負
っ
て
歩
き
続
け
る
〈
ご
く
あ
り

触
れ
た
ひ
と
り
の
男
〉
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
詩
人
・
星
野
徹
の
自
画
像
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、〈
重
い
荷
物
〉
と
は
、
文
脈
上
は
〈
前

脚
の
片
方
を
〉〈
骨
折
〉
し
た
〈
ろ
ば
〉
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
人
間
が
家
畜

に
尽
く
す
と
い
う
通
常
と
は
逆
の
構
図
に
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
困
難
な

時
代
に
詩
を
書
き
続
け
て
、
詩
人
で
い
る
こ
と
の
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
神
話
や
原
型
を
手
が
か
り
に
初
期
の
詩
的

営
為
の
可
能
性
を
探
る
な
か
で
語
ら
れ
る
、〈
現
代
に
お
い
て
、
物
を
把
握

し
な
お
し
、
人
間
と
物
と
の
関
係
を
把
握
し
な
お
す
こ
と
は
、
特
に
詩
人
に

課
せ
ら
れ
た
苦
痛
な
使
命
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）

（1
（

〉
と
い
う
こ
と
ば
に
も
通
じ

る
、
詩
人
と
し
て
の
意
志
の
表
明
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。〈
荷
物
／
ろ
ば
〉

は
〈
神
の
御み

く
ら座

〉
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
〈
ろ
ば
〉
が
〈
男
〉

に
力
な
く
背
負
わ
れ
た
姿
に
、
十
字
架
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
聖
母
に
抱
か
れ
る

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
、
あ
る
い
は
〈
男
〉
の
引
き
ず
る
よ
う
な
重
い
足
取

り
に
、
世
の
罪
を
贖
う
た
め
に
十
字
架
を
背
負
い
な
が
ら
刑
場
へ
向
か
う
イ

エ
ス
を
イ
メ
ジ
す
る
余
地
が
生
ま
れ
る
な
ら
、〈
詩
人
に
課
せ
ら
れ
た
苦
痛

な
使
命
〉
を
引
き
受
け
る
、
そ
の
意
志
の
強
さ
は
信
仰
と
も
か
か
わ
り
な
が

ら
倍
加
す
る
。

　
こ
の
詩
人
と
し
て
の
意
志
を
「
伝
承
」
の
文
脈
で
考
え
る
な
ら
、
右
の

こ
と
ば
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
想
像
力
の
あ
が
な
い
」（
一
九
六
六
）

や
『
四
つ
の
四
重
奏
』Four Q

uartets

に
焦
点
を
あ
て
た
「
車
輪
と
車
軸
」

（
一
九
六
二
）
に
ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
。「
想
像
力
の
あ
が
な
い
」
の
議
論
の

根
底
に
あ
る
の
も
、〈
近
代
の
毒
を
あ
お
ぎ
す
ぎ
た
結
果
〉
の
混
沌
と
し
た

時
代
相
と
測
り
あ
え
る
〈
想
像
力
〉
に
つ
い
て
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
正
し

く
行
使
す
る
詩
人
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
る
。
壮
大
な
交
響
曲
の
静
か
に
は

じ
ま
る
序
奏
の
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
に
位
相
を
変
え
る
類
推
を
重
ね
な
が
ら
、

〈
こ
と
ば
〉
と
〈
想
像
力
〉
は
可
逆
的
／
等
価
的
に
か
か
わ
り
、
ま
た
そ
の

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

　
批
評
の
可
能
性
を
含
み
、
ま
た
詩
の
自
律
性
を
保
証
し
得
る
、
こ
の
〈
予

表
的
想
像
力
〉
に
依
り
な
が
ら
、
星
野
は
「
伝
承
」
と
い
う
詩
を
書
い
て
い

る
―
―

月
明
の
草
原
と
い
う
ご
く
あ
り
触
れ
た
設
定
か
ら
話
が
は
じ
ま
る

　

設
定
に
ふ
さ
わ
し
く
こ
れ
ま
た
見
た
目
に
は
ご
く
あ
り
触
れ
た
ひ
と

り
の
男
が

　
前
屈こ

ご

み
の
姿
勢
の
ま
ま

　
数
歩
あ
る
い
て
は
立
ち
止
ま

り
　
呼
吸
を
鎮
め

　
ま
た
数
歩
あ
る
い
て
は

　
と
い
う
行
為
を
繰
り

返
し
て
い
る

　
よ
ほ
ど
重
い
荷
物
を
担に

な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

　
月
の

出
の
ず
っ
と
前
か
ら
倦
き
も
せ
ず
に
ま
る
で
単
純
な
行
為
を
ど
れ
だ

け
繰
り
返
し
て
き
た
と
き
だ
っ
た
か

　
突
然

　
荷
物
が
嘶
い
た

　
む

ろ
ん
首
を
振
り
ざ
ま
よ
し
よ
し
と
宥
め
る
男

　
今
は
荷
物
で
も

　
抜

群
の
丈
夫
さ
を
誇
る
そ
の
い
と
し
い
運
搬
力
を

　
今
年
の
税
の
代
り

に
止
む
を
得
ず
差
し
出
し
た
の
だ
が

　
小
役
人
の
強
欲
な
目
論
見
の

た
め
に
丈
夫
な
は
ず
の
前
脚
の
片
方
を

　
あ
ろ
う
こ
と
か
骨
折
し
て

し
ま
っ
た
の
だ

　
も
う
一
度

　
よ
し
よ
し
と
宥
め
な
が
ら

　
男
の
脳

裏
に
は

　
草
原
一
帯
で
語
ら
れ
る
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
古
く
て
く
す

ん
だ
伝
承
が
浮
か
ん
で
い
た

　
片
や
コ
ブ
ラ
神
や
ト
キ
神
の
誅
求
か

ら
か
つ
が
つ
に
脱
出
し
唯
一
神
の
愛
を
忝
く
す
る
故
国
を
は
る
ば
る

目
指
し
て

　
困
憊
の
あ
げ
く
こ
の
草
原
に
差
し
掛
か
っ
た
民
び
と
た

ち
　
片
や
そ
の
数
の
勢
い
に
怯
み
な
が
ら
も
阻
止
し
な
け
れ
ば

　
と

す
る
異
教
の
王
に
買
収
さ
れ
て

　
絶
滅
の
呪
い
を
掛
け
る
べ
く
草
原

を
急
ぐ
占
卜
者

　
と

　
骨
折
も
何
も
し
て
い
な
い
の
に
運
搬
し
て

く
れ
る
荷
物
の
方
が

　
突
然

　
嘶
き

　
糅か

て
て
加
え
て
人
語
を
厳
か

に
語
り＊

出
し
た

　
唯
一
神
が
わ
た
し
を
通
し
て
申
さ
れ
る

　
あ
の
夥

し
い
民
び
と
た
ち
を
祝
福
せ
よ

　
草
原
が
道
を
開
け
る
ま
で
と

　
忽

ち
恐
れ
戦
き
回
心
し
た
と
い
う
異
教
の
占
卜
者

　
世
に
も
愚
か
な
荷

物
に
す
ぎ
な
い
こ
の
わ
た
し
を
も
み
心
は
見
棄
て
ら
れ
な
か
っ
た
と

　

潸さ
ん

々さ
ん

　
ま
た
潸
々

　
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が

　

代
わ
り
に
男
か
ら
迸
る
汗
か
涙
か
が

　
月
明
の
中
で
夥
し
く
金
剛
石

の
粒
の
よ
う
に
煌
い
た

　
お
の
れ
の
肩
に
掛
け
ら
れ
た
痛
い
脚
を
ま

る
で
お
の
れ
の
脚
の
よ
う
に
撫
で
摩さ

す

り
　
あ
ま
つ
さ
え

　
あ
な
た
は

何
と
わ
た
し
よ
り
神
の
御み

く
ら座

に
近
く
い
ま
す
こ
と
か
と
敬
虔
に
囁
く

の
だ
っ
た

　
こ
う
し
て
十
年
が

　
い
や
十
数
年
が
忽
ち
く
す
み
な
が

ら
経
過
し
た
と
き
だ
っ
た
だ
ろ
う

　
か
つ
て
二
十
歳
代
の
男
の
背
に

運
搬
し
て
も
ら
っ
た
荷
物
が

　
こ
ん
ど
は
三
十
歳
代
の
半
ば
を
超
え

よ
う
と
す
る
男
を
晴
れ
て
運
搬
し
て
や
る
日
が
到
来
し
た
の
だ

　
唯

一
神
が
わ
た
し
を
通
し
て
こ
う
申
さ
れ
る

　
あ
な
た
は
必
ず
わ
た
し

の
背
に
運
ば
れ
て
都
の
城
門
を
潜
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

　
折
し
も
歴

史
の
闇
の
中
か
ら
徐
々
に
姿
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
金
環
蝕

　
そ
の
輝

き
の
方
へ
と

　
見
た
目
に
は
の
ど
か
に
男
を
運
ん
で
ゆ
く
荷
物

　
む

ろ
ん
羽
音
も
荒
く
襲
い
か
か
る
蠅
ど
も
を
習
い
性
の
よ
う
に
棕
櫚
の

枝
で
打
ち
払
い

　
す
っ
か
り
厄
介
を
か
け
て
し
ま
っ
て

　
と
呟
き
な

が
ら

　
手
の
平
で
首
を
優
し
く
叩
き
な
が
ら

　
す
る
と
い
そ
い
そ
と

蹄
を
鳴
ら
す
荷
物

　
＊
「
民
数
記
」
二
二
章
二
七
節
‐
三
〇
節）

（1
（

。

　〈
ご
く
あ
り
触
れ
た
ひ
と
り
の
男
〉
が
〈
重
い
荷
物
〉
を
背
負
っ
て
歩
い

て
い
る
と
、〈
男
の
脳
裏
〉
に
〈
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
古
く
て
く
す
ん
だ
伝
承
〉

が
浮
か
ん
で
く
る
。〈
唯
一
神
の
愛
を
忝
く
す
る
故
国
〉
を
め
ざ
し
て
〈
草

原
〉
を
進
む
〈
民
び
と
た
ち
〉
と
、
そ
れ
を
何
と
し
て
も
〈
阻
止
し
な
け
れ

ば
〉
と
考
え
る
〈
異
教
の
王
〉。
そ
の
た
め
に
〈
買
収
さ
れ
て
〉〈
絶
滅
の
呪

い
を
掛
け
る
〉〈
占
卜
者
〉
を
乗
せ
た
〈
荷
物
〉
が
、〈
突
然

　
嘶
き
〉、〈
人

語
を
厳
か
に
語
り
出
し
た
〉。
そ
の
こ
と
で
〈
男
〉
は
、〈
荷
物
〉
が
自
分
よ
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り
も
〈
神
の
御み

く
ら座

に
近
く
〉
い
る
こ
と
を
知
る
。
月
日
が
た
ち
、
今
度
は
そ

の
〈
荷
物
〉
が
〈
三
十
歳
代
の
半
ば
を
超
え
よ
う
と
す
る
男
〉
を
運
ん
で
い

る
と
き
に
、〈
あ
な
た
は
必
ず
わ
た
し
の
背
に
運
ば
れ
て
都
の
城
門
を
潜
ら

ね
ば
な
ら
な
い
〉
と
語
り
出
し
た
―
―
。

　
詩
篇
は
こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
く
が
、
注
釈
に
あ
る
「
民
数
記
」
二
二

章
二
七
節
‐
三
〇
節
で
は
、〈
う
ず
く
ま
っ
て
〉
動
か
な
く
な
っ
た
〈
ろ
ば
〉

を
〈
バ
ラ
ム
〉
が
〈
杖
で
打
っ
た
〉
と
き
に
、〈
ろ
ば
〉
が
〈
主
〉
の
力
で

語
っ
た
と
さ
れ
る
―
―
〈
ろ
ば
は
主
の
御
使
い
を
見
て
、
バ
ラ
ム
を
乗
せ
た

ま
ま
う
ず
く
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
バ
ラ
ム
は
怒
り
を
燃
え
上
が
ら
せ
、
ろ

ば
を
杖
で
打
っ
た
。
主
が
そ
の
と
き
、
ろ
ば
の
口
を
開
か
れ
た
の
で
、
ろ
ば

は
バ
ラ
ム
に
言
っ
た
。「
わ
た
し
が
あ
な
た
に
何
を
し
た
と
い
う
の
で
す
か
。

三
度
も
わ
た
し
を
打
つ
と
は
」〉。
こ
の〈
バ
ラ
ム
を
乗
せ
た
〉〈
ろ
ば
〉は
、〈
わ

た
し
の
背
に
運
ば
れ
て
都
の
城
門
を
潜
ら
ね
ば
な
ら
な
い
〉
と
〈
棕
櫚
の
枝

で
打
ち
払
い
〉
の
詩
句
か
ら
、
イ
エ
ス
の
エ
ル
サ
レ
ム
入
城
へ
の
連
想
を
促

し
、そ
の
こ
と
を
伝
え
る
「
マ
タ
イ
」、「
マ
ル
コ
」、「
ヨ
ハ
ネ
」
の
三
つ
の
「
福

音
書
」
の
う
ち
、
た
と
え
ば
「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」
一
二
章
一
二
節
‐

一
五
節
と
結
び
つ
い
て
、こ
こ
に
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
が
成
立
す
る
―
―
〈
そ

の
翌
日
、
祭
り
に
来
て
い
た
大
勢
の
群
衆
は
、
イ
エ
ス
が
エ
ル
サ
レ
ム
に
来

ら
れ
る
と
聞
き
、
な
つ
め
や
し
の
枝
を
持
っ
て
迎
え
に
出
た
。
そ
し
て
、
叫

び
続
け
た
。「
ホ
サ
ナ
。
主
の
名
に
よ
っ
て
来
ら
れ
る
方
に
、
祝
福
が
あ
る

よ
う
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
に
。」
イ
エ
ス
は
ろ
ば
の
子
を
見
つ
け
て
、
お

乗
り
に
な
っ
た
。
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。「
シ
オ
ン
の

娘
よ
、
恐
れ
る
な
。
見
よ
、
お
前
の
王
が
お
い
で
に
な
る
、
ろ
ば
の
子
に
乗

っ
て
。」〉。

　〈
月
明
の
草
原
〉
か
ら
〈
金
環
蝕

　
そ
の
輝
き
の
方
へ
〉、〈
前
屈こ

ご

み
の
姿

勢
の
ま
ま

　
数
歩
あ
る
い
て
は
立
ち
止
ま
り

　
呼
吸
を
鎮
め

　
ま
た
数
歩
あ

る
い
て
は

　
と
い
う
行
為
〉
を
〈
月
の
出
の
ず
っ
と
前
か
ら
倦
き
も
せ
ず
に
〉

繰
り
返
し
な
が
ら
、〈
重
い
荷
物
〉
を
背
負
っ
て
歩
き
続
け
る
〈
ご
く
あ
り

触
れ
た
ひ
と
り
の
男
〉
と
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
詩
人
・
星
野
徹
の
自
画
像
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、〈
重
い
荷
物
〉
と
は
、
文
脈
上
は
〈
前

脚
の
片
方
を
〉〈
骨
折
〉
し
た
〈
ろ
ば
〉
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
人
間
が
家
畜

に
尽
く
す
と
い
う
通
常
と
は
逆
の
構
図
に
は
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
困
難
な

時
代
に
詩
を
書
き
続
け
て
、
詩
人
で
い
る
こ
と
の
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
神
話
や
原
型
を
手
が
か
り
に
初
期
の
詩
的

営
為
の
可
能
性
を
探
る
な
か
で
語
ら
れ
る
、〈
現
代
に
お
い
て
、
物
を
把
握

し
な
お
し
、
人
間
と
物
と
の
関
係
を
把
握
し
な
お
す
こ
と
は
、
特
に
詩
人
に

課
せ
ら
れ
た
苦
痛
な
使
命
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）

（1
（

〉
と
い
う
こ
と
ば
に
も
通
じ

る
、
詩
人
と
し
て
の
意
志
の
表
明
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
。〈
荷
物
／
ろ
ば
〉

は
〈
神
の
御み

く
ら座

〉
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
〈
ろ
ば
〉
が
〈
男
〉

に
力
な
く
背
負
わ
れ
た
姿
に
、
十
字
架
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
聖
母
に
抱
か
れ
る

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
、
あ
る
い
は
〈
男
〉
の
引
き
ず
る
よ
う
な
重
い
足
取

り
に
、
世
の
罪
を
贖
う
た
め
に
十
字
架
を
背
負
い
な
が
ら
刑
場
へ
向
か
う
イ

エ
ス
を
イ
メ
ジ
す
る
余
地
が
生
ま
れ
る
な
ら
、〈
詩
人
に
課
せ
ら
れ
た
苦
痛

な
使
命
〉
を
引
き
受
け
る
、
そ
の
意
志
の
強
さ
は
信
仰
と
も
か
か
わ
り
な
が

ら
倍
加
す
る
。

　
こ
の
詩
人
と
し
て
の
意
志
を
「
伝
承
」
の
文
脈
で
考
え
る
な
ら
、
右
の

こ
と
ば
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
想
像
力
の
あ
が
な
い
」（
一
九
六
六
）

や
『
四
つ
の
四
重
奏
』Four Q

uartets

に
焦
点
を
あ
て
た
「
車
輪
と
車
軸
」

（
一
九
六
二
）
に
ふ
れ
る
必
要
が
あ
る
。「
想
像
力
の
あ
が
な
い
」
の
議
論
の

根
底
に
あ
る
の
も
、〈
近
代
の
毒
を
あ
お
ぎ
す
ぎ
た
結
果
〉
の
混
沌
と
し
た

時
代
相
と
測
り
あ
え
る
〈
想
像
力
〉
に
つ
い
て
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
正
し

く
行
使
す
る
詩
人
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
る
。
壮
大
な
交
響
曲
の
静
か
に
は

じ
ま
る
序
奏
の
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
に
位
相
を
変
え
る
類
推
を
重
ね
な
が
ら
、

〈
こ
と
ば
〉
と
〈
想
像
力
〉
は
可
逆
的
／
等
価
的
に
か
か
わ
り
、
ま
た
そ
の

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

　
批
評
の
可
能
性
を
含
み
、
ま
た
詩
の
自
律
性
を
保
証
し
得
る
、
こ
の
〈
予

表
的
想
像
力
〉
に
依
り
な
が
ら
、
星
野
は
「
伝
承
」
と
い
う
詩
を
書
い
て
い

る
―
―

月
明
の
草
原
と
い
う
ご
く
あ
り
触
れ
た
設
定
か
ら
話
が
は
じ
ま
る

　

設
定
に
ふ
さ
わ
し
く
こ
れ
ま
た
見
た
目
に
は
ご
く
あ
り
触
れ
た
ひ
と

り
の
男
が

　
前
屈こ

ご

み
の
姿
勢
の
ま
ま

　
数
歩
あ
る
い
て
は
立
ち
止
ま

り
　
呼
吸
を
鎮
め

　
ま
た
数
歩
あ
る
い
て
は

　
と
い
う
行
為
を
繰
り

返
し
て
い
る

　
よ
ほ
ど
重
い
荷
物
を
担に

な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

　
月
の

出
の
ず
っ
と
前
か
ら
倦
き
も
せ
ず
に
ま
る
で
単
純
な
行
為
を
ど
れ
だ

け
繰
り
返
し
て
き
た
と
き
だ
っ
た
か

　
突
然

　
荷
物
が
嘶
い
た

　
む

ろ
ん
首
を
振
り
ざ
ま
よ
し
よ
し
と
宥
め
る
男

　
今
は
荷
物
で
も

　
抜

群
の
丈
夫
さ
を
誇
る
そ
の
い
と
し
い
運
搬
力
を

　
今
年
の
税
の
代
り

に
止
む
を
得
ず
差
し
出
し
た
の
だ
が

　
小
役
人
の
強
欲
な
目
論
見
の

た
め
に
丈
夫
な
は
ず
の
前
脚
の
片
方
を

　
あ
ろ
う
こ
と
か
骨
折
し
て

し
ま
っ
た
の
だ

　
も
う
一
度

　
よ
し
よ
し
と
宥
め
な
が
ら

　
男
の
脳

裏
に
は

　
草
原
一
帯
で
語
ら
れ
る
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
古
く
て
く
す

ん
だ
伝
承
が
浮
か
ん
で
い
た

　
片
や
コ
ブ
ラ
神
や
ト
キ
神
の
誅
求
か

ら
か
つ
が
つ
に
脱
出
し
唯
一
神
の
愛
を
忝
く
す
る
故
国
を
は
る
ば
る

目
指
し
て

　
困
憊
の
あ
げ
く
こ
の
草
原
に
差
し
掛
か
っ
た
民
び
と
た

ち
　
片
や
そ
の
数
の
勢
い
に
怯
み
な
が
ら
も
阻
止
し
な
け
れ
ば

　
と

す
る
異
教
の
王
に
買
収
さ
れ
て

　
絶
滅
の
呪
い
を
掛
け
る
べ
く
草
原

を
急
ぐ
占
卜
者

　
と

　
骨
折
も
何
も
し
て
い
な
い
の
に
運
搬
し
て

く
れ
る
荷
物
の
方
が

　
突
然

　
嘶
き

　
糅か

て
て
加
え
て
人
語
を
厳
か

に
語
り＊

出
し
た

　
唯
一
神
が
わ
た
し
を
通
し
て
申
さ
れ
る

　
あ
の
夥

し
い
民
び
と
た
ち
を
祝
福
せ
よ

　
草
原
が
道
を
開
け
る
ま
で
と

　
忽

ち
恐
れ
戦
き
回
心
し
た
と
い
う
異
教
の
占
卜
者

　
世
に
も
愚
か
な
荷

物
に
す
ぎ
な
い
こ
の
わ
た
し
を
も
み
心
は
見
棄
て
ら
れ
な
か
っ
た
と

　

潸さ
ん

々さ
ん

　
ま
た
潸
々

　
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が

　

代
わ
り
に
男
か
ら
迸
る
汗
か
涙
か
が

　
月
明
の
中
で
夥
し
く
金
剛
石

の
粒
の
よ
う
に
煌
い
た

　
お
の
れ
の
肩
に
掛
け
ら
れ
た
痛
い
脚
を
ま

る
で
お
の
れ
の
脚
の
よ
う
に
撫
で
摩さ

す

り
　
あ
ま
つ
さ
え

　
あ
な
た
は

何
と
わ
た
し
よ
り
神
の
御み

く
ら座

に
近
く
い
ま
す
こ
と
か
と
敬
虔
に
囁
く

の
だ
っ
た

　
こ
う
し
て
十
年
が

　
い
や
十
数
年
が
忽
ち
く
す
み
な
が

ら
経
過
し
た
と
き
だ
っ
た
だ
ろ
う

　
か
つ
て
二
十
歳
代
の
男
の
背
に

運
搬
し
て
も
ら
っ
た
荷
物
が

　
こ
ん
ど
は
三
十
歳
代
の
半
ば
を
超
え

よ
う
と
す
る
男
を
晴
れ
て
運
搬
し
て
や
る
日
が
到
来
し
た
の
だ

　
唯

一
神
が
わ
た
し
を
通
し
て
こ
う
申
さ
れ
る

　
あ
な
た
は
必
ず
わ
た
し

の
背
に
運
ば
れ
て
都
の
城
門
を
潜
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

　
折
し
も
歴

史
の
闇
の
中
か
ら
徐
々
に
姿
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
金
環
蝕

　
そ
の
輝

き
の
方
へ
と

　
見
た
目
に
は
の
ど
か
に
男
を
運
ん
で
ゆ
く
荷
物

　
む

ろ
ん
羽
音
も
荒
く
襲
い
か
か
る
蠅
ど
も
を
習
い
性
の
よ
う
に
棕
櫚
の

枝
で
打
ち
払
い

　
す
っ
か
り
厄
介
を
か
け
て
し
ま
っ
て

　
と
呟
き
な

が
ら

　
手
の
平
で
首
を
優
し
く
叩
き
な
が
ら

　
す
る
と
い
そ
い
そ
と

蹄
を
鳴
ら
す
荷
物

　
＊
「
民
数
記
」
二
二
章
二
七
節
‐
三
〇
節）

（1
（

。

　〈
ご
く
あ
り
触
れ
た
ひ
と
り
の
男
〉
が
〈
重
い
荷
物
〉
を
背
負
っ
て
歩
い

て
い
る
と
、〈
男
の
脳
裏
〉
に
〈
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
古
く
て
く
す
ん
だ
伝
承
〉

が
浮
か
ん
で
く
る
。〈
唯
一
神
の
愛
を
忝
く
す
る
故
国
〉
を
め
ざ
し
て
〈
草

原
〉
を
進
む
〈
民
び
と
た
ち
〉
と
、
そ
れ
を
何
と
し
て
も
〈
阻
止
し
な
け
れ

ば
〉
と
考
え
る
〈
異
教
の
王
〉。
そ
の
た
め
に
〈
買
収
さ
れ
て
〉〈
絶
滅
の
呪

い
を
掛
け
る
〉〈
占
卜
者
〉
を
乗
せ
た
〈
荷
物
〉
が
、〈
突
然

　
嘶
き
〉、〈
人

語
を
厳
か
に
語
り
出
し
た
〉。
そ
の
こ
と
で
〈
男
〉
は
、〈
荷
物
〉
が
自
分
よ

― 51 （　）―6
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ever w
as grief like m

ine.

け
れ
ど
も
こ
う
し
て
わ
た
し
は
死
ぬ
、こ
う
し
て
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
、

わ
た
し
の
苦
し
み
は
人
の
幸
福
、こ
う
し
て
わ
た
し
は
首
を
垂
れ
る
、

た
だ
他
の
ひ
と
び
と
に
は
言
わ
せ
た
ら
よ
い
、
わ
た
し
が
こ
う
し
て

　
死
ん
だ
と
き
、

　
　
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
は
絶
え
て
な
か
っ
た
、
と
。

第
五
四
連
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、〈
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
は
絶
え

て
な
か
っ
た
〉
を
繰
り
返
し
て
締
め
括
る
最
終
連
に
つ
い
て
星
野
は
、
そ
れ

ま
で
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
し
の
ば
せ
た
〈
複
雑
な
詩
的
構
造
〉
ば
か
り

で
な
く
、〈
鋭
角
的
な
イ
メ
ジ
〉
や
〈
入
り
組
ん
だ
ニ
ュ
ア
ン
ス
〉
さ
え
も

削
り
落
と
し
た
〈
散
文
に
よ
る
骨
組
み
〉
だ
け
が
、〈
枯
れ
骨
の
色
を
ま
と

い
な
が
ら
も
、
風
化
を
免
れ
て
、
そ
こ
に
あ
っ
け
ら
か
ん
と
、
と
言
っ
て
も

よ
い
風
情
〉
を
た
た
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
極
度
の
抽
象
性

を
お
び
た
風
景
は
、〈
劇
的
独
白
〉
を
通
し
て
イ
エ
ス
が
（
そ
し
て
ま
た
ハ

ー
バ
ー
ト
自
身
が
）内
面
の〈
痛
み
〉を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、す
な
わ
ち〈
痛

み
〉
を
外
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
―
―
禅
宗
で
い
う
放
下
に
相
当
す
る
―
―

得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
―
―

詩
篇
「
犠
牲
」
は
第
一
連
か
ら
第
六
二
連
ま
で
、
こ
の
外
化
、
放
下

を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
し
て
来
て
、
第
六
三
連
の
骨
組
み
だ
け
が
あ
っ

け
ら
か
ん
と
佇
立
す
る
、
言
わ
ば
幾
何
学
的
で
抽
象
的
な
、
そ
し
て

見
る
人
に
よ
っ
て
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
光
に
包
ま
れ
た
、
と
も
言
っ

て
よ
さ
そ
う
な
、
実
に
現
実
離
れ
も
甚
だ
し
い
景
観
に
到
達
す
る
の

だ）
（1
（

。

こ
の
よ
う
な
想
定
は
、〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
抽
出
し
、
そ
の
意
味
を
自
身

の
信
仰
心
に
照
ら
し
て
考
え
な
が
ら
、「
犠い

け
に
え牲

」
を
読
む
こ
と
で
初
め
て
引

き
出
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
エ
ン
プ
ソ
ン
や
テ
ュ
ー
ヴ
の
方
法
論
で
は

得
に
く
い
も
の
で
も
あ
る
。

　
エ
ン
プ
ソ
ン
の
意
味
論
的
分
析
に
つ
い
て
星
野
は
、〈
感
性
の
刃
物
の
よ

う
な
鋭
さ
と
意
味
論
的
追
求
の
真
摯
さ
〉
は
認
め
て
も
、〈
作
品
自
体
の
中

で
自
律
的
に
起
き
る
と
こ
ろ
の
意
味
の
増
殖
過
程
を
息
せ
き
切
っ
て
追
い
か

け
、
か
つ
懸
命
に
言
葉
で
捉
え
よ
う
と
す
る
行
為
〉
で
あ
り
、
そ
の
分
析
者

の
関
心
次
第
で
は
際
限
な
く
続
き
か
ね
な
い
分
析
を
、
ど
こ
で
中
断
す
べ
き

か
の
判
断
が
重
要
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
中
断
の
根
拠
を
あ
た
え
て

く
れ
る
テ
ュ
ー
ヴ
の
歴
史
主
義
的
批
評
に
つ
い
て
は
、そ
の
根
拠
と
な
る〈
伝

統
的
な
意
味
の
限
界
、
枠
組
〉
を
強
調
し
過
ぎ
る
と
、
詩
は
も
は
や
詩
た
り

え
ず
、
単
な
る
〈
歴
史
研
究
の
資
料
〉
で
し
か
な
い
と
の
認
識
を
示
す）

（（
（

。

　
そ
れ
に
対
し
、〈
予
表
的
想
像
力
〉
で
は
、
詩
の
中
心
的
イ
メ
ジ
と
そ
の

現
前
化
す
る
必
然
性
が
、〈
予
表
〉
と
〈
対
型
〉
の
類
比
的
関
係
に
よ
っ
て

詩
に
内
在
す
る
と
考
え
る
た
め
、
分
析
者
や
歴
史
的
事
実
と
い
う
外
在
的
要

因
に
依
拠
し
て
不
必
要
な
影
響
を
受
け
な
い
分
、
詩
を
自
律
的
に
完
結
し
た

も
の
と
捉
え
る
余
地
が
拡
が
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、〈
タ
イ
ポ
ロ

ジ
ー
〉
を
抽
出
し
、
そ
の
成
立
の
背
景
を
神
学
的
か
つ
文
学
的
に
解
明
す
る

と
き
に
は
、
読
者
（
分
析
者
）
の
信
仰
心
の
篤
さ
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
業
の

深
度
と
振
幅
に
違
い
が
生
じ
得
る
と
い
う
点
で
、
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
や
〈
コ

ン
シ
ー
ト
〉
の
場
合
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
意
味
や
関
係
性
を
謎
解

き
の
ご
と
く
説
明
す
る
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
、
あ
く
ま
で
も
批
評
と
し
て

の
可
能
性
と
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
＊

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

　
た
し
か
に
星
野
の
読
み
は
、
み
ず
か
ら
の
信
仰
を
確
認
す
る
よ
う
に
進
ん

で
い
く
が
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
顕
著
と
な
る
の
が
、
第
五
四
連
の
〈
タ
イ
ポ

ロ
ジ
ー
〉
の
感
知
と
そ
の
読
み
に
ふ
れ
た
と
き
で
あ
る
―
―

　
　
　But, O

 m
y God, m

y God! w
hy leav'st thou m

e,

　
　
　T

he sonne, in w
hom

 thou dost delight to be?

　
　
　M

y God, m
y God 

―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　N

ever w
as grief like m

ine.

　
　
　
け
れ
ど
、〈
あ
あ
わ
が
神
、
わ
が
神
〉
何
故
わ
た
し
を
お
見
捨
て
に
、

　
　
　
あ
な
た
が
そ
の
中
に
お
座
す
こ
と
を
喜
ば
れ
た
、
息
子
を
何
故
？

　
　
　〈
わ
が
神
、
わ
が
神
―
―
〉

　
　
　
　
　
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
は
絶
え
て
な
か
っ
た
。

一
行
目
に
は
「
詩
篇
」
二
二
篇
二
節
〈
わ
が
神
、
わ
が
神
／
な
ぜ
私
を
お
見

捨
て
に
な
っ
た
の
か
／
私
の
悲
嘆
の
言
葉
は
救
い
か
ら
遠
い
〉
が
余
響
し
、

そ
の
〈
予
表
〉
と
し
て
の
ダ
ビ
デ
の
悲
痛
な
訴
え
は
、
三
行
目
の
「
マ
タ
イ

に
よ
る
福
音
書
」二
七
章
四
六
節〈
三
時
ご
ろ
、イ
エ
ス
は
大
声
で
叫
ば
れ
た
。

「
エ
リ
、
エ
リ
、
レ
マ
、
サ
バ
ク
タ
ニ
」
こ
れ
は
、「
わ
が
神
、
わ
が
神
、
な

ぜ
私
を
お
見
捨
て
に
な
っ
た
の
で
す
か
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
〉
で
の
イ
エ

ス
の
悲
痛
な
叫
び
と
な
っ
て
現
実
化
す
る
。
こ
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
の
成

立
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
星
野
は
、
詩
篇
の
通
奏
低
音
の
よ
う
な
リ
フ
レ
イ

ン
―
―〈
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
が
か
つ
て
あ
っ
た
か
〉―
―
が
、〈
こ

の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
は
絶
え
て
な
か
っ
た
〉
と
断
定
に
変
化
す
る
こ

と
に
ふ
れ
て
、
読
者
は
こ
こ
で
悲
痛
な
叫
び
に
こ
め
た
〈
痛
み
〉
を
、
理
念

化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
像
の
も
の
で
は
な
く
、
生
身
の
苦
痛
と
し
て
受
け
止
め

る
は
ず
だ
と
考
え
る
。

　〈
神
〉が
贖
罪
の〈
犠
牲
〉と
し
て〈
息
子
／
イ
エ
ス
〉の
肉
の
命
を
所
望
し
、

そ
の
絶
命
に
向
か
っ
て
急
展
開
す
る
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
も
っ
と

も
重
要
な
部
分
に
密
着
し
た
第
五
四
連
で
身
体
化
さ
れ
る
こ
の
〈
痛
み
〉
が
、

「
犠い

け
に
え牲

」
を
読
み
進
め
る
と
き
に
星
野
自
身
の
裡
に
生
じ
た
変
化
か
ら
導
か

れ
た
も
の
に
は
違
い
な
い
が
、〈
か
つ
て
あ
っ
た
か
〉
と
い
う
問
い
が
、
そ

の
執
拗
な
繰
り
返
し
か
ら
は
、
語
り
手
イ
エ
ス
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
イ
エ

ス
に
語
ら
せ
て
い
る
ハ
ー
バ
ー
ト
自
身
の
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
は
ま
た
、
次
の
星
野
の
こ
と
ば
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
十
字
架
上

の
〈
痛
み
〉
に
同
一
化
し
て
イ
エ
ス
に
語
ら
せ
る
ハ
ー
バ
ー
ト
に
、
さ
ら
に

星
野
自
身
が
同
一
化
し
な
が
ら
読
む
こ
と
で
得
ら
れ
た
確
信
で
も
あ
る
―
―

　
わ
た
し
は
か
ね
が
ね
、
旧
約
・
詩
篇
を
幾
度
と
な
く
繰
り
返
し
読

ん
で
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
こ
の
第
五
四
連
を
は
じ
め
て
読
ん
だ
と

き
、体
の
中
を
何
か
電
流
の
よ
う
な
も
の
が
駆
け
抜
け
た
気
が
し
た
。

や
が
て
あ
れ
は
ハ
ー
バ
ー
ト
の
魂
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
も
こ
の
四
行
詩
を
読
み
返
す
度
に
、
わ
た
し

の
肩
の
辺
り
に
彼
の
魂
が
寄
り
添
っ
て
、
背
後
か
ら
わ
た
し
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
配
を
感
じ
る
の
だ（

９
）。

　
ハ
ー
バ
ー
ト
の
特
徴
的
な
語
彙
使
用
の
傾
向
か
ら
、〈
痛
み
〉
の
原
語 

"grief" 

に
は
中
期
英
語
に
遡
る
〈
身
体
的
苦
痛
〉
が
含
意
さ
れ
る
こ
と
も
傍

証
と
し
、
こ
の
〈
痛
み
〉
を
身
体
化
し
て
読
み
進
め
る
な
か
で
到
達
す
る
第

六
三
連
―
―

　
　
　But now

 I die; now
 all is finished.

　
　
　M

y w
o, m

ans w
eal: and now

 I bow
 m

y head.

　
　
　O

nely let others say, w
hen I am

 dead,

― 52 （　）―5
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　N

ever w
as grief like m

ine.

け
れ
ど
も
こ
う
し
て
わ
た
し
は
死
ぬ
、こ
う
し
て
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
、

わ
た
し
の
苦
し
み
は
人
の
幸
福
、こ
う
し
て
わ
た
し
は
首
を
垂
れ
る
、

た
だ
他
の
ひ
と
び
と
に
は
言
わ
せ
た
ら
よ
い
、
わ
た
し
が
こ
う
し
て

　
死
ん
だ
と
き
、

　
　
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
は
絶
え
て
な
か
っ
た
、
と
。

第
五
四
連
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、〈
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
は
絶
え

て
な
か
っ
た
〉
を
繰
り
返
し
て
締
め
括
る
最
終
連
に
つ
い
て
星
野
は
、
そ
れ

ま
で
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
し
の
ば
せ
た
〈
複
雑
な
詩
的
構
造
〉
ば
か
り

で
な
く
、〈
鋭
角
的
な
イ
メ
ジ
〉
や
〈
入
り
組
ん
だ
ニ
ュ
ア
ン
ス
〉
さ
え
も

削
り
落
と
し
た
〈
散
文
に
よ
る
骨
組
み
〉
だ
け
が
、〈
枯
れ
骨
の
色
を
ま
と

い
な
が
ら
も
、
風
化
を
免
れ
て
、
そ
こ
に
あ
っ
け
ら
か
ん
と
、
と
言
っ
て
も

よ
い
風
情
〉
を
た
た
え
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
極
度
の
抽
象
性

を
お
び
た
風
景
は
、〈
劇
的
独
白
〉
を
通
し
て
イ
エ
ス
が
（
そ
し
て
ま
た
ハ

ー
バ
ー
ト
自
身
が
）内
面
の〈
痛
み
〉を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、す
な
わ
ち〈
痛

み
〉
を
外
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
―
―
禅
宗
で
い
う
放
下
に
相
当
す
る
―
―

得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
―
―

詩
篇
「
犠
牲
」
は
第
一
連
か
ら
第
六
二
連
ま
で
、
こ
の
外
化
、
放
下

を
ひ
た
す
ら
繰
り
返
し
て
来
て
、
第
六
三
連
の
骨
組
み
だ
け
が
あ
っ

け
ら
か
ん
と
佇
立
す
る
、
言
わ
ば
幾
何
学
的
で
抽
象
的
な
、
そ
し
て

見
る
人
に
よ
っ
て
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
光
に
包
ま
れ
た
、
と
も
言
っ

て
よ
さ
そ
う
な
、
実
に
現
実
離
れ
も
甚
だ
し
い
景
観
に
到
達
す
る
の

だ）
（1
（

。

こ
の
よ
う
な
想
定
は
、〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
抽
出
し
、
そ
の
意
味
を
自
身

の
信
仰
心
に
照
ら
し
て
考
え
な
が
ら
、「
犠い

け
に
え牲

」
を
読
む
こ
と
で
初
め
て
引

き
出
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
エ
ン
プ
ソ
ン
や
テ
ュ
ー
ヴ
の
方
法
論
で
は

得
に
く
い
も
の
で
も
あ
る
。

　
エ
ン
プ
ソ
ン
の
意
味
論
的
分
析
に
つ
い
て
星
野
は
、〈
感
性
の
刃
物
の
よ

う
な
鋭
さ
と
意
味
論
的
追
求
の
真
摯
さ
〉
は
認
め
て
も
、〈
作
品
自
体
の
中

で
自
律
的
に
起
き
る
と
こ
ろ
の
意
味
の
増
殖
過
程
を
息
せ
き
切
っ
て
追
い
か

け
、
か
つ
懸
命
に
言
葉
で
捉
え
よ
う
と
す
る
行
為
〉
で
あ
り
、
そ
の
分
析
者

の
関
心
次
第
で
は
際
限
な
く
続
き
か
ね
な
い
分
析
を
、
ど
こ
で
中
断
す
べ
き

か
の
判
断
が
重
要
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
中
断
の
根
拠
を
あ
た
え
て

く
れ
る
テ
ュ
ー
ヴ
の
歴
史
主
義
的
批
評
に
つ
い
て
は
、そ
の
根
拠
と
な
る〈
伝

統
的
な
意
味
の
限
界
、
枠
組
〉
を
強
調
し
過
ぎ
る
と
、
詩
は
も
は
や
詩
た
り

え
ず
、
単
な
る
〈
歴
史
研
究
の
資
料
〉
で
し
か
な
い
と
の
認
識
を
示
す）

（（
（

。

　
そ
れ
に
対
し
、〈
予
表
的
想
像
力
〉
で
は
、
詩
の
中
心
的
イ
メ
ジ
と
そ
の

現
前
化
す
る
必
然
性
が
、〈
予
表
〉
と
〈
対
型
〉
の
類
比
的
関
係
に
よ
っ
て

詩
に
内
在
す
る
と
考
え
る
た
め
、
分
析
者
や
歴
史
的
事
実
と
い
う
外
在
的
要

因
に
依
拠
し
て
不
必
要
な
影
響
を
受
け
な
い
分
、
詩
を
自
律
的
に
完
結
し
た

も
の
と
捉
え
る
余
地
が
拡
が
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、〈
タ
イ
ポ
ロ

ジ
ー
〉
を
抽
出
し
、
そ
の
成
立
の
背
景
を
神
学
的
か
つ
文
学
的
に
解
明
す
る

と
き
に
は
、
読
者
（
分
析
者
）
の
信
仰
心
の
篤
さ
に
よ
っ
て
、
そ
の
作
業
の

深
度
と
振
幅
に
違
い
が
生
じ
得
る
と
い
う
点
で
、
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
や
〈
コ

ン
シ
ー
ト
〉
の
場
合
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
意
味
や
関
係
性
を
謎
解

き
の
ご
と
く
説
明
す
る
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
、
あ
く
ま
で
も
批
評
と
し
て

の
可
能
性
と
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
＊

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

　
た
し
か
に
星
野
の
読
み
は
、
み
ず
か
ら
の
信
仰
を
確
認
す
る
よ
う
に
進
ん

で
い
く
が
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
顕
著
と
な
る
の
が
、
第
五
四
連
の
〈
タ
イ
ポ

ロ
ジ
ー
〉
の
感
知
と
そ
の
読
み
に
ふ
れ
た
と
き
で
あ
る
―
―

　
　
　But, O

 m
y God, m

y God! w
hy leav'st thou m
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　T

he sonne, in w
hom

 thou dost delight to be?

　
　
　M

y God, m
y God 

―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　N

ever w
as grief like m

ine.

　
　
　
け
れ
ど
、〈
あ
あ
わ
が
神
、
わ
が
神
〉
何
故
わ
た
し
を
お
見
捨
て
に
、

　
　
　
あ
な
た
が
そ
の
中
に
お
座
す
こ
と
を
喜
ば
れ
た
、
息
子
を
何
故
？

　
　
　〈
わ
が
神
、
わ
が
神
―
―
〉

　
　
　
　
　
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
は
絶
え
て
な
か
っ
た
。

一
行
目
に
は
「
詩
篇
」
二
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篇
二
節
〈
わ
が
神
、
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が
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／
な
ぜ
私
を
お
見

捨
て
に
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っ
た
の
か
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私
の
悲
嘆
の
言
葉
は
救
い
か
ら
遠
い
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が
余
響
し
、

そ
の
〈
予
表
〉
と
し
て
の
ダ
ビ
デ
の
悲
痛
な
訴
え
は
、
三
行
目
の
「
マ
タ
イ

に
よ
る
福
音
書
」二
七
章
四
六
節〈
三
時
ご
ろ
、イ
エ
ス
は
大
声
で
叫
ば
れ
た
。
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、
エ
リ
、
レ
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、
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」
こ
れ
は
、「
わ
が
神
、
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が
神
、
な

ぜ
私
を
お
見
捨
て
に
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っ
た
の
で
す
か
」
と
い
う
意
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で
あ
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で
の
イ
エ
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の
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痛
な
叫
び
と
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て
現
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化
す
る
。
こ
の
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〉
の
成
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を
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篇
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ら
れ
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ら
れ
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な
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み
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さ
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の
も
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で
は
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の
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と
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と
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。
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犠
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／
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に
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っ
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す
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と
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、
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に
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五
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で
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こ
の
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に
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ら
れ
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、
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よ
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に
、
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の
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に
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に
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よ
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感
じ
る
の
だ（

９
）。

　
ハ
ー
バ
ー
ト
の
特
徴
的
な
語
彙
使
用
の
傾
向
か
ら
、〈
痛
み
〉
の
原
語 

"grief" 

に
は
中
期
英
語
に
遡
る
〈
身
体
的
苦
痛
〉
が
含
意
さ
れ
る
こ
と
も
傍

証
と
し
、
こ
の
〈
痛
み
〉
を
身
体
化
し
て
読
み
進
め
る
な
か
で
到
達
す
る
第

六
三
連
―
―

　
　
　But now

 I die; now
 all is finished.

　
　
　M

y w
o, m

ans w
eal: and now

 I bow
 m

y head.

　
　
　O

nely let others say, w
hen I am

 dead,
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は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、〈
可
能
な
こ
と
が
、
直
ち
に
意
義
が
あ
る
と
は

限
ら
な
い
に
せ
よ
〉
と
、
あ
く
ま
で
〈
変
化
〉
の
可
能
態
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
含
み
を
も
た
せ
た
慎
重
な
言
い
回
し
か
ら
は
、〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
に
よ

る
読
み
を
有
意
味
と
す
る
可
能
性
は
、
読
者
の
信
仰
の
強
さ
と
、
そ
れ
に
も

と
づ
く
ハ
ー
バ
ー
ト
へ
の
共
感
と
理
解
の
度
合
と
も
深
く
か
か
わ
る
、
と
星

野
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
よ
う
な
〈
変
化
〉
を
瞬
時
に
認
め
る
感
性
は
、
む
ろ
ん
読
者
の
信
仰

心
と
無
関
係
で
は
な
い
か
ら
、『
旧
約
聖
書
』
と
『
新
約
聖
書
』
の
聖
句
〈
そ

れ
ぞ
れ
の
固
有
の
意
味
〉
に
鋭
敏
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
両
者
の
照
応
関

係
に
架
橋
す
る
想
像
力
に
よ
っ
て
も
相
互
規
定
的
に
醸
成
さ
れ
る
は
ず
で
、

実
際
、
星
野
の
「
犠い

け
に
え牲

」
論
は
、
そ
の
関
係
を
成
立
さ
せ
る
読
み
の
可
能
性

を
示
す
こ
と
で
展
開
す
る
。
そ
の
議
論
の
一
例
と
し
て
―
―

　
　
　O

H
 all ye, w

ho passe by, w
hose eyes and m

inde

　
　
　T

o w
orldly things are shrap, but to m

e blinde;

　
　
　T

o m
e, w

ho took eyes that I m
ight you finde:

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　W

as ever grief like M
ine?

　
　
　〈
お
お
道
行
く
す
べ
て
の
ひ
と
び
と
よ
〉、
あ
な
た
方
の
目
と
心
は

　
　
　
世
俗
の
も
の
ご
と
に
は
鋭
い
け
れ
ど
、
わ
た
し
に
対
し
て
は
盲
目
、

　
　
　
あ
な
た
方
を
見
出
さ
ん
が
た
め
に
、肉
の
目
を
備
え
た
わ
た
し
に
は
。

　
　
　
　
　
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
が
か
つ
て
あ
っ
た
か
？

こ
の
第
一
連
に
つ
い
て
星
野
は
、
最
初
に
〈
お
お
道
行
く
す
べ
て
の
ひ
と
び

と
よ
〉
の
呼
び
か
け
が
、「
哀
歌
」
一
章
十
二
節
〈
あ
な
た
が
た
は
何
と
も

思
わ
な
い
の
か
／
道
行
く
す
べ
て
の
人
よ
、
見
よ
、
目
を
留
め
よ
／
こ
れ

ほ
ど
の
痛
み
が
私
に
負
わ
さ
れ
た
こ
と
が
／
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
〉
か
ら
の
引

用
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、
次
に
そ
の
聖
句
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
荒
廃
さ
せ
た

罪
か
ら
の
回
復
の
可
能
性
を
反
映
す
る
よ
う
に
、「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」

二
七
章
三
九
節
‐
四
十
節
〈
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
人
々
は
、
頭
を
振
り
な

が
ら
イ
エ
ス
を
罵
っ
て
、
言
っ
た
。「
神
殿
を
壊
し
、
三
日
で
建
て
る
者
、

神
の
子
な
ら
、
自
分
を
救
っ
て
み
ろ
。
そ
し
て
十
字
架
か
ら
降
り
て
来
い
」〉

と
照
応
し
て
、〈
一
瞬
の
内
に
現
前
さ
せ
る
迫
力
〉
を
も
っ
て
〈
タ
イ
ポ
ロ

ジ
ー
〉
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
詩
句
の
必
然
的
選
択
と

配
置
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
―
―

三
行
目
の
〈
肉
の
目
を
備
え
た
わ
た
し
〉
と
は
、
神
の
霊
が
人
の
肉

を
帯
び
た
こ
と
で
、
そ
れ
も
人
を
救
済
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
が
〈
あ
な
た
方
〉
に
は
全
く
理
解
さ
れ
な
い
苦
し
み
、
他
の
誰
で

も
な
い
、
正
し
く
イ
エ
ス
な
る
が
故
の
〈
痛
み
〉
を
語
る
の
だ（

８
）。

人
類
救
済
の
た
め
の
肉
化
の
奇
蹟
に
ふ
れ
な
が
ら
、
そ
の
人
び
と
の
無
理
解

に
よ
る
〈
苦
し
み
〉
を
〈
他
の
誰
で
も
な
い
、
正
し
く
イ
エ
ス
な
る
が
故
の

〈
痛
み
〉〉
と
敷
衍
す
る
の
は
、
星
野
自
身
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
理
解
と
信

仰
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
記
述
が
引
き
出
さ
れ
る
た
め
に
は
、
預

言
者
エ
レ
ミ
ア
の
訴
え
を
〈
予
表
〉（type

）
と
し
た
と
き
に
、
そ
の
実
現

で
あ
る
〈
対
型
〉（anti-type

）
が
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
二
七
章
三

九
節
‐
四
十
節
に
あ
た
る
こ
と
、
こ
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
ハ
ー
バ
ー
ト

が
見
出
し
、
そ
れ
を
詩
句
に
し
の
ば
せ
て
第
一
連
が
書
れ
て
い
る
と
い
う
理

解
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
に
裏
打
ち
さ
れ
た
詩
法
が
、
星
野
の

い
う
〈
予
表
的
想
像
力
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
ト
が
抽
出
し

た
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
、
こ
と
ば
の
自
律
性
に
留
意
し
な
が
ら
解
き
ほ
ぐ

し
て
い
く
作
業
は
、
し
た
が
っ
て
読
者
自
身
の
信
仰
の
あ
り
か
を
問
い
直
す

機
会
と
も
な
る
。

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

　
　
　But all the constellations of the storie.

　
　
　T

his verse m
arks that, and both do m

ake a m
otion

　
　
　
　
　U

nto a third, that ten leaves off doth lie:

　
　
　
　
　T

hen as dispersed herbs do w
atch a potion,

　
　
　T

hese three m
ake up som

e Christians destinie:

　
　
　
お
お
、そ
な
た
の
す
べ
て
の
光
が
ど
の
よ
う
に
結
び
合
っ
て
い
る
の
か
、

　
　
　
　
　
ま
た
、そ
れ
ら
の
栄
光
の
配
列
が
、私
に
判
れ
ば
よ
い
の
だ
が
！

　
　
　
　
　
そ
な
た
の
各
節
が
い
か
に
輝
い
て
い
る
か
を
の
み
で
な
く

　
　
　
物は

な
し語

が
織
り
な
す
星
座
を
も

　
み
な
見
究
め
な
が
ら
。

　
　
　
こ
の
一
節
が
あ
の
一
節
に
目
を
留と

め
る
、
次
に
こ
れ
ら
二
節
が

　
十

頁
も
離
れ
た

　
　
　
　
　
も
う
一
節
に

　
合
図
を
送
る
。

　
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
、
ば
ら
ば
ら
の
薬
草
が
互
い
に
結
び
合
っ
て
一
服
の

良
薬
を
目
指
す
ご
と
く
、

　
　
　
こ
れ
ら
三
節
は

　
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
運す

く
い命

を
　
つ
く
り
上
げ
る（

４
）。

　
異
な
る
文
脈
に
、
し
か
し
実
際
に
は
〈
栄
光
の
配
列
〉
で
〈
聖
書
〉
に

埋
め
込
ま
れ
た
こ
と
ば
が
、〈
互
い
に
結
び
合
っ
て
〉
聖
な
る
〈
物は

な
し語

〉
を

〈
織
り
な
す
星
座
〉
と
な
る
よ
う
に
、
一
挙
全
体
的
に
〈
あ
る
キ
リ
ス
ト
者

の
運す

く
い命

〉
を
決
め
る
ほ
ど
の
新
し
い
文
脈
を
構
成
す
る
照
応
関
係
は
、
古
代

と
現
代
の
間
に
時
空
を
越
え
た
連
続
的
関
係
を
結
び
、
そ
の
相
互
照
射
に
よ

っ
て
詩
的
創
造
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
神
話
批
評
―
―
星
野
が
初
期
の
詩
的
営

為
の
根
拠
と
し
た
―
―
に
も
、
ま
た
文
脈
を
越
え
た
こ
と
ば
の
不
意
な
遭
遇

を
実
現
す
る
こ
と
で
は
、
形
而
上
詩
人
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
に
代
表
さ
れ
る
〈
コ

ン
シ
ー
ト
〉
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
点
で
星
野
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ

ー
〉
へ
の
気
づ
き
は
、
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
の
〈
劇
的
独
白
〉
で
書
か
れ
て

い
る
「
犠い

け
に
え牲

」
に
よ
る
こ
と
も
含
め
、
詩
人
と
し
て
の
原
点
回
帰
の
よ
う
に

も
映
る（

５
）。

こ
こ
で
さ
ら
に
、〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
の
成
立
は
、
或
る
特
定
の
宗

教
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
こ
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
逆
に
機
能
す

る
こ
と
も
、
分
っ
て
く
る（

６
）

〉
と
い
う
星
野
の
認
識
に
注
目
す
れ
ば
、〈
タ
イ

ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
に
深
く
か

か
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
星
野
に
と
っ
て
、〈
あ
る
キ
リ

ス
ト
者
の
運す

く
い命

〉
ま
た
は
〈
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
〉
を
保
証
す
る
も
の
で
あ

り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
星
野
自
身
の
信
の
あ
り
か
と
、
そ
の
強
さ
を
示
す
ひ

と
つ
の
指
標
に
さ
え
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
エ
ン
プ
ソ
ン
と
チ
ュ
ー
ブ
の
読
み
に
代
わ
る
、
詩
篇

に
構
造
的
に
内
在
す
る
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
に
も
と
づ
く
読
み
の
根
拠
を
う

か
が
わ
せ
る
次
の
一
節
に
し
て
も
、
テ
キ
ス
ト
の
〈
意
味
論
的
分
析
批
評
〉

の
可
能
性
に
ふ
れ
た
も
の
と
見
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
―
―

も
し
も
言
葉
同
士
が
不
意
に
遭
遇
し
て
、
相
互
に
条
件
反
射
的
に
反

応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
意
味
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
意

味
論
的
分
析
批
評
の
適
用
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
可
能
な
こ

と
が
、
直
ち
に
意
義
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
に
せ
よ
、
で
は
む
ろ
ん

あ
る
が
―
―
。

こ
こ
で
は
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
が
成
立
し
た
と
き
に
生
じ
る
〈
そ
れ
ぞ
れ
の

固
有
の
意
味
〉の〈
変
化
〉に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
場
合
、〈
言
葉
〉

の
〈
不
意
〉
な
〈
遭
遇
〉
を
必
然
的
な
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に

内
在
す
る
神
学
的
・
教
義
的
関
連
性
を
〈
条
件
反
射
的
に
〉
感
知
し
、
そ
の

と
き
〈
変
化
〉
と
捉
え
る
だ
け
の
感
性
が
読
者
の
裡
に
前
提
と
し
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
ハ
ー
バ
ー
ト
の
信
仰
詩
を
読
む
上
で
理
想
的
と

も
い
え
る
読
者
が
、
星
野
自
身
の
読
み
か
ら
帰
納
さ
れ
る
読
者
で
あ
る
こ
と
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は
容
易
に
想
像
で
き
る
が
、〈
可
能
な
こ
と
が
、
直
ち
に
意
義
が
あ
る
と
は

限
ら
な
い
に
せ
よ
〉
と
、
あ
く
ま
で
〈
変
化
〉
の
可
能
態
に
す
ぎ
な
い
と
い

う
含
み
を
も
た
せ
た
慎
重
な
言
い
回
し
か
ら
は
、〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
に
よ

る
読
み
を
有
意
味
と
す
る
可
能
性
は
、
読
者
の
信
仰
の
強
さ
と
、
そ
れ
に
も

と
づ
く
ハ
ー
バ
ー
ト
へ
の
共
感
と
理
解
の
度
合
と
も
深
く
か
か
わ
る
、
と
星

野
が
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
の
よ
う
な
〈
変
化
〉
を
瞬
時
に
認
め
る
感
性
は
、
む
ろ
ん
読
者
の
信
仰

心
と
無
関
係
で
は
な
い
か
ら
、『
旧
約
聖
書
』
と
『
新
約
聖
書
』
の
聖
句
〈
そ

れ
ぞ
れ
の
固
有
の
意
味
〉
に
鋭
敏
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
両
者
の
照
応
関

係
に
架
橋
す
る
想
像
力
に
よ
っ
て
も
相
互
規
定
的
に
醸
成
さ
れ
る
は
ず
で
、

実
際
、
星
野
の
「
犠い

け
に
え牲

」
論
は
、
そ
の
関
係
を
成
立
さ
せ
る
読
み
の
可
能
性

を
示
す
こ
と
で
展
開
す
る
。
そ
の
議
論
の
一
例
と
し
て
―
―

　
　
　O

H
 all ye, w

ho passe by, w
hose eyes and m

inde

　
　
　T

o w
orldly things are shrap, but to m

e blinde;

　
　
　T

o m
e, w

ho took eyes that I m
ight you finde:

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　W

as ever grief like M
ine?

　
　
　〈
お
お
道
行
く
す
べ
て
の
ひ
と
び
と
よ
〉、
あ
な
た
方
の
目
と
心
は

　
　
　
世
俗
の
も
の
ご
と
に
は
鋭
い
け
れ
ど
、
わ
た
し
に
対
し
て
は
盲
目
、

　
　
　
あ
な
た
方
を
見
出
さ
ん
が
た
め
に
、肉
の
目
を
備
え
た
わ
た
し
に
は
。

　
　
　
　
　
こ
の
痛
み
に
比
え
ら
れ
る
痛
み
が
か
つ
て
あ
っ
た
か
？

こ
の
第
一
連
に
つ
い
て
星
野
は
、
最
初
に
〈
お
お
道
行
く
す
べ
て
の
ひ
と
び

と
よ
〉
の
呼
び
か
け
が
、「
哀
歌
」
一
章
十
二
節
〈
あ
な
た
が
た
は
何
と
も

思
わ
な
い
の
か
／
道
行
く
す
べ
て
の
人
よ
、
見
よ
、
目
を
留
め
よ
／
こ
れ

ほ
ど
の
痛
み
が
私
に
負
わ
さ
れ
た
こ
と
が
／
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
〉
か
ら
の
引

用
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、
次
に
そ
の
聖
句
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
を
荒
廃
さ
せ
た

罪
か
ら
の
回
復
の
可
能
性
を
反
映
す
る
よ
う
に
、「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」

二
七
章
三
九
節
‐
四
十
節
〈
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
人
々
は
、
頭
を
振
り
な

が
ら
イ
エ
ス
を
罵
っ
て
、
言
っ
た
。「
神
殿
を
壊
し
、
三
日
で
建
て
る
者
、

神
の
子
な
ら
、
自
分
を
救
っ
て
み
ろ
。
そ
し
て
十
字
架
か
ら
降
り
て
来
い
」〉

と
照
応
し
て
、〈
一
瞬
の
内
に
現
前
さ
せ
る
迫
力
〉
を
も
っ
て
〈
タ
イ
ポ
ロ

ジ
ー
〉
が
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
詩
句
の
必
然
的
選
択
と

配
置
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
―
―

三
行
目
の
〈
肉
の
目
を
備
え
た
わ
た
し
〉
と
は
、
神
の
霊
が
人
の
肉

を
帯
び
た
こ
と
で
、
そ
れ
も
人
を
救
済
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
が
〈
あ
な
た
方
〉
に
は
全
く
理
解
さ
れ
な
い
苦
し
み
、
他
の
誰
で

も
な
い
、
正
し
く
イ
エ
ス
な
る
が
故
の
〈
痛
み
〉
を
語
る
の
だ（

８
）。

人
類
救
済
の
た
め
の
肉
化
の
奇
蹟
に
ふ
れ
な
が
ら
、
そ
の
人
び
と
の
無
理
解

に
よ
る
〈
苦
し
み
〉
を
〈
他
の
誰
で
も
な
い
、
正
し
く
イ
エ
ス
な
る
が
故
の

〈
痛
み
〉〉
と
敷
衍
す
る
の
は
、
星
野
自
身
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
理
解
と
信

仰
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
記
述
が
引
き
出
さ
れ
る
た
め
に
は
、
預

言
者
エ
レ
ミ
ア
の
訴
え
を
〈
予
表
〉（type

）
と
し
た
と
き
に
、
そ
の
実
現

で
あ
る
〈
対
型
〉（anti-type

）
が
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
二
七
章
三

九
節
‐
四
十
節
に
あ
た
る
こ
と
、
こ
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
ハ
ー
バ
ー
ト

が
見
出
し
、
そ
れ
を
詩
句
に
し
の
ば
せ
て
第
一
連
が
書
れ
て
い
る
と
い
う
理

解
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
思
考
に
裏
打
ち
さ
れ
た
詩
法
が
、
星
野
の

い
う
〈
予
表
的
想
像
力
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ハ
ー
バ
ー
ト
が
抽
出
し

た
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
、
こ
と
ば
の
自
律
性
に
留
意
し
な
が
ら
解
き
ほ
ぐ

し
て
い
く
作
業
は
、
し
た
が
っ
て
読
者
自
身
の
信
仰
の
あ
り
か
を
問
い
直
す

機
会
と
も
な
る
。

菅野弘久：星野徹の〈予表的想像力〉

　
　
　But all the constellations of the storie.

　
　
　T

his verse m
arks that, and both do m

ake a m
otion

　
　
　
　
　U

nto a third, that ten leaves off doth lie:
　
　
　
　
　T

hen as dispersed herbs do w
atch a potion,

　
　
　T

hese three m
ake up som

e Christians destinie:

　
　
　
お
お
、そ
な
た
の
す
べ
て
の
光
が
ど
の
よ
う
に
結
び
合
っ
て
い
る
の
か
、

　
　
　
　
　
ま
た
、そ
れ
ら
の
栄
光
の
配
列
が
、私
に
判
れ
ば
よ
い
の
だ
が
！

　
　
　
　
　
そ
な
た
の
各
節
が
い
か
に
輝
い
て
い
る
か
を
の
み
で
な
く

　
　
　
物は

な
し語

が
織
り
な
す
星
座
を
も

　
み
な
見
究
め
な
が
ら
。

　
　
　
こ
の
一
節
が
あ
の
一
節
に
目
を
留と

め
る
、
次
に
こ
れ
ら
二
節
が

　
十

頁
も
離
れ
た

　
　
　
　
　
も
う
一
節
に

　
合
図
を
送
る
。

　
　
　
　
　
そ
れ
か
ら
、
ば
ら
ば
ら
の
薬
草
が
互
い
に
結
び
合
っ
て
一
服
の

良
薬
を
目
指
す
ご
と
く
、

　
　
　
こ
れ
ら
三
節
は

　
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
運す

く
い命

を
　
つ
く
り
上
げ
る（

４
）。

　
異
な
る
文
脈
に
、
し
か
し
実
際
に
は
〈
栄
光
の
配
列
〉
で
〈
聖
書
〉
に

埋
め
込
ま
れ
た
こ
と
ば
が
、〈
互
い
に
結
び
合
っ
て
〉
聖
な
る
〈
物は

な
し語

〉
を

〈
織
り
な
す
星
座
〉
と
な
る
よ
う
に
、
一
挙
全
体
的
に
〈
あ
る
キ
リ
ス
ト
者

の
運す

く
い命

〉
を
決
め
る
ほ
ど
の
新
し
い
文
脈
を
構
成
す
る
照
応
関
係
は
、
古
代

と
現
代
の
間
に
時
空
を
越
え
た
連
続
的
関
係
を
結
び
、
そ
の
相
互
照
射
に
よ

っ
て
詩
的
創
造
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
神
話
批
評
―
―
星
野
が
初
期
の
詩
的
営

為
の
根
拠
と
し
た
―
―
に
も
、
ま
た
文
脈
を
越
え
た
こ
と
ば
の
不
意
な
遭
遇

を
実
現
す
る
こ
と
で
は
、
形
而
上
詩
人
ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
に
代
表
さ
れ
る
〈
コ

ン
シ
ー
ト
〉
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
点
で
星
野
の
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ

ー
〉
へ
の
気
づ
き
は
、
十
字
架
上
の
イ
エ
ス
の
〈
劇
的
独
白
〉
で
書
か
れ
て

い
る
「
犠い

け
に
え牲

」
に
よ
る
こ
と
も
含
め
、
詩
人
と
し
て
の
原
点
回
帰
の
よ
う
に

も
映
る（

５
）。

こ
こ
で
さ
ら
に
、〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
の
成
立
は
、
或
る
特
定
の
宗

教
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
こ
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
逆
に
機
能
す

る
こ
と
も
、
分
っ
て
く
る（

６
）

〉
と
い
う
星
野
の
認
識
に
注
目
す
れ
ば
、〈
タ
イ

ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
意
識
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
に
深
く
か

か
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
星
野
に
と
っ
て
、〈
あ
る
キ
リ

ス
ト
者
の
運す

く
い命

〉
ま
た
は
〈
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
〉
を
保
証
す
る
も
の
で
あ

り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
星
野
自
身
の
信
の
あ
り
か
と
、
そ
の
強
さ
を
示
す
ひ

と
つ
の
指
標
に
さ
え
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
エ
ン
プ
ソ
ン
と
チ
ュ
ー
ブ
の
読
み
に
代
わ
る
、
詩
篇

に
構
造
的
に
内
在
す
る
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
に
も
と
づ
く
読
み
の
根
拠
を
う

か
が
わ
せ
る
次
の
一
節
に
し
て
も
、
テ
キ
ス
ト
の
〈
意
味
論
的
分
析
批
評
〉

の
可
能
性
に
ふ
れ
た
も
の
と
見
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
―
―

も
し
も
言
葉
同
士
が
不
意
に
遭
遇
し
て
、
相
互
に
条
件
反
射
的
に
反

応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
の
意
味
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
意

味
論
的
分
析
批
評
の
適
用
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
可
能
な
こ

と
が
、
直
ち
に
意
義
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
に
せ
よ
、
で
は
む
ろ
ん

あ
る
が
―
―
。

こ
こ
で
は
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
が
成
立
し
た
と
き
に
生
じ
る
〈
そ
れ
ぞ
れ
の

固
有
の
意
味
〉の〈
変
化
〉に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
場
合
、〈
言
葉
〉

の
〈
不
意
〉
な
〈
遭
遇
〉
を
必
然
的
な
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に

内
在
す
る
神
学
的
・
教
義
的
関
連
性
を
〈
条
件
反
射
的
に
〉
感
知
し
、
そ
の

と
き
〈
変
化
〉
と
捉
え
る
だ
け
の
感
性
が
読
者
の
裡
に
前
提
と
し
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
ハ
ー
バ
ー
ト
の
信
仰
詩
を
読
む
上
で
理
想
的
と

も
い
え
る
読
者
が
、
星
野
自
身
の
読
み
か
ら
帰
納
さ
れ
る
読
者
で
あ
る
こ
と

― 55 （　）―2



　
星
野
徹
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
篇
「
犠い

け
に
え牲

」"T
he 

Sacrifice"

に
関
す
る
一
連
の
論
考
で（

１
）、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ン
プ
ソ
ン
の
意

味
論
的
分
析
批
評
と
ロ
ー
ズ
モ
ン
ド
・
テ
ュ
ー
ヴ
の
歴
史
主
義
的
批
評
、
そ

れ
ぞ
れ
の
有
効
性
と
限
界
を
認
め
た
上
で
、詩
篇
に
構
造
的
に
内
在
す
る〈
タ

イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
前
景
化
し
た
読
み
を
提
案
し
、
実
践
し
て
み
せ
る
。〈
タ

イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
と
は
、『
旧
約
聖
書
』
に
あ
ら
わ
れ
た
〈
予
表
〉
が
『
新
約

聖
書
』
に
お
い
て
成
就
す
る
照
応
関
係
―
―
〈
私
が
来
た
の
は
律
法
や
預
言

者
を
完
成
す
る
た
め
で
あ
る（

２
）〉

―
―
ま
た
、
そ
の
聖
書
釈
義
の
こ
と
を
い
う

が
、
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
に
は
『
聖
書
』
に
対
す
る
彼
自
身
の
〈
予
表
的
読
み

方
〉（typological reading

）
に
起
因
す
る
〈
ス
リ
リ
ン
グ
な
思
考
や
感
受
〉

に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
星
野
は
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
の
特
徴
を
簡
潔
に

示
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
詩
法
を
〈
予
表
的
想
像
力
〉
と
呼
ぶ（

３
）。

そ
こ
に
は

同
じ
よ
う
な
発
想
か
ら
、
星
野
自
身
の
創
作
の
可
能
性
を
拡
げ
得
る
こ
と
へ

の
期
待
も
感
じ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
星
野
の
詩
的
営
為
に
お
け
る
〈
予
表

星
野
徹
の
〈
予
表
的
想
像
力
〉

菅
　
野
　
弘
　
久

的
想
像
力
〉
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
＊

　
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
が
〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、

た
と
え
ば
「
聖
書
」"T

he H
. Scriptures"

の
一
節
か
ら
も
う
か
が
え
る
―
―

　
　
　O

 that I knew
 how

 all thy lights com
bine,

　
　
　
　
　A

nd the configurations of their glorie!
　
　
　
　
　Seeing not onely how

 each verse doth shine,

原著論文

二
〇
二
二
年
二
月
一
日
受
付

K
A

N
N

O
 H

irohisa

　
キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
・
教
授
（
イ
ギ
リ
ス
文
学
）

【
要
旨
】
星
野
徹
は
、〈
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
〉
を
意
識
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ー
バ
ー
ト
の
詩
作
態
度
を
〈
予
表
的
想
像
力
〉
と
名
付
け
、
そ
こ
に
意
味
論
的
分
析
批
評
や
歴
史
主
義

的
批
評
に
は
な
い
批
評
の
可
能
性
も
認
め
た
。
そ
の
主
張
を
「
犠い

け
に
え牲

」
の
読
み
か
ら
確
認
し
、
次
に
星
野
が
〈
予
表
的
想
像
力
〉
を
援
用
し
て
書
い
た
「
伝
承
」
を
分
析
す
る

こ
と
で
、
詩
集
『
祭
そ
の
他
』（
二
〇
〇
一
）
で
は
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
へ
の
接
近
か
ら
早
い
時
期
に
意
識
さ
れ
て
い
た
、〈
ロ
ゴ
ス
の
言
葉
へ
の
肉
化
〉
と
い
う
詩
的
表

現
の
理
念
を
実
現
し
、
星
野
が
志
向
し
た
形
而
上
詩
の
可
能
性
を
さ
ら
に
広
げ
る
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
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